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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　──俺の将来、本当にこのままでいいのか？




　高校の合格発表を間近に控ひかえた冬のある日。

　俺、君きみ月つき秋あき生おは、猛もう烈れつに悩なやんでいた。

　合格はほぼ本決まり。自転車で通える近所の高校。学校のランクとしては中の中ぐらい。良くも悪くも、普ふ通つうの高校。

　万が一、そこがダメでも確実な滑すべり止めがある──そんな状じよう況きようで。

　……本当にこれでいいのだろうか。

　そんなふうに俺は悩んでいた。

　本当は他に自分が行くべき学校があったんじゃ？

　今の学校を選んだらあとになって悔やむんじゃ？

　そんな言葉ばかりが、とりとめもなく脳のう裏りをよぎっていって。

「はぁ」

　ため息をつきながら見上げた夜空。

　気分を変えようとガラにもなく散歩なんかしちゃって、でもあいにくの雨で、それでも家にいる気分にもなれなくって、軽くその辺を回るだけと傘かさを差して家を出た。

　しかし俺がウダウダ悩んでいる間にも、空の方はすでにその気分を変えていたらしい。

　いつの間にか雨は上がっていて──見上げた夜空は、星空に変わっていた。

「すげえな……」

　なんて思わず声に出してしまうほどの、こぼれてしまいそうな満天の星に。




　──知っているだろうか？

　星は人間と話をしたがっているということを。

　星々は夜空の上で、俺たちと話す機会をずっと待っているのだと。

　ただ、たいていの人はそれに気づかず行ってしまう。しかし、たまに立ち止まって話を聞いてくれる人が現れる。

　すると、嬉うれしさのあまり思わず身を乗り出してしまって──




　あ、流れ星。




　そうしてついつい、夜空から落っこちてしまう。

　それが流れ星の正体なんだそうだ。

「──アンタが君月秋生くん？」

　だからその声の主こそが、その落っこちてしまった星なんじゃないのかなんて。

　なぜなら振ふり返ったそこに立っていたのは、美少女で。

　しかも、ただの美少女なんかじゃなくって。

　わずかなふくらみの兆きざしが宿るすらりとした身体からだつきの先に、小さな顔。そこに描えがかれていたのは、整った目鼻立ち。

「可愛かわいい」よりも「美しい」とか「美人」といったタイプに分類されるであろう少女は、矛む盾じゆんしているようだが「美しい」うえに「可愛かっ」た。

　卵のような小顔に、切れ長の大きな瞳ひとみ──そして腰こしまで伸のびた長い髪かみ。ただそれだけであればどこかでバランスを欠きそうなものなのに、まるで人ならざるものの手が入ったかのように、それらは魅み力りよく的に調和していて。

　すっと通った鼻筋も、頰ほおを染めたかのような桃もも色いろに彩られた小さな唇くちびるも、少女は「可か憐れん」でありながら「華か麗れい」であった。

　ただの少女ならばよくいる。

　ただの美少女だって、まあいる。

　けれど、これほどの美少女はそうそうお目にかかれるものではない──それはまさに、『奇き跡せき』だった。

　夜空の星々が互たがいの輝かがやきを持ち寄って作り上げる、たった一つきりの奇跡。

　もっとも輝ける星。

　その少女こそはまさに、そう呼ばれるべき存在であっただろう。

「君月秋生くんね？」

　戸と惑まどう俺は、そう確かく認にんする少女に「あ、ああ」なんて返事しかできなかった。

　さきほどまでの雨に打たれたのか、少女は濡ぬれていて。

　服が透すけていたけれど、おかしな気持ちになんかならなかった。

　ただ、ただ、綺き麗れいだって──そう思った。

「私はね、探しものをしにきたの」

　そう告げた少女に、むしろこの星々こそが空から落ちたあんたを捜しにやってきたんじゃないのか、なんて本気で思ってしまうほどに。

「探しもの？」と、ようやくそう尋たずねたのが精せい一いつ杯ぱい。

「ええ、使つかい魔まを」

「あんた……〈魔女〉か」

　途と端たん、場の空気に剣けん吞のんが混じった。

〈使い魔〉と。そう口にした以上、その程度は俺にでもわかる。

　そちら側から普通の人生を──普通の高校を受験することになった、この俺には。

「なんだ。アンタ、こちら側の住人だったのね」

「いや、もう一いつ般ぱん人と変わらないさ。めでたく普通の高校に入学することが決まったわけだしな」

「ふぅん、それは残念ね。でも、後悔しているように見えるけど？」

「…………」

「ふふっ、君月秋生くん。私の使い魔になってくれたら、こちら側に戻もどってこられる──そう言ったらどうする？」

「えっ……？」

　一いつ瞬しゆん、頭の中に空白が生まれた。その言葉の意味を測りかねたからだ。

「……あんた、初対面の俺を自分の使い魔にしようっていうのか？」

　けれど、いくら考えてもそれはそういう意味でしかなかった。

「嫌いや？」

　……本気なのか？

　普通、使い魔っていうのは、その魔女の家に古くから関かかわりのある家いえ柄がらの男が選ばれるものだ。見ず知らずの相手を使い魔にするなんて聞いたこともない。

「どうなの？　やるの？　やらないの？」

「そりゃ、ありがたい話だが……」

「なら決まりね」

「ま、待て。……なんで俺なんだ？」

　そうだ。そこがはっきりしなければ、そう易やす々やすと頷うなずけるものじゃない。

「それは簡単よ。姉様がね、アンタを使い魔にしなさいって」

「姉様……？」

「そ。私はアンタのことなんか知らないわ。ただ、姉様のご指名なのよ」

　そうして少女が告げた「姉様」の名前に驚おどろいた。

　なぜならその名は、あの世界じゃ知らぬ者のない──〈卿ヘル〉の称しよう号ごうを持つ魔女の名前だったから。

　けれど。

「……なんで俺なんだ？」

　それでもやっぱりそう思う。

　だって俺はその人のことを知らない。

　面識なんかまるでない。なのに彼女の「姉様」は、俺を妹の使い魔に指名したという。

「さあね。でも、姉様の言うことに間ま違ちがいはないわ」

「あんたは……それでいいのか？」

「ええ、もちろん」

「…………」




　──俺の将来、本当にこのままでいいのか？




　ずっとそのことで悩んでいた。

　なぜなら俺には、本当は行きたい学校があったからだ。

　いや、俺はそこに行かねばならなかった。

　あちら側にある、その学園に。

　なのに、その道は突とつ然ぜん閉ざされて──

　しかし今、そこへ行くチャンスが転がりこんだ。

　──どこに迷う必要があるっていうんだ。

「わかった。今日から俺は、お前の使い魔だ──東あずま雪ゆき羽は」

　そうだ。そのためにこそ俺のこの身体には。

『あの子』が残した意志が宿っているのだから──




　──これがはじまり。

　夜空に輝く八十八の星座。

　その語りかけに応こたえしは、星に選ばれし者。

　それ即すなわち。

　凡ぼん百ぴやくの目に触ふれることなく、けれど確かに存在してきた大いなる神秘──

〈魔術〉をその身に宿す者に他ならず。

　故ゆえ、〈八十八の魔女〉。

　そしてその傍かたわらに、影かげの姿あり。

　大いなる使命を帯びし彼女たちに仕えしそれは、〈使い魔〉と呼ばれた──







　第一章　キミオとユキハ
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　──魔女と使い魔は主従関係にある。

　使い魔の役割とは、まず第一に魔女を守ること。

　すなわち使い魔とは、魔女の護衛ボデイーガードに他ならない。

「わかったか？　君きみ月つき」

　そんな教科書にも載のっている常じよう套とう句くを、先生は俺に向かって再度繰くり返した。

　ここは職員室。椅い子すに腰こし掛かけ、腕うで組ぐみをしながら俺を睨にらみつけているのはクラス担任の戌いぬ丸まる先生。

　長身で端たん整せいな顔立ちの美女。しかし、飾かざり気けのないその無骨さはまるで武人だ。後ろで束ねた艶つやの深い黒くろ髪かみが、勇ましいまでの凜り々りしさをよりいっそう引き立てている。

　そしてその前に立たされているのはこの俺、君月秋あき生お。

　つまりこれは、説教の構図。

「貴様が腰に帯びているその装備も、すべては主人のためにあるというわけだ」

　先生の言う通り、俺の腰には一ひと振ふりの短剣が下がっている。

　使い魔は主人の身を守るために共に学園に通う関係上、武器を帯びることが許可されているのだ。

　すなわち、これが俺の装備というわけなのだが──

「おい。聞いているのか？　君月」

「はぁ」

　けれどもそんな気のない返事をする俺に戌丸先生は眉み間けんに皺しわを寄せながら、さきほどのご高説を再三──いや、再四？　再五だったか？　繰り返す。

　主従関係は当然、魔女が主、使い魔が従。

　なので使い魔は魔女の言うことに従い、これを敬い、これを慰なぐさめ、これを助け……と、なんか結けつ婚こん式しきでの神父さんの口上みたいな、まあ要するに魔女様は偉えらい存在なので従えと。

　さらに守れと。それが使い魔おまえの役目だと。そういう主しゆ旨しのことをおっしゃっている。

　アホかっっっつの。

　なんで守っている側が「従」なわけ？　と、俺はそう思う。

　世の中ギブアンドテイクが基本だろう？　対等の関係になるのが当たり前じゃないの？

　しかも、守ったところで別に見返りがあるわけでもない。つまり、タダ。無給。無む償しよう。早い話が完全な奉ほう仕し活動。

　これはもう「守ってやっている」と言っても過言ではないというのに、魔女ばかりが贔屓ひいきされるのはどういうわけだ？

「わかっていないようだな。その顔は」

　しかし、そんなふうに考えるのはどうやら俺だけらしい。先生にじろりと睨まれた。

「よし。君月には君月なりの考えがあるということだろう。まずはそれを聞かせてもらおうじゃないか」

「本当ですか？　先生」

　けれど先生の意外な提案。なんだ、話がわかるじゃないか。

「もちろんだ。さあ、君月。貴様は使い魔というものをいったいどう考えているんだ？」

「じゃあ言わせてもらいますけど、じつは──」

　とはいえ、だ。

「──先生、僕が間違ってました」

「は？」

「まるで心が洗われたかのようです。今後は気持ちを入れ替かえて主人に仕えます」

「おい、君つ……」

「ご高説、ありがとうございましたー」

　労力を使ってまで自分の主張を貫つらぬくなんて、めんどくさいことこの上ない。

　謝れば話が終わるなら、それにこしたことはないってもんだ。

　どうせアレだろ？　聞くだけ聞いておいて、結局は最後に大人の都合を押しつけてくるんだろ？　「聞いてやる」ってフリなんだろ？

　そんなめんどくさいことに誰だれが付き合うかっつの。

「……はぁ。どうして貴様はそう、万ばん事じにおいてやる気がないんだ……」

　そんな俺に戌丸先生は深いため息。もう行っていいぞと、いつものように諦あきらめた様子で手を振ふった。

「失礼しまーす」と俺はすぐさま踵きびすを返し、一礼して職員室を退出。

　ふう解放されたと喜んでいると、窓の外では丁度、大勢の生徒たちが登校してきている最中だった。







　入学式からもう二週間が経たとうとしている──

　桜の花びら散る朝の通学路を、楽しげに行き交う生徒たち。

　和気藹あい々あいとしたその光景をしばらく眺ながめていると、あることに気がつくだろう──その生徒たちのほとんどが女の子であることに。

　そしてまた、あることに気がつくだろう。

　女の子たちが身を包む揃そろいの制服は、清せい楚そで可愛かわいらしくありながらも、どこか魔ま法ほう使いめいた印象を与あたえることに。

　けれど、こればかりは気がつかないだろう。

　その女の子たちが、現実から切きり離はなされた学園へ向かっていることに──




　宙立──聖セントアルマゲスト学がく園えん。




　それが、この春から俺が通うことになった学園の名前だ。

　聖セントアルマゲスト学園は、「魔女の」学園。

〈魔女〉とは、あの夜空に輝かがやく星々──八十八の星座のいずれかに選ばれた存在。

　そしてそれによって、〈魔術〉を身につけた存在だ。

　つまりこの学園は、魔女という神秘の存在を育成する場所に他ならない──

　ん？　『魔女』ってことは、男で魔術を使える奴やつはいないのかって？

　そんなものいるはずがない。星が選ぶのはいつだって女の子なのだから。

　聖セントアルマゲスト学園は女学園だ。

　だからこの学園に通う資格を持つのは、たった二種類の女の子しかいない。

　これから星に選ばれることに期待する、「魔女になりたい」女の子。

　そしてすでに星に選ばれ、「魔女になっている」女の子。

　じゃあ、俺はなんでここにいるのかって？　それは──

「ユキハ様っ。おはようございますっ！」

　と。校舎の窓から眺めていた通学の光景に、黄色い声が交じった。

　現実世界との狭はざ間まである正門からこちらでは、力仕事用に作られたゴーレムが庭掃そう除じをしていた。石造りで怪かい力りきだけが取り柄の、単純な構造をした雑務用の巨きよ軀くだ。

　その横で飛び交かっている黄色い声は、ひとつやふたつじゃない。高い声から低い声まで、ありとあらゆる音域の声が『彼女』に向けて飛び交っている。まるで合唱だった。

「おはよう。みんな」

　その声を一身に浴び、応じたのは、優ゆう雅がで上品な──ユキハと呼ばれた少女の笑え顔がお。

　ちょっと前に入学したばかりの新入生ルーキーとは思えない貫かん禄ろくだ。

　彼女はすでに星に選ばれた魔女。そして星座ほしは星座ほしでも「特別な星座ほし」に選ばれたため瞬またたく間に全校生徒の注目を集め、一いち躍やく、我が校のアイドルへと躍おどり出た存在だ。

　キャ──！　と、朝から憧あこがれの存在に触れる機会を得たことが嬉うれしいらしき女子たちは、いつまでも騒さわいでいる。

　そんな男子であればちょっと近づくことがためらわれる空気の中、俺は分け入っていく。

　仕方がない。これも一応、〈使い魔〉としての俺の役目なのだ。

「よう、ユキハ。おはようさん」

「……ああ」

　するとさっきまでの笑顔はどこへやら。その落差たるや、もう筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたく。

「えっと……アンタ誰だっけ。足元までは出かかってるんだけど」

「喉のど元もとですらないのかよ。ハナから思い出す気ないだろ、お前」

　朝一番の先制パンチは、向こうから飛んできた。

　彼女はユキハ──東あずま雪ゆき羽は。

　自分の将来に悩なやんでいたあの雨上がりの夜、俺を自らの〈使い魔〉に指名した魔女だ。

　ユキハのような「すでに魔女となっている」女の子には、伝統的に〈使い魔〉を持つことが許されている。

　そして使い魔はその名の通り「いついかなるときであれ主人の呼びかけに応じられる」状態でいなければならない。

　そのため、本来なら男がいるはずのないこの学園に、俺のような少数の例外の姿があるというわけであり──

　いわゆる魔女と使い魔の関係からいえば、彼女は「俺のご主人様」である。

　……であるのだが。

「今日は寮りよう前にいないから、やっと収集車がゴミと認めて回収してくれたと思ったのに。なんだ。また無視していったのね」

「なにそのいつまでもゴミ捨て場に残っている粗そ大だいゴミみたいな扱あつかい。一番うっとうしい存在ってか。出で迎むかえがちょっと遅おくれたぐらいで怒おこりすぎだろ」

「別に怒ってなんかいないわ。ただ、捨てても捨てても戻もどってくる呪のろいの人形みたいだなって思っただけよ」

「なるほど、粗大ゴミですらなかったか」

　入学からわずか二週間──すでに俺たちの関係は、この有り様と成り果てていた。

　出会いのあの日に期待されたはずの、魔女と使い魔の関係はどこへやら。

　まあ、こうなったのには色々と理由があるっちゃあるんだが……。

「仕方ないだろ？　戌丸先生に呼ばれてたんだから」

　ちなみに、俺が珍めずらしく他の生徒よりも早く登校していたのはそのせいだ。

　つか普ふ通つう、朝早く呼び出してまで説教するか？　そういうイベントは放課後ってのが相場だろうに。まあ俺がその放課後の呼び出しをブッチしたせいで早朝になったんだけどな。

　しかしお陰かげで「ご主人様の毎朝のお出迎え」という、大変ありがたい使い魔の義務から解放された。

　本当なら今朝も、寮住まいのこいつを女子寮の前で出迎えなければいけなかったのだ。忌いま々いましいことに。

「戌丸先生に？　ああ、ついに人生、いや学校、間ま違ちがえた。人間辞やめろって？」

「なんでわざわざ言い直した？　一回、正解が出てるのに。いや正解じゃないけど」

「じゃあアレか。その顔をなんとかしろって言われたのね。そうよね、害毒を垂れ流しているようなものだもんね。公共の美観を汚よごしているわ」

「生徒の顔を指し摘てきする教師って嫌いやすぎるんだけど。つか害毒ってどういうことだ。みんな俺の顔を見たらどうにかなるのか？」

「そうね。まず肩かたの力ちからが抜ぬけると思うわ。その、あまりにもやる気のない顔を見ればね」

「またそれか。失礼な奴だな」

　ユキハはいつも俺にそう言う。「微み塵じんもやる気が感じられない」だの、「見てると力が抜ける脱だつ力りよく系」だの。

　別に自分の顔がいいだなんて思ってやしないが、そんなにひどいか？

「自覚しなさいよ。美び醜しゆうを言ってるんじゃないの。学生であれば学業を、社会人であれば仕事を投げ捨てたくなる。それほどアンタの顔は、若くしてその人生すべてを投げ捨てているかのようなのよ」

「人を世捨て人みたいに……」

「まさにその通りよ。だからアンタは外に出ちゃいけないわ。ぶたば……部屋に籠こもって一生おとなしくしてなさい」

「さりげに犯罪者にまで堕おとそうとしたな。自分の使い魔を」

　ったく──しかしまぁ、本日のユキハの準備運動ジヤブはひとしきりガードし終えたか。

　と思ったんだが甘かった。

「ちょっとキミオ！　あんた、またユキハ様に失礼な口を利いてるの？」

　今度は、ユキハの周りにいた女子たちが俺を責めてきたのだ。

　女子生徒たち、取り分けまだ星に選ばれていない女子生徒たちに大人気のユキハサマの周囲は、いつもこうしたファンがぞろぞろと取り巻いている。

「ありえないでしょ。使い魔のくせにタメ口とか。前代未み聞もんよ！」

「そうよそうよ！　すぐにユキハ様に謝って！　土下座で！　それから死んで！」

　なんてステキなお言葉が飛んでくる始末だ。

　──星座は八十八とその数が決まっている。

　それに対して、魔女になりたい女子生徒の数はその何倍もいる──星座にはまだ空きがあるらしいとはいえ、必然的に星に選ばれていない生徒の方が多いということになる。

　そして、そのほとんどがユキハのファンだという。なぜなら彼女は、大勢の生徒たちに『夢』を見せた存在だから──つまり俺が遭あっているのは、数の暴力に他ならないのだ。

「みんな止めて」

　──ただ。

「いいわよ別に、口の利きき方なんて。使い魔だから必ず魔女に従わなきゃいけないなんて、そんな必要も感じない」

　ユキハはこれで意外と、一本筋の通った魔女だ。

　もしかしたら自分から頼たのんだからかもしれないが、それを差し引いても、こんなことを言う魔女なんか他にいやしないだろう。

　魔女は使い魔を従えて当たり前。使い魔は魔女に従って当たり前。そういう世界なんだ。

「ただ、キミオくんね。アンタの問題はそこじゃないのよ」

　ずびしっ、とユキハは俺を指差す。人を指差しちゃいけませんって教わらなかったか？

「俺のどこに問題があるってんだ？」

「だから──」と、ユキハが言いかけた、そのとき。

「危ないっ！」

　誰だれかがそう叫さけんだ。

　振ふり返れば、俺たちの頭上にできていたのは巨きよ大だいな影かげ──庭掃除をしていたゴーレムが、その巨体をこちらに向けて突とつ進しんしてきていた。

　まさか、暴走──？

　そう思った次の瞬しゆん間かん、ユキハの唇くちびるがこう言葉を刻んだ。

「──魔術展開クラリオン」

　唱えると同時に指先は宙を滑すべっている。そこに自らの契けい約やく星座との空路コードを開くため星座ほしの軌き跡せきをなぞりあげる──つまりは。

　星との対話ダイアログが開始スタート。

　そしてそれこそが、〈魔ま術じゆつ〉。

　星からの返事アンサー。それは魔術を構築する魔術式──式は呼びかけた術者の身体からだを通る際に、燃料として魔力を消費。

　星座ほしを描えがくため前方に突つき出されたままの左手の指が握にぎられる。

　中空をつかむかのように、今度は拳こぶしを作る。

　同時に引かれた右手は、なにかを引っ張るかのような形をしていて──彼女の体勢は、まるで弓を引く英えい雄ゆうのごとく。




〈射手座サジタリウス〉。




　それがその星座の御み名な。

　そこに弓はなく。

　そして矢もなく。

　けれど地上に奇き跡せきは示される──

「──《隠矢アルナスル》──」

　その指から放たれた透とう明めいな矢が、突進してきた巨体を粉ふん砕さいした──見事なまでに。

「おおー、すげー」

　それを見て、俺は素す直なおにそんな声を上げた……が、ユキハは対照的に呆あきれ顔だった。

「……いや。だから普通はこういうとき、使い魔が魔女を守るものなんだけど？　動こうともしないってどういうこと？」

　どうやら、それがさっき言いたかったことらしい。

「それでよく、ギブアンドテイクなんて言えるわよね。アンタからギブがきたことなんかないんだけど？」

「焦あせるなよ。いいか？　『欲ほつするならまず与あたえよ』という言葉があってだな」

「だから、与えても返ってこないって言ってるんだけど」

「まあ、世せ知ち辛がらい世の中だ。そういうこともままあるな。しかし『見返りを期待しなくなったとき、倍の報ほう酬しゆうがやってくる』という言葉もあってだな」

「へえ。それじゃいつか返ってくるのね」

「もちろんだとも。ただ、時間の捉とらえ方というのは人それぞれ違うということを忘れてはならない」

「……つまりアンタが言いたいのは、『明日あしたから本気出す』ってことよね？」

「いい言葉だ。感動すら覚えるな」

　するとユキハはため息──さえ最早つかず、ただ「生ゴミは汚きたない」、そんな当たり前の目で俺を見た。
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「ねえ、キミオくん」

　そう、俺の名は君月秋生。

　本当なら『キミオ』なんてあだ名になるはずもないのに、こう呼ばれているのにはワケがある。

「戌丸先生って優やさしいわよね」

「そうか？　厳しい先生だと思うけど」

「厳しくなんかないわよ。まだアンタは説得すればわかってくれるって信じてるんだもん。私なんか一日で諦あきらめたっていうのに」

「あの見限りはじつに早かったな。普通、もうちょっと粘ねばるもんだぜ？」

「……私はね、魔女だからとか、使い魔だからとか、そういうのは別にどうでもいいの。だからって伝統を重んじる人たちに文句を言うつもりもない。お互たがい納なつ得とくして魔女と使い魔の関係を結んだのなら、それぞれ好き勝手にやればいいと思うわ」

「うんうん。なかなかわかってるじゃないか」

「ただ──ね」

　そこでユキハは、大きく息を吸いこんで、

「キミオくんがそんなんだから、私の〈継けい承しよう〉がうまくいかないって自覚したらどうなの──⁉」

　まだ手に持っていたらしき透明の弓から、俺に向かって見えない矢を連射した。

「ていっ」

「いだだだだだだっ！」

　──そう、俺の名は君月秋生。

　なぜ俺が『キミオ』なんて呼ばれているのか？

　それは多くの女子生徒たちの憧あこがれであり、ときとして同学年からすら「お姉様」なんて呼ばれてしまう、この東雪羽が俺をそう呼んでいるからだ。

　最初に出会ったときはフルネームで呼んでいた。向こうも俺との距きよ離りを測りかねていたんだろう、「君月秋生くん」なんて呼んでいた。

　でも、そんな呼び方はやっぱりおかしい。

　そして呼び方なんて、相手との距きよ離り感が定まってくるにつれて変化していくものだ。

　親しい相手は親しい呼び方に。

　そうでない相手はそれなりに。

　だから。俺を使い魔に誘さそって。そして実際、自分の使い魔として接してみて。

　そうして、俺との距離を測りきった彼女は──どんどん俺の扱あつかいがぞんざいになっていって。

　終いには頭と尻ケツだけしか残らなくて。

「あら、キミオくん。当たっちゃった？　ごめんなさい、手が滑ったわ」

「さっき『ていっ』って言わなかったか？」

　──この関係に行き着いたというわけだ。

　矢は低威い力りよくに抑おさえてあるとはいえ、当たるとさすがに痛い。地味に痛い。カラーバットでフルスイングされているぐらい地味な痛さ。

　狙ねらってそんな力加減に調節しているとしたら、見事なまでにイラつく痛さだ。

「しっかし、ゴーレムの暴走なんてねー。滅めつ多たに見ないものに遭そう遇ぐうしたわ」

　けれどそれで少しは溜りゆう飲いんが下がったのか、ユキハは自分が破は壊かいした人形ゴーレムをいまさら確かく認にんしている。

　単純化してある型タイプとはいえ、暴走なんて滅多に起こるものじゃない。誰かが意図的にやったっていうのなら話は別だが……それだって、一度命令を下された人形に別の命令を上書きするためには、相当な実力を持つ魔女の手助けが必要だ。

　しかしユキハ、恐おそろしい女よ。普ふ通つうそっちの確認が先だろ。真っ先に俺を糾きゆう弾だんするとか、日ひ頃ごろからどんだけ俺にムカついてんだよ。

「そういや今朝、テレビをつけたらたまたま占うらないをやってたのよね。当たるもんだわ」

「『今日の運勢は最悪です』ってか？」

「そ」

「つったってお前、どうせ『射手座の今日の運勢は最悪です』とか言われたんじゃなくて、いつもの占われちゃったから今日の運勢は最悪ってやつだろ？」

「言ってるでしょ？　嫌きらいなのよ、占い。星の位置やら順番がどーのこーので今日が明日が明後日あさつてが、なんて一喜一いち憂ゆうするのはまともじゃないわ。そりゃその一日、気分も悪くなるってものよ」

「魔女の台詞せりふとは思えないな……」

　その『星』に選ばれた魔女だっていうのに。

「べつに星が嫌いなんじゃないわ。占いの結果なんかに左右される人間が嫌いな──あ」

　そのとき、チリン、と音が鳴った。

　ユキハがそこで言葉を切ったのは、その音に気づいたからだろう。

「だだっ、大だい丈じよう夫ぶ？　ふたりともっ！」

　見ると声の主は予想に違たがわず、ちっさな身体をぷるぷると震ふるわせていた。

「りーゆー」

　途と端たん、ユキハの表情が明るくなる。

　彼女の名前は、斑まだら保ほりゆ。

　ちっさくて元気いっぱいで、いつもニコニコしている──近所にこんな子供がいたら、思わず頭をなでてやりたくなる。そんな可愛かわいらしい女の子だ。

　だが、実際にやったら怒おこられるだろう。なぜなら、これでも同学年の生徒だからだ。

「だ、大丈夫だったの？　なんかごわーんときてどかーんといってがしゃーんみたいだったけど！」

　オーバーアクション気味にりゆが表現するたびに、髪かみの毛に結んだベルが、チリン、と鳴る。

「平気よ、りゆ。私がずばばーんとやっちゃったから」

「おー、さすがはユキハちゃんだっ」

　ユキハとりゆ。

　ふたりはこの学園に入学してからの仲だが、馬が合ったのか、今ではいつも一いつ緒しよにいる一番の友達だった。つか、どうでもいいけど擬ぎ音おんで会話すんなよ。

「キミオちゃんも平気だった？」

「あー、だいじょ……」
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「もう、りゆったら優しいんだから。地を這はう蟻ありのことまで気にかけてしまうのね」

　いや、俺も一応は被ひ害がい者なんだが。しかしユキハはそんなことまるで意に介かいさず、ただりゆだけを褒ほめている。別に褒められるようなことしてなくね？

「あれ？」

　と、ユキハがこちらを向いた。一いつ瞬しゆん、心の中を見み透すかされたかと身構えたが、どうやらそうではないらしい。

「あれ……なによ？」

　ユキハが指差したのは、彼女が粉砕した人形の側に落ちていた小刀だ。鋭するどく尖とがった先せん端たんが地面に突つき刺ささっている。

「……こんなものが飛んできてたっていうの？」

　庭掃そう除じに従事していた人形が武装しているはずがない。となると、そういうことになるが──突とつ進しんしてくる人形にばかり気を取られていたので、誰だれも気づかなかったのだろう。

　当たっていたら大事になっていたところだ。

「危ねえな。誰かが校舎から落っことしたのか？」

「落っことしたって……うっかり落とすようなものじゃないでしょ。それに、なんか飛んできたあとで弾き返されたみたいに突き刺さってるけど……」

「まあ、怪け我が人も出なかったんだしどうでも──お、先生きたぞ」

「…………」

　ユキハはまだ首を捻ひねっていたが、そこへ騒さわぎを聞きつけた先生たちがやってきて、その場はお開きになった。




　　　　２




　さて──俺たちは特別な学園に通っているとはいえ、高校一年生。

　学園では、年ねん齢れい相応に普通の授業も行われている。

　女学園ながらクラスは男女一緒。授業も一緒に受ける。というか、自分が仕える魔ま女じよがいるクラスに使い魔の席も用意されるというシステムだ。

　つまり、そのクラスに魔女が何人いるかによって、クラスの男女比は極きよく端たんに変わる。

　ちなみに俺のクラスには男が俺しかいない。他に魔女がいないってわけじゃないんだが、家の事情で使い魔がいない魔女やら男嫌いやら……結局、男は俺だけ状態。

　しかし、これが特別な授業のときには魔女と使い魔とで分かれる。

　やはりメインとなるのは、この聖セントアルマゲスト学園ならではの授業──「魔女の授業」「使い魔の授業」では、それぞれに分かれて専門の授業を受ける必要があるというわけだ。

　では、その「使い魔の授業」がどんなものかというと──

「どうした君月！　また足が止まっているぞ！」

　俺は今、運動着に着き替がえて校舎の階段を駆かけ上がっている。

　しかも腰こしから垂らした長い布が地面につかないように──なんて条件付きで。

「……布が地面につきっぱなしだったじゃないか。不ふ甲が斐いない」

　息も絶え絶えにようやくたどり着いた最上階ゴールで待ち構えていた戌丸先生は、俺の結果がじつに不服なようだった。

「仕方がない。それでは次は跳ちよう躍やく力の訓練だ。ちょうど屋上に来たことだし、隣となりの校舎に跳とび移る練習をするぞ」

「ちょ……待……せんせ、ちょっと待って……ください」

　うお、膝ひざが笑ってる。笑ってるっていうか笑うしかないっつーか。

「どうした君月？　落ちても先生が引き上げてやるから安心しろ」

「あの……なんか、おかしくないですかね？」

「おかしい？　なにがだ？」

「なんかこの授業って、俺が昔なにかの本で読んだ忍にん者じやの訓練によく似てるような？　俺がなったのは使い魔であって、忍者じゃないような？」

　しかも腰に長い布を巻きつけるのって、普通、平へい坦たんな道でやるものじゃないのか？

　段差のある階段でやるようなものじゃないだろ？　どうしたって地面についちまうぞ？

　──できるかこんなもんっ！

「忍者か。良いたとえだな。陰かげながら主人を守る存在。そのため常に己おのれを鍛きたえ、技わざを磨みがき、心を研とぎ澄すませる──うむ、確かに使つかい魔まと共通するものがある」

「いや、感心してないで」

　使い魔の授業──それすなわち、身体からだの鍛たん錬れん。

　使い魔は魔女を守る存在。つまりは身体が資本というわけなのだが……。

「いやいや、だとしてもですよ。仮に使い魔が忍者みたいなものだとして、この訓練になにか意味があるんですか？」

「意味とは？」

「だって、使い魔よりも魔女の方が強いじゃないですか」

　そう──「使い魔では魔女には決して敵わない」。

　この世にはどうにもならない法則ルールというものが存在する。

　そもそも使い魔といっても、魔女の従者の呼び名が伝統的にそうあるというだけであって、別に魔物であるわけでも異世界の精せい霊れいであるわけでもない。火を吐はいたり空を飛んだりすることもできないし、魔術だって使えない。早い話、ただの人間だ。

　星に選ばれ魔術を身につけた魔女とは、根本的に〈力〉の在り方が違ちがう。

　──だというのに、なんで使い魔が身体を鍛えなきゃいけないんだ？

「君月。前に説明しただろう。魔女には使い魔が必要な理由があるんだ」

「……例の、『詠えい唱しよう中は無防備だから』ってやつですよね？」

　魔女に使い魔が必要な理由──それは第一に、「魔女は呪じゆ文もんの詠唱中、外敵に対し無防備になってしまうから」である。

　非常に単純シンプルな理由だが、こればかりはどうにもならない。

　呪文を唱え魔術を完成させるには極度の集中力が必要であり、他のことに気を配っている余よ裕ゆうはない。

　だからその間、魔女の身を守る者が必要──ということなのだが、それってつまり。

「早い話、使い魔って『盾たて』ですよね。魔女が呪文を唱えている間、敵の攻こう撃げきをくらってる肉の壁かべっていうか」

「……君月」

「なんすか？」

「──ひとつ真実を知って、大人になったな」

　あれ？　ここ否定するところじゃないの？

「しかし、使い魔の本質はそこにはないぞ。確かに身を挺ていして詠唱の時間を稼かせがなければならないときもあるだろう──だが、それは役割のひとつでしかない。使い魔とは……」

「はぁ……」

「……君月。貴様は文句ばかりで、成績の方はさっぱりだ。学年最下位を行ったり来たり……恥はずかしくはないのか？」

　いえ、別に。とか言ったら怒られそうなので黙だまっておいた。

「む、いかん。そろそろ女子の授業も見に行かねば」

「そうですか。先生、本日もおつかれさまでした」

「……なにやらもう授業が終わったような挨あい拶さつだが、私は戻もどってくるからな？」

　いまさらだが、この授業は俺と戌丸先生のマンツーマンで行われている。

　俺のクラスには男が俺だけ。よって、使い魔の授業も俺ひとりで受けることになる。

　他のクラスにだって少ないながら男がいるんだから合同でやればいいと思うかもしれないが、男女一緒になる普ふ通つうの授業もある以上、なかなか時間割的に難しいらしいのだ。

　しかし俺は、この状態が気に入っている。なぜかというと、

「いいか君月。私は少しの間、女子の様子を見に行くだけだ。しばらくしたら戻ってくるからな？　サボらずしっかり鍛錬するんだぞ？」

「もちろんですよ、先生」

「じ～……」

「（もう戻ってこなくていいです）」

「いかん。貴様の顔に本音が透すけて見える……ええい！　しかし行かねば！　いいな君月、しっかりな！　頼たのむからしっかりやるんだぞ！」

「はい。ボクを信じてください（さて寝ねようかな）」

「ええい！　くそ！　とにかく行ってくる！」

　──このように堂々とサボれるからである。

　片やひとり、片や他全員なんだ。ちょっと様子を見てくるとはいっても、かかる時間が大違い。先生に悪気がなくたって、戻ってくることなんかほとんどない。

　というわけで、本日も俺の昼寝タイムがやってまいりました。

「ったく。こんなの真ま面じ目めになんかやってらんねーっての」

　屋上ってのがいいね。眺ながめはいいし、風は気持ちいいし。

　丁度、真下の校庭では、うちのクラスの女子の授業が行われていた。どれどれ、本日の授業内容は──お、戌丸先生が出てきた。

　どうやら今日は、すでに魔女になっている生徒が実じつ践せん魔術としてお手本を見せるらしい。指名された女子生徒が詠唱を開始する。

　……長い。確かに長い。

　まだ魔術を習い始めの一年生ということもあるんだろうが、この詠唱の長さでは、先生の言うように誰かが魔女の身を守らなければならないだろう。

　その理り屈くつはわかる。わかるんだが……。

　──げ。次に指名されたのはユキハだった。たっぷり一分ほども詠唱に時間がかかった生徒と入れ替かわる──そのとき、ちらりとこちらを見たような気がした。

　そして同じように、詠唱を開始──

　ちなみにユキハは魔術を展開する際に弓を持つ体勢を取るが、そこには弓も矢もない。

　いや、ないのではなく──「見えない」のだ。

　なんでも今は魔力で見えない弓を構築しているらしい。それはあくまで代用品であって、〈射手座サジタリウス〉としての「本物の弓」は、もうじき手に入るとのことだったが……。

　と、そんなことを考えている間に、ユキハの詠唱は終わっていた。

　時間にして一秒か二秒。いや、それすらかかっていないかもしれない。

　そうして今朝の人形を制したときと同じように、形成された《隠矢アルナスル》が放たれ──

「ってうおっ！」

　風圧が俺の頰ほおをかすめていった。下を見ると、ユキハがにたりとしている。

「（殺す気かっ！）」

　くそっ、狙ねらいやがったなあいつ。

　戌丸先生に見つかると厄やつ介かいなので、口パクで抗こう議ぎしてやる。するとユキハは、ちっ、と舌打ち。あれ？　なにその残念そうな顔？

　──まあ、魔女は詠唱中、無防備になるから守る必要があるという理屈はわかる──

　しかしユキハには、その必要がない。あいつの魔術展開が恐おそろしく早いからだ。

　普通、星との対話を開始して返事が来るまでには、相応の「間ラグ」が生じる──それを埋うめ合わせるのが「呪文」だ。

　この「間」を限りなく短くするために呪文を唱えるのだ。強い魔術を使おうとすればするほど、呪文の詠唱が長くなってしまうのはそのため。

　しかしユキハは、そもそも呪文を必要としない。

　人形に襲おそわれたときだって、あの程度の魔術であれば呪文など唱えずとも対話を終わらせてしまう──そのため、《高速言語クイツクドロウ》の使い手なんて呼ばれているほどだ。

「（お前に使い魔なんか必要ねーだろ。俺の睡すい眠みんを妨ぼう害がいすんな）」

　頭にきたのでそう言ってやると、ユキハも真似まねして口パクしてきた。

「（やっぱり寝ようとしてたのね）」

「（当たり前だ。俺が辛つらい思いをしてまで身体を鍛えなきゃならない必要性を、まったく感じないからな）」

「（あらそう、残念。せっかく助けてあげたのに）」

「（はあ？）」

「（後ろを向いてみなさいよ）」

　と、言われて振ふり向いたそこには鬼おにの姿が。

「きーみーつーきー」

「い、戌丸先生っ……」

　くそっ。ユキハの奴やつ──あああああもう笑ってやがるムカつくなっ！







「……ダメだわ。まったくダメ」

　昼休み。教室でりゆとなにやら話していたユキハが、大おお袈げ裟さにため息をついた。

「なんだ。また俺の悪口かよ？」

　昼食も食べ終わって昼寝を満まん喫きつしていた俺だが、隣の席で喋しやべられたらそりゃ目も覚める。眠ねむりを妨さまたげられて、やや不ふ機き嫌げんな調子でそう言った。

　すると、それよりもっと不機嫌そうに──というか「なんで話しかけてんの？」みたいな目でユキハに見られた。

「キミオくんのためにいまさらため息なんかつくワケないでしょ。酸素がもったいない。そうじゃなくて、昨夜も〈継けい承しよう〉がダメだったって言ってるの」

〈継承〉──それは、ユキハが目下最優先としている目標。

　東雪羽。彼女がこうまで注目を集めているのは、その才能だけが理由じゃない。

　かつて、ひとりの魔ま女じよがいた。

　その魔女はそれまでの魔術界の常識を塗ぬり替える偉い業ぎようをいくつも達成した伝説の存在だ。

　通常、『伝説』と呼ばれるまでには、相応の年月が必要とされる。短いもので百年──長いものでは一千年。

　なぜなら、功績に歴史を与あたえるのは年月の重みだけだからだ。

　たとえば魔術という神秘の深淵を旅していたら、どこかの誰だれかが画期的な発見をした。それはその当時としては「誰も発見していなかった」という意味で画期的ではあったが、その発見の本当の有用性についてはまだ誰も気がついていなかったとしよう。

　ところがそれから百年経たってから、また別の発見がなされる──それは魔術界を大きく飛ひ躍やくさせるほどの大発見。

　それが最初の誰かの発見がなければ辿たどり着けない領域にあったとしたら？

　最初の発見者が遺のこした方法論、式、断だん片ぺん的な情報──なんでもいい。後世の探求者がその遺産をもとに分野を開かい拓たくしていけばいくほどに、始祖は偉い大だいな存在となっていく。

『伝説』とは、その積み重ねの上にこそ成り立つのだ。

（しかしその魔女は、つい最近の魔女であるにもかかわらず『伝説』とまで呼ばれている──か）

　この学園の生徒なら誰でも知っている、〈卿ヘル〉の称しよう号ごうを持つ魔女。

　それは、生きたまま伝説となったような──魔術の長い歴史の中にも数人しかいない、そんな途と方ほうもない存在に与えられる尊そん称しようだ。

　彼女は実に多くの功績を残したが、そのひとつに「階級としての魔女の頂点を極きわめた」というものがある。

「使い魔では魔女には決して敵かなわない」と、一いつ般ぱん的にはそう言われている。

　だが、その魔女でさえ──いや。

　──ただ星に選ばれた程度の魔女では決して敵わない相手が存在する。

　それだけは、決して覆くつがえることのない魔術界の不文律。

　そしてそれこそが、この世界の絶対の頂いただき。




〈十二魔女〉。




　太陽の通り道である特別な星座に選ばれた特別な魔女たち──八十八人の魔女の頂点に君臨する、たった十二人の魔女。

　かの魔女はそのうちのひとつ、〈射手座サジタリウス〉の十二魔女であった。

　そして今年、その妹がこの学園に入学することになった。

　それだけでも注目度は高いってのに、その妹はなんと──かの姉から十二魔女の座まで譲ゆずり受けていたのだ。

　それが──

「なによ？」

「いや、別に」

　なんで見るだけでいちいち睨にらんでくるんだよ。

　とにかく、それがユキハ。そしてそんなユキハの目下の課題が〈継承〉だ。

　正式には〈星結ゆいの儀ぎ式しき〉とかいうらしいが──これは、十二魔女に選ばれた魔女の初仕事だといってもいい。

〈継承〉という通つう称しよう通り、十二魔女として「あるもの」を受け継つぐ儀式を執とり行うのだ。

「おかしいねぇ。ユキハちゃんならすぐだと思ったのに」

　ふにゃ、と首を傾かしげる、りゆ。すると髪かみの毛に結んだベルが、チリン、と鳴った。

　この〈継承〉が、あの完かん璧ぺき超ちよう人じんのユキハにしては珍めずらしいことに失敗続きだというのだ。

「儀式とはいっても、単なる挨あい拶さつのようなものだって聞いてるけどなぁ……夜になったら自分の契けい約やく星座に向かって『私が新たに射手座の魔女になった東雪羽だ。チミ、よろしく頼むよ。ガッハッハ』とか改めて言うだけだろ？」

「いちおう聞いておきたいんだけど、それは私の真似なの？」

　なにそのボケ殺しの目。むしろ俺の命を欲ほつしてそうなんだけど。

「でも、そんな感じなんだろ？」

「まあそうね」

「じゃあ、ミスるようなものじゃないだろ。それとも夜だから寝ぼけてんのか？」

「キミオくんじゃあるまいし。あのね、失敗の理由なんてもうわかりきってるのよ」

　じろり、とユキハは俺を睨む。もう一日何回俺を睨んだかカウントしてやろうか。

「……俺ェ？」

　十二魔女と通常の魔女。

　どちらも星に選ばれることには変わりないが、その違ちがいを決定的なものにしているのは〈サイン〉と呼ばれるものの存在だ。

　白羊宮、金牛宮、双そう児じ宮、巨きよ蟹かい宮、獅し子し宮、処女宮、天てん秤びん宮、天てん蝎かつ宮、人馬宮、磨ま羯かつ宮、宝ほう瓶へい宮、双そう魚ぎよ宮──十二星座にはそれぞれ該がい当とうする〈宮サイン〉があり、それこそが十二魔女として〈継承〉するものなのだと。

　これを得ているかいないかが、十二魔女と普ふ通つうの魔女との差を決定的にしている。

　ただ、〈サイン〉はモノではない。

　それは膨ぼう大だいな魔力の塊かたまりであるとも、それ自体が大いなる魔術であるとも言われている、形のない存在であり──……まあ、とにかく。

「十二魔女は〈継承〉を成功させてはじめて本来の能力を発揮できる」ということらしい。

　しかし、それが上手うまくいっていない。

「……はぁ。なんで姉様は、こんなのを使い魔にしろだなんて……」

「知るか」

　しかも上手くいかないのは俺のせいらしい。

「うーん。どうなんだろうねぇ。確かに、使い魔が理由で失敗したって例も、過去にはあるみたいだけど」

「俺のなにが問題なんだよ？」

「使えないから、よ」

　一言一句を嚙かみ締しめるように、ユキハは言い放つ。

　すると場の空気をなだめるべく、りゆが「まあまあ」とフォローを入れた。

　りゆはユキハだけではなく、俺とも結構仲がいい。

　まあ、使い魔としてセットでいることの多い俺とも、何度か話しているうちに……って感じなんだが、りゆはなんていうか、すごく話しやすいんだよな。俺なんかでも。

　彼女はまだ魔女に選ばれていない魔女未満の生徒──いわゆる魔女候補生なんだけど、そのせいかすごく友達が多い。

　ま、ユキハと親友でいられるって時点で、仏の生まれ変わりかなにかなんだろう。

「えーとね、キミオちゃん。星に選ばれる魔女はこの魔術界の誕生と共に在ったけれど、その魔女に選ばれる使い魔はそういうわけじゃなくてね」

「ああ、それぐらいは知ってるぞ。使い魔っていうのは、歴史的にはずいぶんあとから作られた制度なんだろ？」

「そうそう。使い魔は魔女の弱点を埋め合わせたり、色々と助けになってくれたんだけど──その一方で、もともとはなかった問題も生んだって言われててね」

「使い魔のせいで〈継承〉が失敗するようになったっていうのか？」

「使い魔のせいっていうか、この場合は魔女と使い魔の関係っていうか……」

　ああ……言いにくそうなりゆの態度で、なんとなく言わんとすることを察した。

「つまり、魔女と使い魔の関係がうまくいってなければならないってことか？」

「そそ。使い魔の制度が生まれる前と生まれた後のもっとも大きな違いは、魔女が『ひとりじゃなくなった』ってことなんだよ」

「ひとりじゃなくなった？」

「使い魔っていう、自分の分身に等しい存在が生まれたってこと」

　あ、なるほど。だいたいだけどわかってきた。

　もともとは自分が星座に挨拶すればそれで終わりだったはずのものが、自分の分身なんてものが生まれてしまったがために、そちらも含ふくめた関係が良好でないと、その挨拶すらまともにできなくなったってわけで──

「魔女と使い魔ってのは、それぐらい切っても切れない関係なんだよ。魔女は使い魔を可愛かわいがり、使い魔は魔女を尊敬しているっていう基本の関係があってこそ、まず両者は成り立つわけなんだけど──」

　ちらり、と。りゆはユキハを見た。

「無理よ。こんなのを可愛がるなんて。いいところなんかひとっつもないじゃない」

　──というわけだ。

　つまり俺がユキハから信しん頼らいされる使つかい魔まであれば、〈継承〉は成功するんだが──今はそれができていないから、失敗続きってわけで。

「もうこうなったら特訓よ。それしかないわ」

「俺とお前で合体の練習でもするのか？」

「特訓するのはアンタだけよ！　……そうね。今より少しはマシになれば、ほんのちょっとはまともに見えるようになるかも……うん」

　ユキハは我ながら名案だと思ったらしく、「決まりね」と言って考えるようにどこかへ行ってしまった。……ったく。

「まあまあ。ユキハちゃんだって、十二魔女としての務めを果たしたいだけなんだよ」

「めんどくせぇなぁ……」

「おやおや、いいのかいそんなこと言って。ここでキミオちゃんが格好よくキメておけば、ユキハちゃんだって──」

「──そうだな。うまくすれば毛虫扱あつかいが芋いも虫むし扱い程度には変わるかもな」

　どっちも大差ねえよ。




　　　　３




　──ウチのクラスは、この学園でもかなり注目されているクラスだ。

　それはもちろん、ユキハがいるから。十二魔女とはそれほど特別な存在なのだ。

　だが、ウチのクラスが注目されている理由が、もうひとつある。

　なんとウチのクラスには、十二魔女がもうひとりいるのである──

「おはようございます！　焰ほむら様！」

　翌朝。クラスに到とう着ちやくするや否いなや、凍こおりつくような緊きん張ちように包まれた挨拶が響ひびいた。

　見ると、教室に入ってきたひとりの少女を、その付近にいた生徒たちが総出で迎むかえている。ユキハに対するそれとは似ているようでどこか異なる、このクラスの朝のもうひとつの光景。

「おはようございます。みなさん」

　淡たん々たんとした口調で挨拶を返したのは、我がクラスの学級委員長を務める、焰悠ゆ里り。

　それは焰なんて猛たけ々だけしい苗みよう字じとは裏腹に、とても冷れい淡たんな印象の少女だった。

　りゆに匹ひつ敵てきするほどの小さな身体からだ。しかしその身体に具そなえているのは、元気いっぱいのりゆとは似ても似つかない──精せい巧こうな人形を思わせる感情のない瞳ひとみ。

　整った顔立ちも、整いすぎていて恐ろしいとすら感じさせるまでに。

　彼女の声はよく通る。呟つぶやくような小声であるにもかかわらず、気品に満ちていて──なのに、まるで淡たん白ぱくで抑よく揚ようのない響き。

　そのすべてが、とても冷淡だった──そんなふうに感じられてしまうのは、誰だれもが彼女との間にある絶対的な差を意識してしまうせいだろうか？




　──〈旧家〉。




　委員長、焰悠里は〈旧家〉の出身だ。

　旧家は「魔術界の貴族」とも呼ばれる、古い歴史を持つ家々のことであり──そして、この魔術界における司法であり警察機構だ。

〈魔法〉の存在。

　魔法と魔術は言葉の上では非常に判別のつきにくいものであるが、じつのところその意味はまったくの別物。

　魔術とはユキハが使ったように、星に選ばれた少女にのみ許された神秘の業わざ──つまり『力』であるが。

　魔法とは『法』──すなわち、この魔術界における法律なのである。

　それは一いつ般ぱん世界の法の埒らち外がいにあり、魔術関係者われわれを非日常へと固定する存在。

　この魔術界を守るものであり、そして同時に魔術を外世界へ出さないためのもの。

　ゆえに魔女や使い魔、およそ魔術に関係する者たちへの教えはすべてそれに基づいたものとなる。

　その〈魔法〉を定めているのが旧家であり──取り締まるのもまた旧家。

　だからその旧家の一角、名門、焰家の息女である焰悠里は、この世界におけるまごうことなきお嬢じよう様さまなのだ──

「キミオさん」

　──なのだが。彼女はわざわざ俺の前までやってきては、こう言った。

「以前より頼たのまれていた件ですが、ようやく許可が下りました」

「え、マジで？　委員長」

「はい。マジです」

「よかったー。助かったよ」

「いえ、お気になさらないでください。……あ、肩かたにゴミが」

「お、悪い」

「いえ。それでは、詳くわしくは放課後にでも」

　そうして一礼しては、自分の席へと去っていく委員長。

　──そう、彼女はなんだかとっても「いいひと」なのである。

　旧家のお嬢様だというのに偉えらぶったところはまるでなく、そのうえ十二魔女のひとりでもあるというのに、その力を誇こ示じすることもない。

　俺なんかにも級友として優やさしく接してくれる平等な学級委員長。それが焰悠里だ。

「なになに、どったの？」

　とはいっても、そうそう委員長と口を利きく機会はない。目め敏ざとく気づいたりゆが、興味津しん々しんな様子で近づいてきた。

「ああ、じつは……ん？」

　そこへ、このクラスのもうひとりの実力者が登校してきた。

　副委員長、黒くろ川かわ真ま澄す美み──〈サイン〉を持たない普通の魔女としては、トップクラスの実力者。

　ただ、模も範はん的な優等生ではあるものの自分にも他人にも厳しく、委員長がああいう感じなせいもあってか、その斜はすになったメガネと同じくどうにもキツイ印象がある。

　噂うわさでは、なにかと持ち上げられるユキハの存在を疎うとましく思っているとか……。

「それで、なんの話をしてたの？」

　りゆに促うながされ、俺は我に返る。

「ああ。男子寮りように空きができたって聞いてさ。委員長に確かく認にんしてもらってたんだ。ほら、学園の寮ってそのほとんどが焰家の管理下にあるって話だろ？」

「あ、それじゃついに」

「そうだ。ついに俺の苦く渋じゆうに満みちた登下校生活が終わるんだ」

　この学園の生徒は、その大半が寮住まいだ。

　理由は単純。自宅から通える生徒の方が少ないからだ。

　聖セントアルマゲスト学園は魔女を育成する学園──世界中を見み渡わたしたって稀け有うな存在だ。

　対して、なんらかの形で魔術に関かかわっている魔術掛がかりの家は、こっそりとはいえこの国だけでも全国にそれなりの数が点在している。

　学園は一般人の目には触ふれないちょっと特殊な場所にあるものの、電車やバスなどの交通機関を利用して通える生徒も限られてくるというわけで。

　そんな中、俺も自宅通いのひとりだった。一応は通える距きよ離りにあったから。

「いやー、キミオちゃん。ユキハちゃんの毎朝のお出迎えも、いつも遅ち刻こくしそうになってたもんねぇ」

「それは俺のせいじゃない。学園があまりにも遠いからいけないんだ」

「でも、これで早起きからも解放されるってわけだね」

「ああ、これで遅刻もし放題だ」

「それなんか違ちがくないかな」

　つまり俺は、寮に住まなきゃいけないほど遠くはないが、毎日通学するにはちょっと無理があるという絶ぜつ妙みような距離に家があったのだ。

　当然、入学前に寮の申しん請せいはしたんだ。だけど、なんか手違いがあったらしくて部屋が全部埋うまっちまって。

　辛かろうじてでも通える距離にあった俺は、後回しにされたってわけで──

　それが家庭の事情で学園を去らねばならない生徒が出たらしく、突とつ然ぜん、部屋がひとつ空いたというのだ。

「その人には悪いけど、よかったねキミオちゃん。もうユキハちゃんのハンコはもらったの？」

「ああ」

　使い魔は基本的に、魔女の付属品──魔女がいるから使い魔もこの学園に通えるわけで、こういう手続きには常に魔女の許可がいる。

「まあ、なんとかな。しかしあいつは、俺の顔を見るたびになにか一言いわないと気がすまないのかね」

「ちなみになんて？」

「『これで授業以外でもアンタとの距離が近くなったかと思うと、嬉うれしくて死にそうよ。死んだ方がマシって意味で』だと」

「あ、ははは……」




　　　　４




　そうして放課後。

「──というわけで、手続きもろもろすべて終わっています」

　委員長から部屋のカギを受け取り、礼を述べると、俺はさっそく男子寮へと向かった。

　この学園は広い。呆あきれるほどにだだっ広い。

　そのせいで敷しき地ち内にあるにもかかわらず、外観すら見たこともない建物がいくつもあるほどだ。男子寮もそのひとつだった。

　だから、これから住まうところはどんなところだろう──なんてあれこれ想像してしまうのもやむなしだが、過度の期待は禁物だ。

　なぜなら魔ま術じゆつ界は、女系社会。

　魔女になれない男はオマケでしかない。たとえば俺たちの教室からはいつも遠くに豪ごう奢しやな外観の洋館が見えているが、朝の出迎えで「あれは女子寮」と知って納なつ得とくしたものだ。

　となれば当然、オマケの男子寮はそこからワンランクもツーランクも落ちて──

「へぇ……」

　──しかし思わず感心してしまうほど、そこには立派な造りをした洋館があった。

　教室から見えていた女子寮と寸すん分ぶん違たがわない代しろ物もの。あまりにも意外だった。

　俺はさっそく寮の扉とびらを開いた。

　すると、物語の中に迷いこんでしまったかのような雰ふん囲い気きたっぷりのホールが出迎える──まだ下校時間になってすぐなためか、寮内に人ひと影かげは少なかった。

　お陰かげで雰囲気を満まん喫きつしつつ、聞いていた部屋の前までのんびりと行けた。すれ違った女子生徒はせいぜい二、三人だ。

　でも、なんだかやけにジロジロと見られていたような気がする。男子生徒が珍めずらしいんだろうか？

　ま、そりゃそうか。学園にはもともと男子が少ない上、女子寮ともなれば本来は男子生徒の姿なんて見るはずもないんだし──

「……ん？」

　………………女子寮ともなれば？




　どどどどどど、と校舎にＵターンした俺は下校途と中ちゆうの委員長を昇降口にて発見した。

「おや、キミオさん。どうしました？」

「どうしましたじゃねえよ！　教えてもらった場所にあるの、女子寮じゃねえか！」

「ええ、そうですが」

　さも当たり前の顔をする委員長。

「いやそうですがって！　手続きもろもろすべて終わってるんじゃなかったのかよ！」

「ですから、女子寮に住めるよう手続きもろもろすべて終わっていますが」

「それどんなマジック⁉　いや魔女だけども！　なに、十二魔女ともなるとそんな高度な魔術が使えちゃったりするわけ⁉」

「なにか問題がありましたか？」

「大ありだろ！　どこの世界に女子寮に住む男子生徒がいるんだよ！　気づかないで結構奥の方まで行っちゃったわ！　どーりでみんなの視線が突つき刺ささると思った！」

　必死で間違いを訴うつたえる俺に、委員長は「はて」と小首を傾かしげた。

「しかし、あなたからいただいた書類には確かに」

　と、委員長は俺が提出した書類を取り出した。そこには確かに「女子寮」の文字が。

　……もしかして俺、男子寮と女子寮の書類を間違えた？

「いやしかし、間違えたにしても許可が下りるはずが……」

「キミオさん。わたしは感かん銘めいを受けました」

「え？」

「なぜならあの寮は、あなたのご主人、東雪羽さんが住んでいる場所ではありませんか」

「……あ、やっぱり。なんか通い慣れた道だなーとか見覚えあるなーとか思ったんだよね。寮住まいが決まってテンションが上がってたから、あんまり深く考えなかったけど」

　危なかった。あいつに見つからなくてよかった。もし見つかっていたら、今いま頃ごろどんな恐おそろしいことになっていただろう。

「惚とぼけなくてもいいのです。わたしにはもうわかっていますから」

「あの、なにか勘かん違ちがいをしているんじゃ」

「あなたはこう言いたかったのですよね。主人の側そばにいたいのだと。使い魔として、少しでも主人の近くにいたいと──男子寮とか女子寮とかそんな小さな垣かき根ねを越こえて、ただ、少しでも近くで主人を見守りたいのだと」

「…………」

「だからわたし、がんばりました」

「……が、がんばっちゃったんだ」

「はい。あなたの心意気を受け取りましたから。委員長としてわたしにできることはなにか、一生懸けん命めいに考えました。たとえ他の女子すべてに変態と罵ののしられようが、ただ主人さえわかってくれればいい。あなたのその気持ちに応えたくて」

「いや、あのさ。悪いんだけど」

「まさか、主人にさえ誤解されてもいいと？　ただ主人さえ守れれば？　あ、あなたという方は……」

「いや、だからな……」

「そのカギはあなたのものです。わたしにできるのはこの程度のことですが、少しでもあなたに喜んで……むしろ悦よろこんでもらえたのなら幸いです」

　……なんだろう。心なしか「喜ぶ」の字が違うような気がするが。

「もしかしたら……ポロリもあるかもしれませんね」
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「いや、なにボソッと呟つぶやいてるの？　なんかとんでもないこと言わなかった？」

「ないん……ですか？」

「え、なんでそんなに残念そうなの？　そういうことに興味津しん々しんなお年とし頃ごろ？」

　ぽっ、と頰ほおを赤らめる委員長。意外とお茶目な子なのね。

「というわけで、女子寮へようこそ」







　……うろうろ。うろうろ。うろうろ。

　女子寮の前で行ったり来たりして、もうかれこれ二時間近く経たっていた。

　結局あのあと委員長に言い出すことができないまま、ここでこうしている。

　すでに一度入った場所とはいえ、男子寮と思って入るのと女子寮と思って入るのとではハードルの高さがまるで違う。

　しかもこれからここに住むだと？　どういう楽園パラダイスだよさっきから寮に出入りする女子生徒みんな俺のこと見てるよ完全に不ふ審しん者扱あつかいじゃねーか！

　……とにかく、落ち着こう。

　使い魔のほとんどは男なんだから、寮に入っていった主人を待つとかでここに男がいるのはそんなに珍しいことじゃあるまい。ただあんまりにも長い時間ここにいるのと、俺のきょどり具合が尋じん常じようではないので不審がられているだけだ。

　なら、むしろ堂々としていればいい。そう、ごく自然に。

「え？　ここ女子寮りよう前？　知ってますけど？」ぐらいのしれっとしたカンジで。

　なぜなら俺は女子寮前生まれ女子寮前育ち。生きつ粋すいの女子寮前っ子だからＹＯ──そう思わせたら勝ちだ！

　いや勝ちじゃねえよ！　そもそもなにに勝ったんだよ！　混乱しすぎだろ！

　目的は女子寮前に永住することじゃない。女子寮に入ることだ。

　もう決まってしまったことなんだ。腹を括くくれ。

　……よし、一気に駆かけ抜ぬけよう。目的地は二〇一号室。建物に入ってすぐのホールにある階段を上がった、二階の一番手前の部屋だ。

　さっき行った感じだと入口からすごく近い。ナイス二〇一号室。

　さあ────（溜ため）────行くぞ！

　ザッザッザッザッザッザッザッザッザッザッザッザッザッザッ。

　ＯＫ、まずは入口エントランスを突とつ破ぱ。素す早ばやく階段の方へ向かえ！

　入口では女子生徒ひとりとすれ違ったが、俺があんまりにも堂々と女子寮に入っていくせいか特に不審な目は向けられなかったぞ！

　階段に差しかかった。段差に気をつけろ。つまずきでもしたら目立つ。慎しん重ちように。慎重に。

　よし、いい感じだぞ。このまま慎重に上がって──

　うおっ！　向かいから新たな女子生徒が降りてきた！

　しかもなんか唐とう突とつに現れた俺にビビッてる！　明らかに不審がってる！

　慌あわてるな！　無表情ポーカーフエイスを崩くずすな！　下手に慌てでもしたら逆に騒さわがれる！

「ちーっす。センパイおつかれさまでーっす」

　よしっ！　ごく自然に言ってやった！　このまま横を通り抜けてしまえ！

　……あれ？　でもこの学園の寮って、学年で建物が分かれるシステムじゃなかった？　寮生ばかりが多いせいで、そこからさらに複数の寮に分かれるらしいけど──てことは、少なくともこの寮にいるのって一年生だけじゃね？　センパイっておかしくね？

　ちらっ。横を通り抜けるときに女子生徒の方を見てみた。

　うわああああああめっちゃ見てるよこっちガン見だよ親の仇かたきみたいに見てるよ！

　やっぱセンパイはおかしかった？　いや、むしろ「おつかれさま」の方か？　部活でもないのに言うのおかしかった？

　って多分そういうことじゃねーよ。俺そのものだよ。俺そのものを不審がってるんだよ。女子寮に堂々と乗りこんできた俺そのものが怪あやしいんだよ！

　とか言ってる間に踊おどり場までたどり着いた。こうなりゃこのまま強行突とつ破ぱだ。さっさと姿を消せば俺のことなんか忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやってくれるだろう。

　俺は踊り場でくるりと身体からだの向きを変え、素早く上に──

　って今度は上から三人組がやってきたっ⁉

　なにこれ。階段を上がるたびに敵が強くなっていくルール？　目が合った瞬しゆん間かんから俺のことを不審がってるぞ⁉

「ねえ、ちょっとあんた」

　駆かけ抜けろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ‼

　もう無表情ポーカーフエイスとか自然にとか言ってる場合じゃねえ！　捕つかまったら終わりだ！　全速力で自分の部屋に逃にげこめ！

　二〇一号室はすぐだ。階段が終わるとともに延のびる廊ろう下かの先。一番手前の部屋！

　よしっ！　って──カギかかってんぞ⁉　あ、そっか。委員長から預かったっけ。

「ちょっと！　あんたその部屋は──」

　うおっ！　三人組が追ってきてる！　ちょおおおおお手元が狂くるう焦あせってカギが入らないよし上手くいった！

　バタン！　ガチャ！

「……ふう」

　なんとか逃げこめた──

　しかしその途と端たん、背にしたドアがガンガン叩たたかれる。

「ちょっとあんた！　なにやってんのよ！」

「ここ女子寮よ？　なに考えてんの⁉　この変態ッ！」

「みんな！　ここにヘンタイが逃げこんだわ！　ちょっと来て‼」

　……で、これからどうすればいいんでしょうかね？

　よくよく考えたら、見つかったときに自分の部屋に逃げこんだのは失敗だったんじゃ？　逃げ場ないし。まだ外に逃げた方がマシだったんじゃね？

　とか思っても後の祭り。完全に追いこまれた状態になっている。

　マジ、これからどうしよう………………あれ？

　ふと部屋の中を見み渡わたした俺は、この状じよう況きようが奇き妙みようであることに気がついた。

　ここは一年生の寮。しかも男の俺を押しこんだってことは、空いていた部屋のはず──なのに荷物が置かれている。なんだか少し少女趣しゆ味みの入った、可愛かわいらしい小物の数々だ。

　……ということは。

「うーん……」

　よく見たらベッドにいたァ──！

　女の子が寝ねてる！　布ふ団とんをかぶってるせいで誰だれかわからないけど寝てる！

　しかも、あっ……今！　寝返りを打ったせいで掛かけ布団がはだけた！　そこから！

　パンツがっ！　おパンツ様がぁっ！　見えてますよ隊長っ！

　縞しま々しま！　縞々です！　淡あわいピンクと白の縞パンが目に眩まぶしいっ！

　なんというかアレ！　部屋に戻もどってきたらなんだか今日の疲つかれがどっときちゃってとりあえずシワになったらマズイ制服だけ脱ぬいで横になっちゃったカンジ！

「あんたね！　その部屋が誰の部屋だかわかってんの⁉」と、ドア越ごしの怒ど鳴なり声。

　どなたの部屋なんですか⁉　ここ‼　あの縞パンの方どなたっ⁉

　おい委員長どうなってんだよ二〇一号室じゃねえのかよでもカギは合ってたしな！

　いやそこじゃねえ！　俺カギ閉めちゃったじゃん！　部屋の住人がいるってのに！

　これ完全な立て籠こもりだよ？　客観的に見たら女子寮に単身侵しん入にゆうしてあらかじめ合あい鍵かぎを作っておいた目当ての部屋に押し入って人ひと質じちとって立て籠もってる感じだよ？

　──窓！　そうだ窓だ！

　そのとき、俺は光明を見出した──窓から外へ出てしまえばいい。幸いにして、ここは二階。飛び降りられない高さじゃない（混乱）。

　とにかく逃げよう。顔は見られたけれど、トボけてしまえばなんとかなる（錯さく乱らん）。

　外はどんどん騒がしくなっている。逃げ出すなら今しかない。ドアはひっきりなしにガンガン叩かれ、まるで火事でも起きたかのような大おお騒さわぎだ。

「んー……」

　そう、大騒ぎ──当然、寝ている住人だって目を覚ま……す……。

「……あれ？　アンタ……」

　そこには。

　ベッドの上から寝ぼけ眼まなこで、俺のことを不思議そうに見上げる──ユキハがいた。

　ワイシャツとパンツだけの格好で。

　……ちなみに、寝苦しくなるから女の子はブラジャーを外して横になるって聞いたことがあったけど……。

　どうやらユキハも、そのタイプのようで……。







「すびばぜんでした。すびばぜんでした。すびばぜんでした。すびばぜんでした」

　現在の状況。俺、縄なわで縛しばり上げられ正座[image: →]周囲、怒いかりに燃える女子軍団。

「信じらんない。白昼堂々と女子寮に押し入るなんて」

「しかもよりによってユキハ様のお部屋に。なんなのこのケダモノ。ありえないでしょ」

「もう殺そうよコイツ。法が許さなくてもあたしが許すって」

　なんだか物ぶつ騒そうなお言葉まで飛び交かう始末。

「……あの、俺の言い分もですね」

「女子寮に住む許可なんて下りるわけないでしょ！　噓うそをつくならもっとマシな噓をつきなさいよ！」

　うん、普ふ通つうそう思うよね。俺もそう思う。

　というワケで弁護士のいない不平等な裁判、絶賛開かい廷てい中ちゆうです。

　それでもまだ、俺を取り囲んでいる女子たちはいい方だ。その奥──俺の記き憶おくでは確かユキハという少女だったはずのモノは、

「…………………………………………………………………………」

　────邪じや神しん。

　怒おこってる。あれは怒ってる。すげー怒ってる。

「言葉にならない」みたいな感じで怒ってる。

「では、満場一いつ致ちということで」

「そうね」

　その間、女子たちの間でなにかが取り決められたようだ。

「キミオ。あんたにはバツゲームを受けてもらうわ」

　なんだ？　バツゲーム程度で許してくれるのか？

　なんて思いながら目の前に突つき出された紙には、




　１……命いのち綱づななしでバンジージャンプ。

　２……ブレーキなしでチキンレース。

　３……全ぜん弾だん装そう塡てんしたロシアンルーレット。

　４……はよ死ね。




　いやこれどれを選んでも死にしか直結してないんですけど？　最後なんかもう気持ちが出ちゃってるじゃん？

「どうしました？」

　と、そこへ登場した──救世主メシア。
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「ほ、焰様……」

　委員長の焰悠里──あれだけ騒がしかった寮りよう内ないが一いつ斉せいに静まり返った。

　助かった。委員長もこの寮だったのか。

「え？　キミオさんが無防備な格好で寝ていた東さんに無理やり襲おそいかかった？　女の敵だから殺す？　それは仕方ないですね」

　おいいいいいい！　状況的には近いかもしれないけどそれは誤解だあああああああ！

「え？　言い訳してたから男らしくない？　こういう男のせいで女が泣くんだ？　だから殺す？　それは仕方ありませんが、殺す前にもうちょっとそのへん詳くわしく……」

　おいいいいいい！　なにちょっと頰ほおを赤らめながら男女の機き微びに詳しくなろうとしてんだああああああ！

「え？　前からなんか気に食わなかった？　丁度いい機会だからここで息の根を止める？　それはちょっとどうかと思います」

　おいいいいいい！　おま…………え？

「──どうやら誤解があるようですが、キミオさんがこの寮に住まう許可を得ているのは本当のことです」

　ピシャリと。委員長は言い切った。

　すると、あたりにざわざわとざわめきが広がっていく。まあ、無理もないだろうが……。

「キミオさんはこの女子寮の住人。二〇一号室の寮りよう生せいです」

　だから、わざとだろう。委員長はあえてそう繰くり返した。

　それによって場は一いつ旦たん静まったが──わずかな間を置いて、さらなるざわめきが広がっていった。

　……そう、俺は許可をもらっている。

　そして俺の部屋だと言ってカギを渡わたされた部屋には、ユキハがいた──つまり。

「キミオさんは、東雪羽さんのルームメイトです」

　さっきは混乱してワケわかんなくなってたけど、つまりはそういうことだ。

　ほら、誰より当の本人ユキハが一番びっくりしてる。「冗じよう談だんでしょ？」と。

　けれど、ユキハがなにやら文句を言いかけたところで、

「──東さん。わたしは感激しています」

　委員長がその言葉を制した。

「キミオさんの気持ちに応こたえた──あなたの懐ふところの広さに」

「は？」

「さきほど、一度女子寮を訪おとずれたはずのキミオさんがわたしのところに戻ってきたのです。まるで男子寮と女子寮を間ま違ちがえたかのような剣けん幕まくで──そのときはなんでそんなことをするのかわからなかったのですが、あとあと考えてわかりました」

　……なんだろう。嫌いやな予感がする。

「東さん、あなたですね？　男子寮と女子寮の書類を入れ替かえたのは」

「……へ？」

「そう、キミオさんは男子寮へ入ろうとしていた。やはり女子寮へというのは抵てい抗こうがあったのでしょう──けれどその気持ちを察したあなたは、こっそり男子寮と女子寮の書類を入れ替えた」

「ちょ、ちょっと？　なに言って……」

「隠かくさなくてもいいんですよ。だってここには、しっかりとあなたのハンコが押されているんですから」

　そうして例の書類を取り出した。それでユキハは気づいたようだ。

「ちょっとキミオくん。アンタまさか、書類を間違えたんじゃ……」

「そうやって惚とぼけるのですね。ええ、そうでしょうとも。あなたはなにも知らなかった。キミオさんもなにも知らなかった。ただ、偶ぐう然ぜん、ふたりは同じ部屋になった──そういうことなんですよね？」

「いやいや待ってよ。なんで私がそんなことをする必要があるのよ？」

「それはもちろん、キミオさんの気持ちに応えるためでしょう」

「だから、さっきから言ってるキミオくんの気持ちってなによ？」

　その問いに、委員長が肩かたをすくめた。

「まさか、わたしの口からそれを言わせるとは。なるほど。そうしてお互たがいの気持ちを確認しつつ、知らん振ぷりを決めこめる──さすがという他ありません」

「だから」

「わかりました。では言いましょう。役に立ちたいと。使つかい魔まとして、主人の役に立ちたいと。そのために、できるだけ側そばにいたいと。キミオさんは、わたしにそう言いました」

「キミオ……くんが？」

「はい」

　いや、言ってないけど？　なんで既き成せい事実みたいになってんの？

「そのためなら、他の女子たちに変態と罵ののしられても構わない。自分は勘かん違ちがいされてもいい、どんな目に遭あってもいい──ただ、あなたを守れればと」

「う、噓でしょキミオくん。アンタ……」

　噓っていうか、事実無根？

　しかしそれを言いかけた俺に、委員長の「東さん」という諭さとすような言葉が重なる。

「キミオさんは決して認めたりしないでしょう。そんなことは言っていないと言い張るでしょう──でも東さん。あなたになら、キミオさんの本心がわかっているでしょう？」

「…………」

　おいユキハなんかちょっぴり赤くなってんぞ？　なにこれ？

「わたしの力では、たった一日だけしか女子寮に住む許可をもらうことはできませんでしたが……どうか、末永くお幸せに」

　そうして委員長は去っていった。それに続いて、ひとり、またひとりと部屋をあとにしていく。「さすがはユキハ様」とか「魔女の鑑かがみ」とか言いながら。

　なんか「誤解しててごめんね」とか「今度から優やさしくするね」とか俺に謝ってく奴やつまでいるし。え、なんでみんな泣いてんの？　泣くところだったコレ？

　とにかく、二〇一号室には俺とユキハのふたりだけが残された。

「…………」

　お互いに無言。俺もなんか、もうなにも言う気が起きなかった。

　つか、女子寮に住むって一日だけだったのかよ。それ先に言えよ。みたいな。

「……どういうことよ。さっきの」

　やがて、俺に背を向けるかのようにそっぽを向いていたユキハが口を開いた。

「……まあ、だいたい委員長が言った通りなんじゃねえの？」

　もうなんて言やあいいのかわからないし、とりあえずそういうことにしておこう。

「そ、そう。それじゃ仕方ないわね」

「俺をこの部屋に置いてくれるのか？」

「い、一日くらい別にいいわよ。ちゃんと許可が下りてるって話だし。それに……」

「それに？」

「な、なんでもないわよっ！　それより明日あしたから特訓なんだからねっ。忘れないでよ！」

「あ、それ本気だったんだ」

　こうして──俺はなんとユキハの部屋に泊とまることになった。







「じゃ、じゃあ……電気、消すわよ」

　──まるで、息を吞のむ音が聞こえてくるかのようだった。

　就しゆう寝しんの時間が厳しく決められているため、学園寮は一斉に眠ねむりに落ちる。

　時刻は夜十一時。それは、俺とユキハの部屋も例外ではなく──

「…………」

　息を吞む音どころか、心臓の鼓こ動どうさえも聞こえてきそうな静せい寂じやくの中。

　生憎あいにくの曇くもり空で月明かりさえも遮さえぎられた今夜は、電気を落とせば本当に真っ暗で。

　そんな状じよう況きようで、さほど広くもない部屋に男女ふたりが寝ねている。

「……ねえ、キミオ……くん」

　これで緊きん張ちようするなという方が無理だ。

　寮の各部屋に設えられたベッドはもともと二段ベッドらしいのだが、相部屋にならなかった部屋の住人の多くは、ひとりでは圧あつ迫ぱく感を覚えるだけの上の段を翌年まで倉庫にしまってしまうのが毎年の恒こう例れいらしくて。

　ユキハの部屋には、ベッドがひとつきり。

「な、なにか言ってよ……」

　たったひとつきりのベッド──

　部屋には男と女のふたりきり──

　今、緊張は最高潮に達し、心臓は早はや鐘がねのように脈打つ。

「キミ……オ……くん……」

　そんなとき、告げるべき言葉は──

「ふご」

　ことば……は……。

「ふごふごふごふごふご」

「あ、ごっめーん。猿さる轡ぐつわを外さないと喋しやべれないわよねー」

　俺はといえば、余っていた布団です巻きにされて床ゆかに転がっていた。

　あまつさえ目にはアイマスク、口には猿轡をされ、後ろ手にも縛しばられるという完かん璧ぺきぶり。

「ぶほっ！」

「はい、どうぞ」

「いったいなんなんだコレは！　さっきの流れから速そつ攻こうでこの展開って、お前、俺を信じる気まったくないじゃねーか！」

「え、そんなことないよ。ユキハ、キミオくんのこと信じてるっ」

「言ってることとやってることが違うだろうが！　ていうかお前、自分のことユキハとか言うキャラじゃねえだろ！」

「あんまり大声出さないでよ。この寮、寮監がすっごい厳しいんだから。見回りに見つかったらどうすんのよ？」

「え？　ホントに？　すみません寮監さーん。ルームメイトから暴行受けてるんですけど、これ寮として問題ないですかねー」

「ちょ、ちょっと！　アンタこそさっきまでの流れを無視してんじゃないわよ！」

「ンなこと言ったってお前、これじゃ役に立つどころか立ち上がることさえできないし？　トイレとか行きたくなったらどうすんの？　漏もらすよ？　お前片付けてくれんの？

　しかもさっきからサラッと話進めてるけど俺お前とふたりきりになってからずっとこの格好なんだよ？　飯だって食ってないし。お前がひとりで食いに行ってた間、俺がどんな気持ちだったと思ってんの？　生まれてきた意味まで考えちゃったよ？」

「わ、わかったわよ。やりすぎたわよ」

　こうして俺は解放された。ようやく目め隠かくしも解かれる──と、そこには。

　薄うす暗くらがりの中に浮うかぶ、パジャマ姿のユキハがいた。

「ん？　なによ」

「い、いや」

　ずっと目隠しをされていたせいで、やけに利いていた夜目。

　そこに映った彼女の姿は、困ったことに、とても魅み力りよく的で。

　春とはいえ夜ともなるとまだ少し肌はだ寒ざむいせいか、厚手でゆったりとしたそのパジャマ。それは別に、特に珍めずらしいものなんかじゃなかったんだろうけれど。

　おかしな話かもしれないが……まるで普ふ段だんのユキハじゃないユキハを見ちまったような……そんな気がして。

　やけに、ドキドキした。

「なんなのよ？」

　ユキハはそんな俺の顔色まで見えていないのか、小首を傾かしげる。

　そんな仕草にさえ、俺は耐たえ切れなくなってしまって──ベッドを背にして、床にごろんと寝ね転ころがった。

「す、隅すみっこならお前も気にならないだろ。それでもまだ気になるっていうんなら、またす巻きでもなんでもしろよ」

　くそっ──なんだってんだ。なんでこんなに。

「どしたのよ？」

「なんでもない！　おやすみ！」

「……？」

　それからしばらくは、ユキハもなかなか寝つけなかったみたいだけど──夜が更ふけるころには、ようやく静かな寝息が聞こえ始めていた。

　くっそ、油断した。俺はまだ寝れねえよっ。




　　　　５




　そうして、ようやくふたりの寝息が聞こえ始めたころ──

　その部屋には、キミオとユキハのふたりの他に、もうひとり分の気配が増えていた。

　いつの間に忍しのびこんだのだろうか──それはまるで、はじめからそこにいたかのように。

　いるはずのない「もうひとり」は、部屋の住人すべてが眠りの国に旅立っていることを確認すると、音もなく標的ターゲツトの枕まくら元もとに立った。

　標的──東雪羽ユキハの枕元に。

「あのさ」

　──が。

「ようやく眠れたみたいなんだ。できれば起こさないでやってくれないか？」

　唐とう突とつに横合いから届けられた声に、「もうひとり」はびくりと身体からだを震ふるわせた。

「ウソッ……！」

　無理もない。この部屋の住人すべてが眠っていることは確かく認にんしたのだ。

　ならば、自分以外にもうひとり侵しん入にゆう者がいたとでもいうのだろうか──馬ば鹿か馬ば鹿かしい！

「それで、あんたはどちら様？」

　どこか余よ裕ゆうすら感じられる相手のそんな口くち振ぶりが、「もうひとり」をさらなる混乱へと叩たたき落とす。

　彼女は──その隠おん形ぎようが魔ま術じゆつによる働きである以上、女性に他ならない──『任務』の失敗を悟さとり、その場からの離り脱だつを図った。転がるように廊ろう下かへと出て、通路をひた走る。

　幸いにして顔はまだ見られていない。そんなわずかな安心感とともに、彼女が追つい跡せき者の有う無むを確認するためにちらりと背後を振ふり返ったとき。

「──どうして東雪羽かのじよを狙ねらう？」

　その声は、今度は背後から届いた。

　振り向いたにもかかわらず、背後から届いたのだ──つまり、自分はいつの間にか相手に追いつかれていたことになる。

　それどころか、追い抜ぬかれていたことにさえ──

　魔女の魔術か使い魔の身体能力か？　この状況では見み極きわめは難しい。しかし、もしもこれが魔術の働きではないとしたら、その使い魔は相当なレベルに達している。

　──やむをえない。

　このまま逃にげても振り切れる相手ではないと判断し、彼女は身を隠かくすことにした。

　しかし、追いつかれている状態でどうやって身を隠すのか──？

　次の瞬しゆん間かん、彼女はためらうことなく廊下の窓ガラスに体当たりをした。

　勢いよくぶつかった窓ガラスは派手な音とともに割れ、彼女といっしょに落下していく。ここは二階だ。追跡者もガラスの割れた窓まど枠わくから身を乗り出し、下を確認する──

　──だからこそ、彼女はその能力で屋根まで上っていた。

　あとは追跡者が下を捜している間に、屋根を渡わたって反対側からこっそりと逃げればいい。これが彼女のとっておきの逃とう走そう経路──……だったのだが。

「──もう一度聞くぞ。どうして東雪羽かのじよを狙う？」

　それさえも通用しない相手であったのなら、彼女はもう逃げることを放ほう棄きするしかない──女子寮りようの屋根の上にて、ふたりは対たい峙じする格好となっていた。

　今夜は月明かりさえない闇やみ夜よ。お互たがいの顔はいまだ隠されたまま。

「これまで彼女を狙っていたのもあんただな？　先日の人形ゴーレム暴走の一件も──それ以前から色々と小細工を仕し掛かけていたのも」

「なら、それらを見事に防いでいたのはあなたということかしらね？　オトコのくせにこんなところにいる変態さん？」

　彼女はすでに、追跡者は男だと当たりをつけていた。

　自分を捕つかまえるために魔術らしい魔術を使ってこないことから考えると、さきほどの動きは鍛きたえ上げられた身体能力の為せる業に他ならないからだ。

　相当な実力を持つ使い魔──部屋で吞のん気きに寝こけていた使い魔キミオなどとは比べるべくもない熟練度。

「……やれやれ。やっぱり力ずくで聞き出すしかないか」

　そして、その実力を示すかのような余裕。

「魔女さん。あんたの使い魔はどうした？」

「生憎あいにく、使い魔は従えない主義なの」

　そういう者も中にはいる。そういう主義である場合もあれば、自分の家に関係のある家いえ柄がらを見み渡わたしてもいまだ良い出会いに恵めぐまれず、使い魔のいない魔女も。

「いくら魔女とはいえ、弱点を補う存在もなしにこんな真似まねをするなんて……自分の腕うでに相当な自信があるってことだな」

　その通り──逃走劇では後おくれを取ってしまったが、いざ戦せん闘とうとなれば、彼女は自分がどれほど強いかを知っている。

「魔術展開クラリオン」

　──宙に軌き跡せきが描えがかれる。

　それは、星座との対話ダイアログ。開かれた空路コードが魔女に魔術きせきを──天の魔術クラリオを与あたえる。

　次の瞬間、大気が弾はじけた。

「ひゅっ……！」

　声にならない声は追跡者のものだ。悲鳴ですらない──それは喉のどの奥から絞しぼり出された音なき絶ぜつ叫きよう。

「──今度は私が質問するわ。あなた、いったい何者かしら？」

　追いつめられていたはずの彼女の声が高圧的に響ひびく。

　すでに形勢は逆転した。追跡者の身体を駆かけ抜けていったものの正体は──電でん撃げき。

　これだから、使い魔では魔女には決して敵かなわないというのだ。

「詠えい唱しよう中は隙すきだらけ」なんて弱点がわかっているのだから、ほとんどの魔女はそれに対策を施ほどこしている──特に、彼女のように使い魔を従えていない魔女なら尚なお更さら。

　彼女の呪じゆ文もんは、極限まで短くなるように工く夫ふうがなされているのだ。いくら隙があったところで、使い魔が飛びかかる間すらない。

「あなたが東雪羽を守る理由は？　彼女の使い魔は、キミオとかいう冴さえない男のはずよ。あなたは強すぎる。頭もキレる。私の仕掛けをすべて見破って、東雪羽を守り続けた──しかも、そのすべてを東雪羽に気づかれないように行った」

「…………」

「彼女は今も、自分が狙われていることにすら気づいていないはず。さあ、答えなさい。あなたはいったい何者なの？」

　追跡者は黙もくして語らない。ならば、と彼女は第二第三の電撃を放つ──愉ゆ悦えつに興じるかのように。けれど、そうそう楽しんでばかりはいられないだろう。

　時刻は深夜二時。消灯の時間がしっかりしている規則正しい学生寮だからこそみんな寝ね静しずまっているが、さきほどからの戦闘の音でそろそろ目を覚ましてきてもおかしくない。

「さあ！　質問に答えなさい！」

「……そうか、『翼つばさ』か。あんた、翼を持っているんだな？」

　────！　その言葉に、彼女は息を吞のんだ。

「そして、この攻こう撃げき……あんたは〈天馬座ペガサス〉の魔女、黒川真澄美だな？」

　先に正体を暴あばかれたのは──なんと、追いつめていたはずの真澄美だった。

　そう。彼女こそは東雪羽のクラスの副委員長、黒川真澄美である。

「な、なんで……」

「あんたさっき、窓から飛び下りるフリして屋根に上がったろう？　あの動きがなにかに似ていると思ったんだ。そう、あれはまるで、風を利用して上じよう昇しようする鳥のようだった──そんな真似は、翼がなければできない」

「翼を持つ星座は他にも──」

「それからペガサスってのは、『神の雷らい雲うん』を運ぶのがその役目……だったよな？　気づかれずに部屋に侵入できたのも、雲に隠れていたからだろう？」

　そして電撃。そこまで言われて、真澄美はさすがに観念した。

「なるほど。その観察眼もさることながら、瞬く間に上昇したはずの私を目で追えたというところに驚おどろくべきかしら……でも、ちょっと気づくのが遅おそかったわね」

　その通りだ。だからといって真澄美の優位は、いささかも揺ゆらぐことはない。

「あなた、私の電撃を何発くらった？　反撃する力が残っているのかしら？」

「確かに──あんたが『普ふ通つうの魔女としては最強の一角』なんて謳うたわれているのも、あながち間ま違ちがいじゃないんだろうな」

　けれど。真澄美がトドメとばかりに降らせた天からの雷を浴びても、それに吞みこまれたはずの当人からは、悲鳴の代わりにいささか吞気な賞賛が飛び出した。

「そんなっ──」

　稲いな妻ずまの主人たる黒川真澄美が驚くのも無理はない。

　追跡者はまるで無傷で。それどころか、悠ゆう然ぜんとすらいえる態度で自分に向かって歩んでくるではないか。

　なぜ。どうして。真澄美の頭の中を疑ぎ問もん符ふが駆け巡めぐる。

「くっ……くるなああああああっ！」

　追いこまれた真澄美が放った一撃は、さきほどまでの落雷の比ではなかった。

　──けれど、彼女は気づいてしまった。これまでも──そして今も。真澄美の魔術は、この謎なぞの使い魔になんのダメージも与えていなかったことを。

　すべてかわされていたことを。

「ウソ……ウソよ。わた、私は、〈天馬座ペガサス〉の魔女、黒川真澄美よ。たかが使い魔なんかに、こんなこと……」

　そもそも、その使い魔は。

〈天馬座ペガサス〉の魔術で姿を消し、音さえも殺した真澄美が忍び寄るのを、眠りながら気配だけで見破ったのだ。

　加えて、さきほどの剽ひよう悍かんな動き──これほど卓たく越えつした使い魔ならば、彼女の魔術すべてを動きだけでかわすことも可能なのではないか──

「悪いがこの状態の俺は、ただの魔女相手に後れを取ったりはしない」

　いつの間に。その使い魔の手には、長ちよう剣けんが握にぎられていたのだろう。

　そしていつの間に、自分は斬きられていたのだろう。

　──倒たおれ伏ふす真澄美が考えていたのは、そんなことだった。

（……え？）

　けれど、血が出ていない。それどころか、傷口すら見当たらない。

　ただ拘こう束そくされているわけでもないのに、倒れたまま身動きすら叶かなわない。

　あまりにも不可解な出来事ばかりだった。

　そうだ。不可解といえば──ずっと相手が誰なのかわからなかった。

　姿が見えなかったという意味ではない。消灯後の寮りよう内ないは当然──闇夜とあっては、相手の姿がロクに見えないのも致いたし方ない。

　そうではなく、「わからなかった」のだ。

　顔がぼやけていた。その輪りん郭かくすら朧おぼろと化していた。真澄美は目が悪いので、それを自分の視力のせいだと思っていたが──今になってみれば、あれは奇き妙みようだったとすらいえる。

　まるで波打つ水面みなもに映した姿のように、大きいようにも小さいようにも見えて、実像が捉とらえられなかった。

「さて、最初の質問だ。どうして東雪羽かのじよを狙うのか教えてもらおうか？」

　それに──そう、声。この声。

　聞き覚えはないかと記き憶おくを探さぐってみても、一いつ致ちするものがない。

　……いや、違う。そうじゃない。そういうことが言いたいんじゃない。

　たとえるのが困難だが、まるで「一致しているのに意図的にズラされている」とでもいうか……やはり、この使つかい魔まはあまりにも不可解なことだらけだった。

　倒れている屋根を見つめながら、そんなことを考えていたら──真澄美は屋根が燃えていることに気がついた。

　違った。燃えているのは屋根じゃない。自分、だ。

　炎ほのおが──蒼あお々あおと揺らめく炎が自分を包んでいた。不思議と熱くない。だが、それはまるで巨きよ人じんの手のように自分を握りこむと──

　──追つい跡せき者たる使い魔の前から、真澄美はそのまま姿を消した。一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　炎もたちまち夜の風の中に消え、独り取り残された使い魔は嘆たん息そくする。

「やれやれ」

　ユキハを狙ねらう手口は目に見えてエスカレートしていた。

　これはそろそろ仕掛けてくるのではないかと思い、それもあって寮生活を望んだのだが──どうやら大当たりだったようだ。

　取り逃にがしはしたものの、収しゆう穫かくはあった。黒川真澄美は単独犯ではない。逃走を手伝った仲間が──それも、その魔術から察するに、彼女よりも上位の存在がいる。

　つまり、この襲しゆう撃げきには背景がある。

「おっと」

　と──どうにも寮内が騒さわがしくなってきた。

　急ぎ戻もどることにした使い魔は、身軽な動作で人目につかない庭の隅すみに下り立つ。すると、窓ガラスが割れていることに気づいた女子生徒たちが集まっている光景が遠目に見えた。

　その中には、彼の主人である魔女の姿もあった。

「やれやれ。部屋に俺がいない理由を考えないといけないな」

　その使い魔は──

「また、す巻きにされちまうかな……？」

　──君月秋生キミオは頭を搔かきながら、そんなふうにひとりごちた。
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　第二章　止まった時間を生きる男







　　　　１




　俺の家──君きみ月つきの家は、代々〈使い魔〉の家系だった。

　使い魔は通常、魔女の家に古くから関かかわりのある家柄の男が選ばれる──うちもその例に漏もれず、大昔から関わりの深い魔女の家があった。

　ただ、ここ何代かはその家から魔女が出たことはない。それはつまり、俺の家からも使い魔が出ていなかったってことにもなるんだが──

　だからその家には、魔女になることが期待された女の子がいて。

　俺はその子と、幼いころからの馴な染じみだった。

　もしもその子が魔女になったら、俺がその使い魔を務める──幼いころからそう聞かされていて、俺もまあ「そういうものなんだろうな」となんとなく納なつ得とくしていた。

　……あの日、俺の家が魔術界から追放されるまでは。

　まだガキだった俺にはその理由がよくわからなかったけれど、なんでも魔術界での法律──〈魔法〉を犯す行こう為いがあったとかいう話で。

　父親たちは「誤解だ」と抗こう議ぎしていたが……どうにもならなかったらしい。

　こうなったら使い魔の家系もなにもない。

　だから、そこで俺とあの子の関係は断たたれてしまったはずだった。

　──なのに。

「自分が〈魔女〉にさえなれば、すべては元通りになる」と、あの子はそう言って。

『追放』という措そ置ちは、当時、魔女に仕えている使い魔が君月の家にいなかったために取られたもので──現役の使い魔が出れば、取りやめになるとのことだった。

　そしてあの子は見事、〈魔女〉になってみせた。

　それから幼いころからの約束通り、俺を〈使い魔〉にしてくれた。

　すると君月の家は本当に、再び魔術界に在ざい籍せきすることを許された。

　俺が本気で使い魔の修しゆ行ぎように打ちこむようになったのは、それからだ──あの子に少しでも恩返しがしたかった。




　俺たち一家を救ってくれたのは、あの子。




　けれど──俺はあの子を救えなかった。

　あの子は聖セントアルマゲスト学園への入学が決まっていた。

　俺もあの子の使い魔として入学するはずだった。

　なのに、その未来は永遠に失われた。

　いや、奪うばわれた。

　ひとりの魔女のせいで、あの子の時間は──永遠に止まってしまったんだ。




　　　　２




「う……」

　──寝ね起おきはいつも最悪だ。

　小鳥たちの楽しげな談だん笑しよう。窓から差しこむ柔やわらかな日差し。

　そんな早朝特有の爽さわやかな空気の中、俺はベッドの中でまどろんでいるかのような倦けん怠たい感を覚える。起きようとしたところでベッドに吸い寄せられるような感覚──

　眠ねむ気けとは別問題のところで、いつまで経っても起きられやしない。

「くそっ……」

　思わず悪態をつくも、こればかりはどうにもならない。

　今日もいつも通り身体からだが重たい。まるでなにかに引っ張られるかのように、身体全体が動こうとする向きに逆らおうとする。

　それでもなんとか起き上がろうと、ベッドに手をついて無理やり上体を起こす。と──

　ふにっ。

　ん？　なんだこれ。

　ふにふにふにっ。

　柔らかい。それでいて、手の平に吸いつくような感かん触しよく。

「……ねえ」

　寝起きのせいであまり力が入らないが、どうやらそれぐらいが丁度いい力加減のようだ。

　なぜだかコレは、あまり力を入れてはいけない気がする。

「……ねえってば」

「なんだよ今いいところなんだから」

「アンタなにしてんの」

「なにってお前、この素す晴ばらしい感触を味わって……」

　あれ？　よく見ると、なんだか見覚えのない部屋のような──

「…………」

　……死ぬ？

　俺、今日死ぬ？

　すべてを理解した俺の横では、今、凶きよう悪あくな死神が魔術カマを展開しもたげている。

「ちょちょちょっと待て！　ノーカン！　今のノーカン！」

「おお、乙女おとめの胸をもっ、揉もんっ……！　……でおいてっ、ノーカン……？」

　胸を押さえながら真っ赤になっている死神は、禁きん忌きを犯した俺という罪人を生かしてはおくまい。

　だが俺は言ってやった！

「いや大だい丈じよう夫ぶ！　ノーカンだって！　だって、ほとんど揉むところなんてなかったし！」

「……は？」

「あんなの男からしたら揉んだうちに入らないっていうか、むしろ胸ってほとんどなくても揉めるんだなって新たな発見に感動したっていうか──」

「…………」

「とにかくさっきのはカウントされない！　お前は清い身体のまま！　よかった貧ひん乳にゆうで！　あってよか……いや、なくてよかった残念な胸！　残念パイに敬礼！」

　おや？　おかしいな。必死に説得したというのに、さっきより死神がまとっている殺気が格段に強くなっている気がするっていうか第二形態に進化しそう。
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「あ、そうか。お前、俺にその胸のことを知られたから怒おこってるんだな。大丈夫だって。誰かに話そうにも、存在すらしないものは話すこともできな」

　結局それが──ぼくがこの世に遺のこした、最さい期ごの言葉となったのでした──




「っ……くそ。ひどい目に遭あった」

　洗面所で顔を洗い、目を覚ます──いてててて、傷口に染しみる。

　タオルで顔を拭ふきながら、俺はようやく人心地がついた。

「……ふう」

　鏡に映る自分の姿に思わずため息をつく。

　いくら寝ても寝たりないと主張しているかのような眼まな差ざしに、締しまりのない口元。

　全身から漂ただよっている、微み塵じんもやる気が感じられない気配。

「これじゃ脱だつ力りよく系とか言われても仕方ねえかぁ……うう、今日もダルい」

　──これが俺の力の〈代だい償しよう〉だ。

　ご覧の通り、全身から気力という気力が根こそぎ奪われている。

　それだけじゃない。手足はまるで鉛なまりのように重たく、腕わん力りよくは落ち、足の速度も極きよく端たんに遅おそくなっている。

　身体的な能力の大おお幅はばな低下。常にまとわりつく猛もう烈れつな倦怠感だるさ。

　これが普ふ段だんの俺。〈代償〉として力を抑おさえつけられている、いつもの俺だ。

「ほらヘンタイ。私も使うんだから、さっさと退きなさいよ」

　そこへいつの間に着き替がえたのか、制服姿のユキハがやってきた。

　きびきびとして、凜りんとしていて──華はながあって。その姿は、俺とは正反対だ。

「なによ？」

「……いや、別に」

　けれど、こうして『普段』を代償として捧ささげていなければ、俺はいざというときに本当の力を発揮できない。

　いつしか俺の身体はそういうことになっちまった。

　このことは誰だれも知らない。

　クラスメイトのりゆも、主人であるこの暴ぼう虐ぎやくな王でさえも。

　これは誰にも明かせない、俺だけの秘密なんだ──







　そうして寮りようを出て朝の登校。なんだか新しん鮮せんだ。

　これまで自宅通いだった俺が寮から登校するのも新鮮なら、『女子寮』から登校するのもじつに新鮮──というか、こんな気分を味わった者などふたりといないだろうが。

「ねえ」

　俺の前をスタスタと歩いていたユキハは、振ふり返ることもなく声をかけてきた。

　つまりまだ怒っているということなのだろうが、今朝方のアレはさすがにどう考えても俺が悪いので仕方がない。

「……そんなになかった？」

「え？」

　低下しているのはなにも身体的な能力値ばかりじゃない。

　思考までもが重い──本来なら理解できるようなことでも、時折、頭が霞かすみがかったようにぼんやりとして理解が追いつかないことがある。

　早い話、察しが悪くなっている。

　それでも普段の生活程度ならなんとかこなせるが──

「なんの話だ？」

「だから胸よ胸っ」

　……ん？　コイツの中ではまだその話が続いてたのか？

「だから悪かったって。もう何度も謝ったろ？」

「い、いいから答えなさいよっ！」

「……まあ、そうだな」

「なによその曖あい昧まいな言い方。ちゃんと答えなさいよ」

　なんであえて言わせようとするんだ？　コイツの胸が残念なのは、誰より本人が一番わかっているだろうに。

　と──寮を出てすぐ。そこには自分の主人を迎むかえにきたのであろう、使つかい魔またちがいた。

　一いつ般ぱん的に魔女の才能を持つ者が星に選ばれるのは十五～十八歳が多いとは言われているが、一年生の段階で魔女となっている者はそう多くない。よって、その使い魔もそうたいした人数ではなかったのだが──

　それでもそこには、不ふ穏おんな空気が漂っていた。

　使い魔同士は基本、仲が悪い。同じ学園に通う仲間とはいえ、彼らは学生である前にまず使い魔であり、魔女の従僕であるからだ。

　よって使い魔同士が集まると、もれなく始まるのは──

「よう、キザメガネ。まだ生きてたのか」

「おや、こんなところにキミがいると思ったらゴリラでしたか。あ、失礼。逆ですね。さっき動物園の係員さんが捜してましたよ。さっさと戻もどった方がいいのでは？」

「はん、言ってろ。で、お前のご主人様は、今日も長々とお化け粧しようか？」

「ふっ──女性の朝の身だしなみは、その日一日を左右する崇すう高こうな儀ぎ式しきなのですよ。野生動物には理解できないかもしれませんが、時間がかかるのも当然なのです」

「あー、そりゃ当然だよな。お前んとこのご主人様じゃあ、他人ひと様さまの前に出て許される顔にするだけでも、相当な時間がかかりそうだもんな」

「オイなんか言ったかウジムシゴリラ。ウホウホ喋しやべられてもわかんねーからテメェはさっさとテメェんとこのアバズレ魔女と一いつ緒しよに保健所に保護してもらえや」

「ああ？　お前のご主人様に言っとけや。ヘタな化粧にンな時間をかけるくらいだったら、もういっそ白しろ塗ぬりの顔の上に美少女の絵でも描えがいてみたらどうですかってな！」

「やんのかテメェ！」

「上等だコラァ！」

　──そう。使い魔同士が集まるともれなく始まるのは、醜みにくい罵ののしり合いである。

　自分のところが一番に決まっているのだから、その争いは不毛すぎる。

「……ん？」

　と──その中のひとりと目が合った。

「おい。あいつ今、女子寮から出てこなかったか？」

　……マズイぞ。騒さわぎになると面めん倒どうだ。なんとか誤ご魔ま化かさないと。

「ねえ、まだ話は終わってないんだけど」

　しかし、そこへユキハが詰つめ寄ってきた。だからなんでこの話を続けようとするんだ？

　と──さっきまでは後ろ姿でわからなかったが、彼女の顔は真っ赤だった。けれど、なんだか真しん剣けんな目つきをしている。

　……どうやら、コイツにとっては真ま面じ目めな話らしい。

　面倒だけど仕方がない。付き合うとするか。

「そうだな。じゃあ、ハッキリ言うとだな」

「ご、ごくり」

「お前の残念パイは、ちょっとした詐さ欺ぎといってもいいシロモノだった」

「さ、詐欺……？」

「なぜなら意外だった。触さわってみればあんなにハッキリわかるほどの残パイぶりなのに、お前が貧乳キャラだったなんてこれまでまったく気づかなかった。普段、割と近くにいるというのにだ」

「ざ……残パイ……」

「それはなぜか。そう──そうやって制服を着ているとわからないからだ」

　……なんつーか、あまりに均整の取れた体格スタイルのせいでそちらにばかり目が奪うばわれてしまい、残念な胸そつちに目がいかないというか。

「ごほん。その理由は省くが、真実が誤魔化されてしまっているというワケだ。

　つまりなにが言いたいかというと、『もしかして私の胸ってちょっぴり小さいのかな』なんて密ひそかに思ってはいたものの、これまで誰にも指し摘てきされずにいたせいで『気のせい気のせい』なんて自己暗示ぎみに現実から逃とう避ひしていたのに、いきなりワケのわからん男に胸を揉まれた挙句に『お前の胸ちっちぇなー』と心無い言葉を突つきつけられてちょっぴりどころじゃない現実に打ちのめされる可能性だってあるワケだ。

　これはあくまでたとえ話だが、こんな悲劇が起きないように」

「今すぐ死ねェ──────ッ‼」

「むぐぉっ！　ま、待て！　理り不ふ尽じんな！　お前が聞いたんじゃないか！」

「やっぱり小さかったんだ！　小さかったんだ私！　気のせいだって！　気のせいだって思ってたのにィィィィィィッッッ！」

「え」

「うわあーん私の秘密を暴あばかれたー！　キミオくんなんかに暴かれたー！」

「じゃあ今の全部当たってたのかよ！　俺、大正解⁉」

「乙女おとめの一番知られたくない大事なところを暴かれたー！　無理やり暴かれたー！　ひどいよー！　うわあーん！」

「ちょ、ちょっと待て。そんな事情を知らない他人が聞いたら誤解しそうな言い方」

　ひそひそひそひそひそひそ。

　いつの間にやら周囲に人ひと影かげ。使い魔だけじゃなく、その主人である魔女たちの登校も始まっていたらしい。そして速そつ攻こうで俺が女子寮に泊とまったという話が伝わったようだ。

　その結果。

「ちょ、ちょっと。おい、ユキハ」

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああん」

　ごろごろごろごろ。のた打ち回るユキハ。

　ひそひそひそひそ。噂うわさする周囲。

　間ま違ちがいなく、俺が悪いことになってる。

「…………」

　えーっと。

　いやこんなユキハは見たことなくてちょっと面おも白しろいけど！　そうも言ってられん。

「さあユキハ、教室に行こう。学生になにより大切なのは勉強だヨ」

「勉強なんかしたって私の心の傷は癒いえないわよぉぉぉぉぉぉぉっ」

　ごろごろごろ。

　ひそひそひそ。

「ひ、昼休みになったら昼食が食べられるぞ？　そしたら牛乳が飲めるじゃないか」

「え……牛乳？」

「そうだ。牛乳は胸のない少女のために天が与あたえた恵めぐみだ。いいのか？　飲まないで。お前の残パイが服の上からでもわかるほどの豊ほう饒じようの土地になるかもしれないというのに」

　かっ──と両目に光を宿すユキハ。

「なにやってんのキミオくん。グズグズしてると置いていくからねっ」

　彼女はすぐさま立ち上がり、俺の返事も待たずに去っていった。おい。







　しかしそんなこんなで、俺の女子寮住まいはすぐに全校生徒に知れ渡わたることになった。

「おい、アイツが噂の……」

「ふむ。神々の宮きゆう殿でんに住まうことが許されたという、キミオか」

「ああ、女子寮りような。で、どうする？」

「俺はまず彼と仲良くなろうと思う。俺たちはきっといい友人になれるはずなんだ」

「もし仲良くなれなかったら？」

「殺す。学園の風紀を乱す輩やからはこの俺が許さん」

　教室に向かうまでの間、俺はずっと注目の的だった。

　特に男子は急に親しげに近づいてきた。それをそっけなくあしらうと、次の瞬しゆん間かんには豹ひよう変へんして「この学園の平和は俺が守る！」とか言い出す。なんだそりゃ。

　やれやれだが……ま、今だけの辛しん抱ぼうだ。どうも一日限定って部分が抜ぬけて伝わっているようでこんな状態になっているが、どうせすぐにも──

「──君月」

　そら、おいでなすった。

　昇降口で俺を待ち構えていたのは、クラス担任の『武人』、戌いぬ丸まる先生だった。

「君月、聞いたぞ。貴様、女子寮に住みたいなどとのたまっているそうだな？」

「あーいや、それには誤解がありまして……」

　そりゃ怒おこられるわ。しかし、いったいどう説明したらいいものやら。

「──見直したぞ君月。結構結構。男子たる者、そうでなくてはな」

　けれど戌丸先生は、次の瞬間には快活に笑った。

「夢は大きな方がいい。それがたとえ、ハーレムを築くなどという浮うわついたものであったとしてもな」

「は？　ちょっと待ってください。なんの話です？」

「隠かくさなくてもいい。貴様、ハーレムを築きたいがために女子寮入りの許可を求めたのだろう？」

「はい？」

「焰ほむらの説得もあって、一日だけの暫ざん定てい的な許可は下りていたが……じつは貴様のことは、職員会議でもモメてな」

「まあ、そりゃそうでしょうね」

「しかし、いくらなんでも一日でハーレムは達成できまい──そこで私が貴様の行動に関しての全責任を持つということで、見事に女子寮永住権を勝ち取ったのだ！」

「なに勝手に勝ち取っちゃってんですかアンタッ？」

「先生は貴様の夢に震ふるえたよ。魔術界において、男の立場は決して高くない──その中で、あえてハーレムを築こうとするその気き概がい。これぞ男子おのこよ、とな……」

「遠い目してないでっ。先生、早まった真似まねしないでっ」

「私は貴様の夢を全力で応おう援えんする。貴様であれば、見事女子寮の生徒たちを籠ろう絡らくし、酒池肉林の一大帝てい国こくを築けることだろう」

　……あの、先生。声大きいっす。なんか周囲からすげーヒソヒソ言われてるんですけど。

「では君月、がんばれよ。私はなんだ──色いろ恋こい沙ざ汰たには疎うといからこれ以上の協力はできんが、期待しているぞ！」

　そうしてちょっと照れた様子で俺の背中をばんばん叩たたくと、先生は去っていった。

　……なあ。なんで俺の周りって、早とちりする女ばっかりなんだ？







「おっはよー、キミオちゃん」

「……よう、りゆ」

　教室にて。チリン、とベルを鳴らしながら、今日も朝から元気いっぱいのりゆが、ぐったりとした俺のところにやってきた。

「いやー、なんだか大変なコトになっちゃってるみたいだねぇ」

「もうお前の耳にも入ってるのか」

　こりゃ俺が思っている以上の騒ぎになってるのかもしれん。他人の噂うわさ話ばなしに無む頓とん着ちやくなりゆが、昨日の今日で耳にしているくらいだ。

「なんか？　女子寮へ強ごう引いんに押し入ったキミオちゃんが？　人ひと質じちを取って立て籠こもって？　庇かばってくれたユキハちゃんを？　朝には泣かしてた？　とか？」

「……うん。物事って言い方ひとつでずいぶんと印象が変わるんだなって思った」

　りゆは別の寮に住んでいるから、昨日の事件を知らない。

　俺は改めて、昨日の放課後からの一連の出来事を説明する。……もちろん、深夜に起こった出来事だけは話せなかったので、余計なことを言わないよう委員長たちが部屋を出て行ったあたりで適当に言葉を濁にごしておいたが。

「ほえー、そんなことになってたんだねぇ」

「ああ、まいったよ。昨日は一日だけの話だって思ってたのに、今日になって正式な許可が下りてるってわかってさ」

「それじゃ、これからはホントに女子寮住まいなんだね」

「……あんまり言わないでくれ。意識するとなんかヘンな汗あせが出るんだ」

「あはは。んー、それにしても、キミオちゃんとユキハちゃんが同じ部屋かー。これで、ふたりが仲良くなってくれると嬉うれしいんだけどねぇ」

「…………」

「ん？　どったの？」

「あ、いや」

　りゆの吞のん気きな台詞せりふを聞いていたら、ああ、こいつだけはこんな状じよう況きようでも味方でいてくれるんだな……なんて、不覚にも感激してしまった。

「そうだな。これで〈継けい承しよう〉が成功してくれるってんなら、儲もうけもんなんだが……」

「今日から特訓も始まるんだよね」

「あー、特訓ねえ……」

「ユキハちゃんもちょーっと素す直なおじゃないからねぇ。ほんとはキミオちゃんのこと信しん頼らいしてるのにね」

　りゆよ。気を遣つかってくれるのはありがたいが、もう〈継承〉を通してはっきりと結果が出ちまってるから。

　だからこそ、そのユキハの信頼を得るための特訓が待ち受けているんだろうが……いったいなにをさせられるんだろうか。ぶっちゃけ嫌いやな予感しかしない。

「しかしユキハ、なんであんなに焦あせってるんだろうな？」

「焦ってる？」

「ああ。特訓なんて言い出すってことは、焦ってるってことだろ？」

「あれ？　もしかしてキミオちゃん知らないの？　〈継承〉には期限があるってコト」

「期限？」

「うん。十二魔ま女じよはね、一度〈継承〉を──〈星結ゆいの儀ぎ式しき〉を始めたら、そこから一ヶ月以内でそれを成功させないといけないんだよ」

　……なんだそれ。初耳だ。

「一ヶ月？　確かユキハは、入学したその日には〈継承〉を試ためしてみたって……」

　なんでもそのテの儀式は、決められた場所で行わないといけないらしくて。

「星にもっとも近くなる場所」だとか……けれど霊れい的てきにも高まるそんな場所はそこらにあるわけもなく、最初からそうした地点ポイントを押さえているこの学園のようなところにしかない。

　だからユキハは、入学したその日には早さつ速そく〈継承〉を試してみたそうだ。

「つまり、ユキハが早まったってことか？」

　いくら才能があるとかもてはやされてたって、ユキハだってまだ魔女になりたてだ。

　簡単な挨あい拶さつのようなものとは聞いているが、さすがに時期尚しよう早そうだったと……。

「ううん。使い魔ができてから失敗例も出るようになったっていっても、何回かうまくいかないこともあるとかその程度でね。期間内に成功しなかった例はないんだよ。もともと失敗するようなものじゃないんだから」

　だからこそユキハも、入学してすぐに試してみたのだろう。

　しかし、その簡単な儀式が上手うまくいっていない──使い魔おれのせいで。たった一ヶ月しか猶ゆう予よがないってのに。

「い……一ヶ月以内に成功しないとどうなるんだ？」

「うーん。あんまり詳くわしいことは知らないけど、〈サイン〉って十二魔女の証明みたいなものでしょ？　普ふ通つうの魔女との違ちがいを一番わかりやすくしているものだし、十二星座それぞれにひとつずつきりしかないわけだし……」

「ま、まさか……」

「十二魔女に選ばれながらその証サインを受け継つげないってなると、最悪……」

　魔女の資格を失っちまう……のか？

　りゆは言葉を濁したが、言わんとしていることはわかった。

「……マジ？」

「サインは受け継がれてはじめて、新たな主人を認めるって話だし……多分……」

　そりゃ、焦りますよ、ねェ……。

「それじゃ、ユキハに残された期間っていうのは──」

「──二週間よ」

　そこへ、当の本人がやってきた。

「残り二週間。私はその間に〈継承〉を成功させないといけないの」

　そして、ずい、と俺を責めるかのように身を乗り出す。

「途と中ちゆうから聞こえてたけど、キミオくんが期限のことも知らないってのはよくわかったわ。どうりで使い魔として身が入ってないワケね」

「は、ははは……」

「──今日からの特訓で、その根性を叩きなおしてあげるから。覚かく悟ごしてよね」

　ピシャリとそう言い放ち、ふん、とユキハは自分の席へと腰こしを下ろした。マジかよ……。

「いやー、ユキハちゃん昨日寝ねつくの遅おそかったみたいだし、今日はちょっと機き嫌げんが……」

　りゆ……今はフォローにも無理がある……。







　──そして放課後。

「それじゃキミオくん。さっそく特訓に行くわよ」

　そう言ってユキハに連れていかれたのは、体育館だった。

　体育館といっても、日ひ頃ごろ授業などで使っているものとはやや趣おもむきが異なる。

　整然とした板張りの床ゆかは畳たたみを敷しき詰つめたかのような朴ぼく訥とつとした面つら構がまえで、球技を行うことを想定していない天てん井じようはやや低い。そこは第二体育館──

「ここが通つう称しよう『武道場』か。はじめて入ったな」

「へえ。アンタでもここのことは知ってたんだ」

「ああ。魔女の同どう伴はんがないと入れないって噂うわさの場所だろ？」

「じゃあ、その理由は知ってる？」

　その問いに「いや」と答えると、ユキハは角の一室を指差した。

　入ってみると、その真っ暗な部屋はどうやら体育倉庫らしかった。

　しかし第一とは異なる趣の第二体育館。跳とび箱やボールがしまわれているというわけでもない。となると、竹刀しないや防具なんかが置かれているのだろうかと思っていると──

「これっ……て」

　そんな俺の目に飛びこんできたものは。

「そう、ゴーレムよ」

　ゴーレム──体育倉庫に整然と並んでいたのは、魔術で動く人形だった。

　先日、登校中に暴走事故──とされている──を起こしてユキハに破は壊かいされた、アレだ。

　ところでゴーレムというとどうしてもああいった無骨な岩人形や泥どろ人形を想像してしまうが、それは単なるイメージでしかない。実際はその手の型タイプは少ない。

　なぜならゴーレムというのは、複雑な命令をこなすようになればなるほど人ひと形がたに近づいていくからだ。

「なるほど。だから魔女の同伴がないとダメだってのか」

　ここに置かれているものは、そんな中から生徒の訓練のために用意されたゴーレム──通称《鬼おに教官》と呼ばれる系列シリーズ。

　ゴーレムは命令に忠実で、疲つかれず、壊こわれにくく、訓練相手には最適だ。

　ただ力任せに殴なぐるだけでなく「戦せん闘とう」までこなすとなると、それはもはや人間と見まごうばかりの精せい巧こうな人形となる。

　あとは魔女が魔力を流しこむだけで動き出すように設定されている。そのため、魔女の同伴が必要なのだ。

「って……まさか、特訓ってのはコイツで？」

「そうよ。キミオくんには、まずその弱さをなんとかしてもらわないとね」

　なるほど。「ユキハから信頼される使い魔に」なんていうからなにをするのかと思えば、まずは「使い魔としての強さ」を信頼させろ……ってことか。

　まあ、わかりやすくていいか。

「仕方ねえな……んじゃ、ま……木、木と……」

「ん？　アンタ、なに探してるのよ？」

　目当ての人形を探していると、ユキハが怪け訝げんそうな表情で俺を見た。

「なにって、こいつで戦闘の訓練をするんだろ？」

「そうだけど、そっちにはないわよ。もっと奥の方」

　ゴーレムにはその強さにいくつかの段階がある。

　訓練用にもっとも多く使われているのは『木ウツド』を材料にしたものであり、手て頃ごろな強さをしている。その上が『石ストーン』といった具合で、材質が上がっていくほどに強くなっていく仕組みだ。

「木ゴーレムはこの辺だぞ？　ほら、ここに書いてある」

「アンタなに言ってんのよ。木なんか使うはずないでしょ。もっと奥にしまってあるのよ。誰だれも使わないんだから」

「お、おい。まさか、石ゴーレム相手に訓練させる気か？」

　そいつは無む謀ぼうすぎる。ユキハが壊した単純作業用のものなら石は力強く頑がん丈じようでいいが、訓練用となると話は別だ。

　複雑な命令を処理し、戦闘までこなすほど優ゆう秀しゆうなのに力や頑丈さまで同等となると──ヘタをすると殺されかねない。

「あのね。アンタ自分の実力わかってんの？　アンタが使うのはこれよ！」

　しかし、呆あきれるユキハが指差したのは、

「……『紙』……？」

　木よりさらに下──最下級素材といわれる『紙ペーパー』で作られたゴーレムだった。しかも、その中でも失敗作としか思えないデキのヤツ。

　……えっと。なんていうか……ダンボール？

　厚紙を人の形に切り抜ぬいただけの？　小学生の夏休みの工作？

「いやいやいや。いくらなんでもコレはない。紙ゴーレムっていや、風が吹ふいただけで飛んでいくって言われてるようなシロモノだぞ？」

「なら、戦ってみなさいよ」




　ＦＩＧＨＴフアイッ！




「ぐお……おおおおお……！」

　紙ＷＩＮウイン！

「ほらごらんなさい」

「う、噓うそだろ……？　いくらなんでも紙相手に……」

「じゃあ、もっかいやってみる？」

「やらいでか！」

　紙ＷＩＮウイン！

「予想通りすぎてつまんないわ」

「ウソだろおおおおおおおおおおお？」

「まずは紙相手に勝てるようになること。それが最初の目標よ。はい、お返事は？」

「……は、い……」

「繰くり返すけど、残り二週間しかないんだからね？　しっかりやってよ！」

　……こうして、俺の特訓は始まった。




　　　　３




「──それから三日。

　授業が終わると早々に特訓場へと向かうキミオ。

　なぜなら、そこには宿命の好敵手ライバルが待っていたからだ。

　しかし、強大な力を持つ好敵手ライバルにいまだ為す術すべのないキミオ。

　果たして、彼の運命やいかに──？」

「……おい。おいユキハ。なにワケのわかんねーナレーション入れてるんだ」

「だって」

　そうして今日も武道場にて。

　ここ連日の使用にもかかわらず、紙ゴーレムは新品同然の姿で立っている。

　え？　その前にボロ雑ぞう巾きんが落ちてる？　それ俺だよ失礼だな。

「まさか、三日もかけて紙程度を倒たおせないとは思わなかったわよ。それなりに宿敵っぽく仕立てないと、私だってこの状じよう況きように納なつ得とくができないのよ」

「そりゃお前が紙ゴーレムをナメてたんだろう。……アイツはな、ユキハが思うよりずっと強いんだぜ……」

「なにちょっと誇ほこらしげに語ってんのよ。ナメてたのはアンタの弱さよ」

　まあ冗じよう談だんはさておき──確かに、こりゃ弱い。

　俺は弱い。恐おそろしく、それはもう恐ろしく弱い。

　通常時における身体能力の低下は自覚してたけど、想像以上の弱さだった。

　これまで「この状態」でまともに戦闘なんかしたことなかったから、あんまり気にしてなかったけど……。

　……本当の力を発揮すれば。

　確かに、「力を見せろ」というユキハの望みを達成するのは簡単だろう。

　しかし、それだけはできない。このことは誰にも明かすわけにはいかないんだ。

　俺の目的を果たすまでは──




　そのためにこそ、俺の身体には──あの子が残した意志が宿っている。




　それに、いざというときに対して備えておかなければならないだろう。副委員長こと、〈天馬座ペガサス〉の魔ま女じよ、黒くろ川かわ真ま澄す美みは先日から欠席が続いている。

　彼女のことは誰にも言っていない。言えば、自分のことも説明しないといけなくなるからだ。

　あれ以降、ユキハを狙ねらう動きはなくなっている。それでも目立った動きがなくなったというだけで、相変わらず彼女を監かん視しするかのような気配は感じるのだ。

　ユキハには使えない使い魔キミオではない「正体不明の」使い魔がいることがわかり、警けい戒かいしている──といったところか。

　やはり、その目的は〈継けい承しよう〉の妨ぼう害がいと見ていいだろう。それ以外にユキハが狙われる理由は思い当たらない。

「そうだ、キミオくん。前々から聞こうと思ってたことなんだけど……それ、いったいなんなの？」

　と、そこでユキハが指差したのは、俺がいつも腰に下げている短たん剣けんだった。

「なんなのって、俺の装備だが？」

　俺の使い魔としての装備──相手はゴーレムだし、実戦を想定した訓練ということで、先日からずっとこいつを使っている。

「鞘さやにも柄つかにもご大層な装そう飾しよくが入ってるけど、実戦的じゃないわよね。そんなんじゃ逆にゴテゴテしてて邪じや魔まになるだけじゃない」

　ユキハの指し摘てき通り、この短剣には過か剰じようなほどの装飾がなされている。

　見み栄ばえはいいが、それだけにこういったものは、儀ぎ礼れいなどで用いられたり、実戦のない時代に見栄を張るためだけに腰こしに差されたりした。

　見せることが目的のため実用性が無視されており、満足に振ふるのも難しい類たぐいのものだ。

「しかも許せないのが、その刃は！　研とがれてもいないじゃない！」

「あーいや、これは……」

「それじゃただの鉄てつ塊かいよ？　なにそれ鈍どん器きなの？　短剣なのにただ重いだけの武器って、アンタほんとに戦う気あるの？」

　要は「なにそのゴミ装備」ってことだ。それに関しては返す言葉もない。

　ないけど──

「……コイツだけは勘かん弁べんしてくれないか。なんとか『紙』程度には勝てるよう、俺なりにがんばるからさ」

「はぁ？」

「その……悪い」

　俺は素す直なおに頭を下げた。これに関しては迷めい惑わくにしかなっていないと、自分でもわかっていたからだ。

「なによ……べ、別に、ちゃんとやってくれるならいいけど！」

　俺が素直に謝ったことが意外だったのか、ユキハもそれ以上は追つい及きゆうしなかった。

　もっとも、成果を出せなければまた突つっこまれるだけだろうが──

　と、決意を新たにしたその矢先。

「──キミオの宿命の好敵手ライバル、紙ゴーレム界の王子『プリンス・シャッキーン』は決して負けるわけにはいかなかった。なぜなら、彼の双そう肩けんには紙ゴーレム界の命運がかかっていたからなのだ──」

「……うわ、ついに名前と設定が。しかも王子なんだか貧びん乏ぼうなんだかわかんねえ名前だな。つか、もうナレーションはいいっつーの」

　結局、またまた紙相手に負けては天てん井じようを仰あおいでいる。俺、弱え。

　すみませんが、とりあえず俺を起こしてくれませんかね。

「はー、今日はもういいわ。こんな時間になっちゃったし、また明日あしたね」

　がっくりと肩かたを落としながらも、片付けをすませるとユキハは出て行った。

　……あの、とりあえず俺を起こしてくれませんかね？







「まさか本気で置いていくとは……」

　おまけに鍵かぎまで閉めやがって。ようやく戻もどった寮りようの廊ろう下かを、俺はとぼとぼと歩いていた。

　そんな傷心の俺を癒いやしてくれるのが、夕食の時間。

　女子寮の一階にある大食堂は、いわゆるバイキング形式になっていた。広い部屋の中に大きな皿がいくつも並び、日ひ替がわりに様々な料理が載のせられる。

「……いただきまーす」

　テンション低めに見えるかもしれないが、それは俺のまとう気だるさのせい。実際のボルテージは最高潮に達している。

　ゆえに食う。うまっ！　相変わらず、ここの料理は最高だ！

「……キミオくんって、いっつも不味まずそうにご飯を食べるわよね。機械的というか、『食事は生きるために栄養を摂せつ取しゆする行こう為いでしかない』みたいな感じで」

　しかし、なぜだかそう言われてしまう──気づけば、いつの間にかユキハが向かいの席に座っていた。

「もうふいおわっはのは？」

「もう食べ終わったのかって？　そりゃ、アンタよりずっと先に来てたしね」

「ほんなめでみはへてもやはんぞ」

「そんな目で見られてもやらんぞ？　はぁ？　バイキングなんだから、食べたかったら自分で取ってくるわよ」

「ほりゃほうか」

「あーもう。食べカスが飛ぶ。食べるか喋しやべるかどっちかにしてよ」

「…………」

「なっ、なに迷いなく食べる方を選んでるのよっ！」

　飯食ってんのにうるさいな。しかしユキハは呆あきれながらも、そこから動こうとはしなかった。

　見れば食器も持っていないようだし、確かに食事は終えた様子だ──つまり一度食器を片付けてから、わざわざ俺のところにやってきたことになる。

　なんだ？　わざわざ俺に謝りにでも来たのか？

「…………」

　けれどユキハはなにを言うわけでもなく、ただそこに座っているだけだった。俺とは目を合わさずに、腕うでを組んでぶすっとあさっての方向を見つめている。

　……またか。じつはここ最近、食事のたびにユキハはこうなのだ。

　よくわからんので、俺も気にせず飯を食うんだが──

「…………」

　ガツガツ。

「…………」

　ムシャムシャ。

「…………」

「……なあ」

「なっ、なに？」

　ユキハはさっきからチラチラ俺の方を見ている。

　あさっての方向を見ているかと思ったら、なにやら俺の方を見ていて──俺がそれに気づいて目を向けると、さっと目を逸そらす。これがずっと繰くり返される。

　しかしそれを指摘すると、

「はぁ？　チラチラ見てんのはアンタでしょうが。自意識過か剰じようよ」

「ほうか？」

「そうよっ」

　ということだ。

「にゃら、いいんだけりょ」

「ふんっ」

　そうして再び──

　もくもく。ちらっ。

　もくもく。ちらっ。

　もくも……いったいなんのゲームなんだよこれっ⁉

「……キミオさんがなにを言っているのか、よくわかるものですね」

　と、その声に振り向くと、そこには自分の分の食事を持った委員長が立っていた。

「さすがです。ご自分の使つかい魔まのことを、よく理解されているのですね」

　感心したように席に着いた委員長に、ユキハは丁てい寧ねいな口調で返した。

「そんなことはありませんよ、焰さん。この程度、主人として当然の嗜たしなみです」

「当然、ですか？」

「ええ。魔女と使い魔は、切っても切れない関係と言うでしょう？　つまりお互たがいに影えい響きようし合う存在なのですから、自分の影かげのようなものですよ」

「それはすごい」

　いや、俺もすごいと思うよ。なにを見栄張ってるのか知らないが、お前どの口でそんなこと言ってんの？　って意味で。

「わたしも見習わないと」

　けれど委員長は感心するようにそう頷うなずき──ながら、手首のあたりを見ていた。

　そこには、きらりと光るブレスレットが。

　いつも学校ではしていない。真ま面じ目めな委員長のことだ。寮だからだろうか？

（あれ……？）

　いや、それよりまるで花輪のようなそれは、細く小さい鎖くさりを編み上げたもので──その先せん端たんには、見覚えのあるベルがついていた。

　チリン、と。それはまるで……。

「見習う、ですか？　焰さんが私なんかを？」

「いけませんか？」

「ご冗じよう談だんでしょう。〈旧家〉のご令れい嬢じようが私なんかを……だいたい、焰さんの使い魔なんて見たことありませんよ」

「それは……」

　確かに、委員長の使い魔ってのは見たことがない。俺のクラスには男は俺だけだから、委員長もなにがしかの理由があって使い魔を置いていないのだろうか？

　いや、でもその口くち振ぶりからすると……。

「なのに見習う、ですか。焰さん」

「……すみません。お気に障さわってしまったみたいで」

　委員長がそう言ったのは、口調こそ丁寧なままだが、ユキハの語気があからさまに険しくなっていったからだ。

「むしろこちらが見習うべきでしょうね。さすがは旧家のご令嬢、お口が達者でいらっしゃる、と」

「その……わたしは昔からどうも口下手でして、そんなことを言われたのははじめてです。びっくりどっきりです。どう反応していいのかわかりません」

「…………」

「東あずまさん？」

　えっと……これは……。

　ふたりは仲が悪いんだろうか？　そういや、このふたりが話してるところは今まであまり見たことがなかった。先日の寮での一件だって、委員長の一方的な勘かん違ちがいにユキハが驚おどろいていただけって感じだったし、会話というほどのものじゃなかった。

「──失礼します」

　と。ユキハは突とつ然ぜん立ち上がり、その場を去ってしまった。

「わ……悪い、委員長。また今度な」

「はい。ごきげんよう」

　俺もほとんど食べ終えていたこともあって、それに続く。というのも、去っていったユキハの様子が気になったからだ。

　なぜならそれは、ふたりの仲が悪いというよりも──




　カツカツと、長い手足を振ふり子のように振っては廊下に足早な音を立てていくユキハ。

「おい、ユキハ。待てってば」

「…………」

「どうしたんだよ。委員長、ああ見えていい奴やつだぞ？　お前ら仲が悪いのか？」

　いや、わかってるんだ。仲が悪いというよりも、あれは──

「──うるさい。アンタにはわからないわよ」

　どうやらユキハに足を止める気はないらしく、俺たちは廊下で早足のまま会話をするという不自然な状態に陥おちいっていた。

　しかし──

「委員長が〈旧家〉の人間だからか？」

　ピタリ。その言葉に、ユキハが足を止めた。俺は嘆たん息そくする。

　──そう。あれは仲が悪いというよりも、ユキハが委員長を一方的に嫌きらっているだけに見えたのだ。

「そりゃわからんでもないけどな。委員長は別だろう？」

　委員長に対するみんなの態度を見ていると、ユキハの気持ちもなんとなくはわかる。

　いや、委員長に対するというよりも、旧家に対する態度という方が正しいだろうか。

　──誰だれもが〈旧家〉を畏おそれている。

　それは恐きよう怖ふでもあるだろう。旧家はこの魔術界の貴族であり、法を司つかさどる存在──それは一いつ般ぱん人からすれば絶対的な脅きよう威いなのだから。

　そしてそれは尊敬でもあるだろう。貴族は貴とうとく、法は尊たつとぶべき存在だ。

　だから恐おそれではなく、畏れ。

　そして畏れに対して、人が取る行動は様々だ。憧あこがれたり、媚こびを売ったり──あるいは、反発したり。

　ユキハの場合は後者であると、つまりはそういうことなのだろう。

　だから理解はできる。納なつ得とくはできなくても。

「──違う」

　けれどユキハは、それを否定した。ただ一言のもとに。

「怖こわいとか敬うとか、ましてや好きとか嫌いとかじゃないのよ」

「じゃあなんだよ？」

「──『敵』よ」

　その一言に込められていたのは、鋭するどく研とぎ澄すまされた強い意志。

「私にとって、〈旧家〉の人間は全員敵よ！」

「て、敵ってお前……」

「そのためにも、私は〈継けい承しよう〉を成功させないといけない」

　キッと、ユキハは俺を睨にらみつける。

「……絶対に、成功させるんだから」

　肩かたを怒いからせながら、ユキハは部屋へと戻もどっていく。その様子は尋じん常じようではなかった。

　……いったいなんだってんだ？




　　　　４




　明くる日──やはりその日も、倦けん怠たい感に引っ張られて俺の目覚めは最悪だった。

「ぐっ……くそ……」

　しかも連日の特訓のせいで身体からだの節々が痛い。完全に筋肉痛だ。

　満足に身体を動かせない状態で無茶をすると、こういうことになるのか……などと新たな発見をしながら、いつの間にか俺の寝ね場ば所しよとして定着した部屋の隅すみ（風が強い日には、窓から隙すき間ま風がやってくる）でもぞもぞしていると、

「……さま」

　なにやら呟つぶやきが聞こえた。室内の様子をうかがうと、ユキハがすでに目を覚ましていた。

　パジャマ姿のままベッドに腰こしかけ、じっと──熱心に写真を見つめている。部屋の隅で蠢うごめく生物（俺）にも気づいていない様子だった。

「それが、例のお姉さんか？」

　俺がそう声をかけると、ユキハはびくりと震ふるえた。

「なっ、なによ。勝手に見てんじゃないわよ」

「いや、ちらっと見えちまったもんで」

　写真にはふたりの人物が写っていた。

　ひとりはユキハ。中学の入学式だろうか？　その顔立ちは今よりも幼く、黒いセーラー服を着ていた。

　その横に、もうひとりの人物。ほんとにちらっと見えただけなので顔はわからず、そんな日に並んで写真を撮とるってことは家族だろう、と当たりをつけただけなんだが──

　というのもユキハの姉、かの〈卿ヘル〉の称しよう号ごうを持つ魔女には写真がない。

　あれだけ有名な存在だというのに、まったく顔を知られていないのだ。それは写真嫌いで有名なばかりか、公おおやけの場にも姿を現さなかったせいだと言われている。

　だもんで、ちょっと好こう奇き心が働いてしまったのは否めない。

「……なによ？」

「いや、別に」

　もっとよく見ようとさりげに移動したら、ユキハは写真を隠かくしてしまった。ちえっ。

　しかし大切そうに写真を持っている。

　最初に出会ったときも、俺を使い魔に選んだ理由が「姉がそう言っていたから」だったくらいだし、じつはユキハはああ見えて、よっぽどのお姉ちゃん子なんだろう。

　まあ、魔術界の歴史に残るほどの存在なんだ──無理もないだろうが。







「もう……ったら……」

　……ん？

　その夜、俺は奇き妙みような物音で目を覚ました。今日も特訓でくたくただったが、瞬しゆん間かん、また副委員長のような襲しゆう撃げき者が──と周囲を警けい戒かい。しかし、どうやらそういう感じではない。

　時刻は……夜の三時か。いったいなんの音だ？

「もう……姉様ったら……」

　……姉様？

　俺の耳に届いたのは、もにょもにょしたユキハの声だった。月明かりに照らし出されたベッドのユキハは、ぐっすりと寝入っている様子。

　なんだ？　姉の夢でも見てるのか？

「うふふ。姉様ったらおっかしいの……」

　……ずいぶんと幸せそうな声を出しやがって。

　アホらし。寝よ寝よ。と、毛布に包くるまり寝なおす。

「えっ……姉様、マッサージしてくれるの？　私が勉強をがんばってるから？」

　しかし、ユキハのお姉ちゃんラブっぷりは俺の想像を遥はるかに超こえていたらしく、その間も寝言という形で幸せのおすそ分けをしてくる。

「い、いいよそんな……姉様の方が疲つかれて……あっ……ん……きもちいい……」

　おすそ分けというか押しつけというか、いらないのに渡わたされるお土産みやげみたいな。

　でも、どうやらかの魔女は、ユキハにとって優やさしい姉だったみたいだ。夢の中のストーリーに想像がつく。きっと、実際にあった出来事なんだろう。

「んぁっ……ふ、ぅん……んっ、あっ……ふぅっ……ん……」

　……いや、おい。ヘンな声を出すな。

「んっ、そこっ……！　はぁっ……あ、んっ……！」

　…………。

　えーと、あれだ。こういうときは確か、素数を数えると落ち着くとか……いや、めんどくせえな。九九でいいや。

「くぁっ……あ、ふっ……ん、んんっ……」

　あれ？　やべえ。七の段を間違えた。くそっ、七の段はいつも鬼き門もんだ。逆に心が乱れた。

「……ふぅ……きもちよかった……」

　お……治まった、か？

　やれやれ……しかし、ずいぶんと仲のいい姉し妹まいだったんだな。ユキハも姉の前じゃずいぶんと素す直なおだったみたいだし、強く優しい姉と、それを慕したう妹──ってか。

　……そう思った次の瞬間。

「いたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた」

　え？

「いたっ！　姉様っ痛っ！　ちょっとそこっいたたたたたたたたた。姉様やめいたたたたたたたた。なんでそんな嬉うれしそうに笑っていたたたたたたたたたた」

　なっ、なにごと？

「やめっ、ちょっ、え？　『また引っかかったな』ってどういう意……『ストレス発散』ってなに？　いたいいたいいたたたたた、ゆるし、いたたたたた姉様、口が三日月みたいになっていたたたたたごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

「お、おい……ユキハ？」

「ぐはぁっ！」

　──と。

　まるで断だん末まつ魔まのような声を上げると、ユキハはそれきりぐったりとして動かなくなった。

「……ユキ……ハ？」

　どうしていいものやらわからず、俺は恐る恐るユキハへと近づいていく。

「え、えへへ……すごく疲れが取れたよ。あ、ありがとう、姉さ……ま……がくっ」

　……今度はへらへらと笑いながら、ユキハはうーんうーんとうなされている。

　え？　なにこれ？







　しかし、それはその日だけのことではなかったのだ。

　まるで同じ部屋で寝ている俺の存在が置物程度にしか思えなくなっていくのに合わせるかのように、ユキハの「悪夢」とも言うべき奇き行こうは確実にその回数を増やしていった。

　それはいつも嬉しそうなユキハで始まり、最後は半泣きのユキハで終わる。

　仲のいい……姉妹……？

　その関係に首を傾かしげるようになったある日。もうどうしても気になって気になって仕方がなくなった俺は、朝の登校中、ユキハにこう尋たずねたのだ。

「……なあ、ユキハの姉さんってどんな人なんだ？」

「なによ突とつ然ぜん」

「いや、ちょっと気になってさ」

　唐とう突とつな質問に最初は怪け訝げんな様子だったユキハだが、俺を使い魔に指名したのは面識のないユキハの姉であること、だからどんな人物なのか知りたいという旨むねのことを話したら、しぶしぶながら話し出した。

「──立派な人よ。だって私を育ててくれたのは、姉様だからね」

「え？」

「私、両親がいないのよ。だから姉様が私の親代わりってわけ」

「そう……なのか」

　どうやら、俺が思っていたものとは違っていたらしい──迂う闊かつなことを聞いちまったか、と俺が後こう悔かいしたとき、

「そうね。どんな人かって聞かれると、説明するのは難しいけど……そうだ。昔、こんなことがあったわ」

　と、ユキハが昔話を始めた。

「姉様ね、ある日、私にプレゼントをくれたのよ。なんだったと思う？　それがすっごく可愛い洋服でね」

　ほう、それはそれは。

　楽しそうに話すユキハを見て、やっぱり俺の気のせいだったか、と思った……が。

「でも、姉様ったらそそっかしくて。私にはブカブカの服を買ってきちゃったのね。なんか、胸のところだけやけにブカブカな服だったんだけど……」

「……それって……」

「私がその服を着てるのを見て、姉様笑ってて。自分で自分の間違いに気づいて、おかしかったのね。もう大だい爆ばく笑しようで。だから私、姉様が気にしなくていいように、しばらくその服を着てたのよ。お気に入りってアピールしたの。そしたら姉様、なにがツボに入ったのか、ずっと笑ってたわ」

「…………」

「あ、それからね。姉様って機械音おん痴ちみたいで。ケータイ貸してくれっていうから貸したのよ。そしたら、うっかりミスで私の友達の番号全部消しちゃってね」

「え、おい」

「私も大おお袈げ裟さね。半泣きになっちゃって。そしたら姉様、『ごめんごめーん』ってすぐにケータイを投げて返してくれて」

「軽いなおい」

「よく見たら姉様、すぐに番号を登録しなおしてくれてたのよ。さすがの記き憶おく力ね。でもやっぱりうっかりしてたみたいで、みんな、近所のラーメン屋さんの番号になってたり、よくかけてた番号なんか警察に繫つながるようになってて」

「なあ、それ機械音痴どころか」

「──そんなふうに、いつも私を可愛かわいがってくれたわ。いい姉様でしょ？」

「……なんつーかな、俺とお前の『可愛がってる』の温度差がすごい」

　ユキハは嬉しそうに微笑ほほえみながら、思い出に浸ひたっている。マジか。これマジなのか？

「なあ。お前の姉さんって、よく『歪ゆがんでる』とか言われたりしなかったか？」

　俺がそう言ったら、ユキハは真ま面じ目めな顔をして考えこんだ。

「……どうしてかしら。なんかみんな、姉様のことをそう言うのよね……『天才は狂くるってるものだ』とか失礼なことばっかり……あんなに優しい人なのに……」

「…………」

「でも私は子供のころから、姉様にはたくさんの苦労をかけたわ。だから、恩返しになることなら、なんでもするつもりよ」

「……そっか」

「ん？　なによ。反省したような顔しちゃって」

「……俺……がんばるわ。弱えけど、がんばって紙ゴーレム倒たおすわ」

「は？」

　これからは少しでいい、こいつに優しくしよう──俺の中にそんな気持ちが芽生えた。







「諸君。使い魔では魔女には決して敵かなわない──そんな言葉を聞いたことがあるか？」

　本日の戌丸先生の授業は、その一言から始まった。

　実技ではなく魔女にも使い魔にも共通の講義ということで、男女合同、教室で普ふ通つうの授業と同じように執とり行われた。

「これは間違いだ。鍛きたえあげた使い魔は決して魔女に劣おとるものではない。それどころか、一流の魔女にさえ匹ひつ敵てきする存在となる。確かに、両者の間には主従の関係が存在するが、実力的な意味での上下関係など存在しないのだ」

　静かで落ち着いた声。武人のような隙すきのない立ち居振ふる舞まい。そして魔女としても高い実力を持つという戌丸先生は──女子たちの間で人気の先生だ。

　かなり尊敬されているらしく、その授業ではお喋しやべりなどまったくない。

「ではなぜ、使い魔では敵わないなどという風潮が定着してしまったのか？　それを知るためには、まず魔術界の歴史を繙ひもとかなければならない」

　そんな先生は、魔女としては大変な変わり者としても有名だ。

　魔術界では誰だれもが魔女に憧あこがれる。

　当然だ。魔術を使えるのは魔女だけなのだから。魔術と縁えんのない一いつ般ぱん人でさえその神秘に憧れるのだ、魔術掛がかりの家系なら言うまでもない。

　そして魔術掛かりの家系であれば、自家から魔女を輩はい出しゆつすることは大変な名めい誉よとなる。逆に長い間魔女が出ていない家系は、「衰すい退たいした」などと揶や揄ゆされることも珍めずらしくない。

　魔女になったら一生安あん泰たい──魔女になることを望めない男は、だからこそそれに仕える使い魔になる。それこそが、魔術界で身を立てる唯ゆい一いつの方法だからだ。

　なのに、世の中には自分から進んで使い魔になる魔女もいるというから驚おどろきだ。

　俺たちの担任の教師、戌丸先生もそんなひとり。

「──知っての通り、魔術の歴史に〈使い魔〉という存在が加わったのは、だいぶあとになってからのことなのだ。そのため、歴史の浅い使い魔は軽く扱あつかわれることが多く──」

　先生は現役で凄すご腕うでの魔女でありながら、学園長だか理事長だか──とにかく学園の偉えらい人の使い魔をもこなしているそうだ。

　先生が魔女と使い魔、両方の授業を見ているのもそのため。

「様々な理由で歴史の闇やみに葬ほうむられた魔術を〈禁きん呪じゆ〉と呼ぶ。これは、失われた魔術として高い希少価値が求められる傾けい向こうにあるが、使い魔はそれと逆の流れというわけだな。では次に、魔女と使い魔、それぞれの役割を再確かく認にんしていこう」

　そんなわけで、魔女にも使い魔にもやたらと尊敬されているらしい。まあ俺にとっちゃただ厳しいだけの先生だが。

「──以上が魔女と使い魔、それぞれの役割だ。だが、中には十二魔女のように、単体で役目を持つ者もいる。これは八十八の魔女でも、十二魔女だけが持つ特別なもので──」

　しかし、そんな先生にもじつは困った面がひとつある。それは──

「──君月。貴様、寝ねていたな」

　ハッ、としたときにはもう遅おそかった。ざわっと教室中に緊きん張ちようが走っていく。

「また貴様は……私の授業はそんなに退たい屈くつか」

「いえ、とんでもありません！　つい気が緩ゆるんでしまい──すみませんでした！」

　俺は急ぎ立ち上がり、精せい一いつ杯ぱいの謝罪をする。え、なんでかって？　そりゃ──

「無理はしなくていい。眠ねむ気けを誘さそうほど退屈な授業だったのだろう？」

「い、いえ。本当に、そういうことではなくて……」

「……むり、しなくて、いい……から」

　……やっべぇ。

「ごめんね……！　わかりにくかったんだよね。ごめっ……ごめんねっ……！」

　あーあ。泣ーかしたー。と、みんなが一いつ斉せいに俺を責める。

　そうなのだ。戌丸先生は魔女であり使い魔──その性格も「どっちに寄っているか」で大きく変わるのだ。

　普ふ段だん、俺とマンツーマンの授業をしているときは、もちろん使い魔としての顔。厳しく朴ぼく訥とつで、凜りんとして俺を叱しかり飛ばす。

　けれど、今は魔女としての顔に切り替かわっていた。恐おそらく授業内容のせいだろう。魔女としての先生は、すっごい泣き虫なのだ。

「違ちがいます！　でもすみません！　すみません！　すみません！」

　俺はもう平謝りに謝る。くそっ、油断した──この状態の先生に泣かれると、もう謝るくらいしか手がないのだ。

　これが、先生の授業でお喋りがまったくなかった理由のもうひとつ。

「……ホントに？　ちゃんと授業、聞いてくれてたの……？」

　うるうると顔を上げて、おっかなびっくり俺に問いかける先生。

「もちろんです！　あんな面おも白しろい授業、聞き逃のがすはずがないじゃないですか！　えっと、十二魔女の持つそれぞれの役目についてでしたよね！」

「じゃ、じゃあ……『他の十二魔女のサインを預かる』役目を持つのは？」

　来た。チャンスだ──俺は眠ねむりかけていた脳に活を入れ、慎しん重ちように答える。

「〈牡羊座アリエス〉です！」

「それはどうして……？」

「えっと……さ、『最初の宮』だからです！」

　ごくり──教室を支配している緊張は最高潮に達した。

「──見事だ君月。花マルをやろう」

　復活した先生の張りのある声に、教室中が安あん堵どに包まれる。

　どうやら使い魔としての方が『素す』の状態に近いらしい。通常時はこっちだ。

「その通り。十二宮において最初の宮である〈牡羊座アリエス〉は、『他の十二魔女のサインを預かる』という特別な役目を持つ。サインは十二魔女の証あかしともいえるものだから、たとえば敵に捕つかまったときなど、本当の緊きん急きゆう時以外には使えないが──」

　ふうううううめんどくせええええええええ。







「えー、こちら現場の第二体育館。通つう称しよう『武道場』です」

「はい、リポーターのりゆさん。どうぞ」

「休みの日だっていうのにふたりとも頑がん張ばってるなぁと応おう援えんにやってきてみたら、案の定、キミオちゃんがぶっ倒れています」

「差し入れありがとね、りゆ」

「ねえ、ユキハちゃん。キミオちゃん大だい丈じよう夫ぶかな。ピクリとも動かないよ」

「あら。これ美味おいしいわね」

「すでにこの程度のことでは動じなくなっているユキハちゃんでした」

　う……ん？

　あれ……りゆ、か……差し入れに来てくれたのか……？

　今日も今日とて敗北の辛しん酸さんを舐なめまくっていた俺だが、なんとか起き上がる。

「あ。キミオちゃん、起き上がったよ」

「どうせまたやられるわよ。……はぁ、ほらね」

「うーん。もう期限までの残り日数も少ないよね」

「そうなのよ。なのに、この体ていたらくで。『紙ゴーレムを倒す』っていう最初の目標が、最後の目標になりそうよ」

「…………」

「ん？　どうしたの、りゆ？」

「そこなんだろうなぁ」

「なにが？」

「キミオちゃんは十じゆう分ぶんに頑張ってると思うよ。確かに弱いかもしれないけど、何度やられても諦あきらめずに立ち向かっていってるじゃない。あのキミオちゃんがだよ？　ユキハちゃん、なんとも思わない？」

「……べつに」

「〈継けい承しよう〉がうまくいかないのは、別の理由なんじゃないかなぁ……」

「な、なんでよ」

「だってあたしには、キミオちゃんのあの姿を見てなんとも思わないユキハちゃんだなんて思えないもの」

「…………」

「そこでアタクシ斑まだら保ほりゆは、思いついちゃったワケですよ」

「なにか名案が？」

「使つかい魔まの役割って、主人を守るべく武芸を修めたり、主人の身の回りの世話をするべく生活技能を高めたりですよね？」

「そうね。他にもあるけど、まあ大おお雑ざつ把ぱに言えば」

「キミオちゃんが得意なのは後者かもしれないですよ？」

「まあ……そうね。戦せん闘とうには向かないみたいだし」

「そこで！　そっち方面のキミオちゃんを試ためしてみるってのはどうでしょうか！」

「いや、でもアイツが料理やら掃そう除じやらが得意とはとても思えないんだけど」

「いやいや、身の回りの世話ってのはそれだけじゃないよ。気配りとか、思いやりとか、そういった『使い魔としての強さ』ばかりじゃない、『使い魔としての人格』を見ていくのも、主人である魔女としては大切なことだと思うんだよ」

「……つまり？」

「ふっふっふ。もうじき天下の祝日ですよ、お嬢じようさん？」

　……ん？　なんだ？　りゆの奴やつ、なにを笑ってるんだ？







　第三章　あの●ート
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　──俺は幼なじみのあの子に返しきれない恩義がある。

　なのに俺は、あの子を救えなかった。

　聖セントアルマゲスト学がく園えんへの入学を控ひかえていたある日、ひとりの魔女に襲おそわれ──あの子の時間は止まってしまった。

　それは唐とう突とつに訪おとずれた天災にも等しい暴ぼう威いで。

　襲われる理由さえもわからないまま、ただ、奪うばわれたのだ。

　──未来を。そこにあるはずだった明日あしたを。

　あの子は今でも眠り続けている。今も……あの魔女のせいで。

　……あの魔女。そうだ、あの……。

　──まるで『城』のようだった魔女──

　なにを言っているのかわからないと思う。けれど、あれは実際に目まの当たりにした者にしかわからない──まさしく『脅きよう威い』だった。

　あの〈城の魔女〉はこの学園にいる。

　そのために、俺は。

　ユキハの使い魔になる道を……選んだんだ。
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　……こいつはマズイ。

　なんだかそんな予感があったんだ。

　その日はお互たがい、「あのこと」には触ふれずにいた。

　この前りゆが言っていた、あの──なんだ、ハートだかヒートだかそんな名前のアレ。

　そしたら変に意識していたせいか、朝からユキハとまったく口を利きかない状態が続いていたんだ。

　ついに最終日を迎むかえちまったってのに、これはどうなのよ。

　こんなことなら、まだ我が好敵手ライバル『プリンス・シャッキーン』と戦っていた方がマシだ。朝飯を食ったらさっそく向かおう──なんて考えていた。

　あんなことが起こるまでは。

「……いただきます」

　朝食──もそもそっとしつつも食う。

　ここの食堂の料理は相変わらず美味うまい。俺ではこの喜びをうまく表現できないが、この女子寮りようという名ばかりの楽園における唯ゆい一いつのオアシスとすらいっていい。

　そして気づけば、やはりユキハはいつの間にか俺の向かいに座っている。

　いつもずいぶん早く出ているらしく、すでに食事は終えた様子で──俺とは目を合わせずに、あさっての方向を見ている。

　それが食事時になると変わらず続く、毎度の光景だった。

「…………」

　いつものように気にせず食事を続けていると、やはり視線を感じる。

　俺がそちらを見ると、ユキハは目を逸そらす。

　もくもく……ちらっ。ぷいっ。

　その繰くり返し。

　もくも……ちらっぷいっ。

　このように、速度を速めても結果は同じ。

　もくも──ちらぷいっ。もくちらぷいっ。もくちぷいっ。もちぷっ。もっぷっ。もっ。

「だあああああっ！　いったいなんなんだよっ！」

　これがいけなかった。いつも通り気にせず食事を終えればよかったのに、どういうワケか俺は今日に限ってそこに触れてしまったのだ。

「こっち見てるだろ？　ていうか今めっちゃ目が合ってるよな！　毎日毎日なんなんだ！　言いたいことがあるならハッキリ言えよ！」

　そしたらユキハは──

「……ど、どうなのよ」

　なんて、ついに観念したかのように聞いてくるではないか。なんだか照れくさそうに。

「どうって、なにがだよ？」

「だから……ほら」

　よく見ると、ユキハは腕うでを組みながら背筋を反らしている。

　そういや、いつもそんなポーズをしてたけど──

　なんか、まるで……胸むな元もとを強調するかのよう……な？

「……少しは大きくなった？」

　え…………と？

　そのとき、俺の背後からこんな会話が聞こえた。

「あれ？　今日も牛乳がないの？」

「それがさー。また誰だれかがいつの間にかに飲んじゃったんだって」

「また？　だって、いつもあんなにたくさん余ってたのに──あれ全部っ？」

　……って。

「おいユキハ。なんか今、世にも珍ちん妙みようなトークが聞こえたんだが」

「へ、へー。おかしなひともいるものね。で、どうなのよ？」

「…………」

「どうなの？」

「えっと……そうだな。おおきく……なったんじゃないかな……」

「なんで目を逸らすのよ」

「オーキクナッタナーユキハー」

「なにその久し振ぶりに親しん戚せきの子供に会ったときみたいな反応。とりあえずそう言っておけばいいやみたいな」

「いや無理だろ！　どんだけ牛乳を飲みまくろうが、そんな劇的に胸が膨ふくらんでたまるか！　風船か！」

「なによ！　天が与あたえた恵めぐみじゃなかったの？　あれだけたくさん飲んだんだから、少しぐらいは効果があってもおかしくないじゃない！」

「犯行を自供したな！　お前いったいなにやってんだ！」

「なによ！　みんな紅茶や珈琲コーヒーばっかりで、牛乳はいつもたくさん余ってたのよ！」

「そうじゃなくて、最終日だってのになにやってんだよ！」

「それはそれ、これはこれよ！　いえ、むしろ大変なときだからこそ毎日の習慣を忘れちゃいけないのよ！」

「つまりお前は毎日なにやってんだあああああああああああああ‼」

　アホだ。胸の大きさとは、かくも優ゆう秀しゆうな女子生徒からさえ冷静さを奪う、げに恐おそろしきものだったのか。

「それにお前、そんなに飲んだら──」

　ちらっとユキハのお腹なかに視線を泳がす。いつもスラッとしているユキハのお腹が、ちょっぴりぽこっとしている気がしないでもない。

「ちょっ、ちょっと！　私のお腹が膨れてるっていうの？　こんなこと言いたくないけど、これでも結構スタイルはいい方なのよ！」

「んなの知ってるよ！　しかも結構どころじゃないってのも！　それこそ胸のことなんか気づきもしないぐらいだって！」

「えっ……」

「あ……」

　しまった、なんて思っても後の祭り。つい勢いに任せて言ってしまった。

「……な、なによそれ。どういう意味？」

「お、俺は別に、ただ事実をだな……」

　どういうわけだか、なんだかおかしな空気になってしまって。

　──俺たちは逃にげるように食堂から退散した。







　それから、お互いが無口になった自室への帰り道。

「……さっきのはどういう意味よ」

　階段を上ってもうすぐ自分の部屋というところで、ユキハが切り出してきた。

「だから、俺はただ事実をだな……」

「事実って……アンタ、そんなふうに思ってたの？」

「う……」

「ど、どうなのよ」

「…………」

「ちょっと」

「まあ……そりゃ……」

「なによ。ちゃんと言いなさいよ。男らしくないわね」

「……そりゃお前を見て綺き麗れいじゃないなんて思う奴はいないだろ……」

　追いつめられた俺は、ついそんなことを口走ってしまった。ひねくれた言い回しが、せめてもの抵てい抗こう。

　……なんだか気き恥はずかしくてユキハの方を向けない。

　だから、ユキハがどんな表情をしているのかはわからなかったが──

「……俺もひとつ聞きたいんだが」

「な、なに」

「胸が大きくなったかどうかなんて、男に尋たずねるようなもんじゃないだろ。なんで俺に確かく認にんさせようとするんだ？」

「…………」

「お……お前こそダンマリか？」

「……触さわったことがあるのはアンタしかいないからでしょうが」

　そんな──言いにくそうにそんなことを言うなんて不意打ちに。思わず振ふり向いてしまった俺は。

　もうこれでもかってぐらいに真っ赤になったユキハと目が合ってしまって。

　そしたら、その赤面病は俺にまで伝染してしまって──

「ばっ、ばかっ。おまっ……恥はずかしいこと言うなよ！」

「だって。それこそ、ホントのことだし」

　ふんっ、とそっぽを向きながら、けれどもそうとハッキリ言い切ってしまうユキハを、律りち儀ぎだな──とか。

　……ちょっとだけ。

　ほんのちょっとだけ──かわいいな、なんて思ってしまったものだから。

　それからまたしばらく、お互い無言になってしまって。

　やがて自室へと到とう着ちやくし、扉とびらを開くと──さて今日は休日で朝食も食べ終わった、なんて考えるわけで。

　そしたら、次に──というか、「今日は」なにをしようかと予定を立て始めるわけで。

　だから、その、なんというかお互いに──

「……で、結局どこにいく（んだ／のよ）？」

　なんて台詞せりふが、自然と飛び出してしまったワケで。
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「いい？　私は今日のコレをデートだなんて思ってないんだからね？　りゆの提案だから、仕方なく、ほんっとうに仕方なく路線を変へん更こうしただけなんだからね？」

　そんなふうに朝っぱらから不幸な偶ぐう然ぜんが重なった結果。

　俺たちは今、ふたりして学園の正門に向かう並木道を歩いている。

　この学園の敷しき地ちは広く、普ふ通つうじゃお目にかかれないような珍めずらしいものがたくさんあって、ブラブラするだけでも退たい屈くつしないことは請うけ合いだが──

　それってどうにも、デー、あー、デー～～～ごほごほっ、喉のどの調子が……ト？（ボソ）って感じじゃない。そこで合意の下もと、学園の外に出ることになったのだ。

「いい？　いいわね？　アンタがどう思おうと勝手だけど、私はデートだとは思ってないからね？　あくまでアンタを見るためのテスト。そこんとこ勘かん違ちがいしないでよ？」

「はいはい」

　そう念を押すユキハはいつも通りなのに、どうして「●ート」なんてイベントの中にいると、それがいつもとちょっと違って感じられるんだろう。

　不思議なもんだな、●ートって──あ、●の中は好きに埋うめてくれ。

「それで？　外に出るのはいいけど、いったいどこに連れていくつもりなの？」

「そうだな……どうするかな」

「ちょっと待って。まさかノープランなの？」

「つったってお前、ついさっき行くことが決まったばかりなのに事前の準備もなにも」

　俺の言葉を聞いて、ユキハはため息をついた。心底。それはもう情けなさそうに。

「キミオくんってやっぱり……あ、でもこんな言い方したらゴミに土下座して謝らなきゃいけないくらい失礼よね……」

「……お前が俺のランクをどこまで落とすのかむしろ興味すら湧わいてきたが、いくらなんでも無理がないか？　誰だってそんなにパッと行き先なんか思いつかないぞ」

「なによ。それぐらい男の甲か斐い性しようでしょ。なんとかしなさいよ」

　理り不ふ尽じんなんだな。使つかい魔ま以前に、男として生きるのって。

「あー……あそこにするか。色々と遊べるだろうし、買い物もできるし」

「ん。なによ、決まったの？」

「ああ」と頷うなずくと、ユキハは「そ、そう」と言って、少しだけ歩く速度を緩ゆるめた。まるでためらいがちに歩くかのようだが──さて。

　俺たちの通う聖セントアルマゲスト学園は、現実世界の「少し外れ」にある。

　たとえば、いつもなら素す通どおりしてしまう脇わき道みち。

　駅に行くにも学校に行くにも、決して通るはずのないその道の先に──これまで見たこともない世界への入口が広がっているとしたら？

　退屈な日常とは異なる、刺し激げき的な非日常が待っているとしたら？

　それこそが、俺たちの学園への通学路だ。

「そ、そろそろ正門ね」

　そしてそれが通学路なら、出ていくときにはその道を逆にたどる必要がある──それがこの正門の先。現実世界へと繫つながる出口だ。

「んじゃ、行こうか」

「ちょ、ちょっと待っ──」

　なんだかやけに緊きん張ちようした様子のユキハを促うながすように、俺たちは門の外に出た。

　──驚おどろくほどにあっさりと、そこはもう現実世界。

　学園への通学路として「繫がっている」のは、副都心のひとつとして栄えている街だ。

　しかしどんなに賑にぎやかな街でも、まるで誰だれかが意図的に用意した心理的死角エアポケツトとでもいうかのような、人通りのまったくない道がある──俺たちが現れたのは、大通りから少し外れたそんな道だった。

「ちょっと待ってって言ってるでしょ！　押さないでよ！」

「なんだよ？　行くならさっさと行こうぜ？」

「女の子には色々あるの！　この門を潜ったらデートが始まっちゃうとかなんとか色々と心の準備が……じゃなくて！　現実世界に戻もどるのがひさしぶりで、ちょっと緊張したの！　寮りよう住まいだから！　それだけ！」

「ああ、そりゃ悪かった」

　目的の場所は駅前にある。まだ多少の距きよ離りがあるので、歩きながら少し話をした。

　そしたらやがて──

「あれがそう？」

　ユキハが見上げた通り、そこには白はく亜あの城と見み紛まがうばかりの高層ビルが建っていた。

　駅前のランドマークともいえる、アッシュ・ラ・ビルだ。

　地上十九階、地下三階。都合二十二階建てで、低層部には多くのテナントが入っており、大型ショッピングモールともなっている。

　その中で３Ｆと４Ｆをぶち抜ぬいて作られているのが、お目当ての場所。

　屋内型テーマパーク『キングダム×キングダム』だ。

　中世ヨーロッパを下地にしたテーマ性の高い園内に、遊び心いっぱいのアトラクションが満まん載さい。「見て歩くだけでも楽しい」というふれこみであり、毎朝の登校で駅前を通るたびに気になっていた。

　宣伝も大々的にやっているみたいだし、客の入りも上々。これなら文句ないだろう。

　と、俺としては自信満々に案内したつもりだったんだが──

「なによ。遊園地？　ずいぶんと子供ね」

　がーん。あっさりとそう言われてしまった。

「悪かったな。こういうのに慣れてなくて、よくわかんねえんだよ」

「……そうなの？」

「デー……トっていうしよ。外でふたりで遊ぶとなったら、こういうのがいいんじゃないかと思ったんだよ」

　そうか、これは子供の行くところなのか。くそ。

　落ちこんでいても仕方がない。別の案に──って、ユキハは「ふーん。へー、そうなんだ」とかなにを納なつ得とくしてるんだか知らないが、ぶつぶつと呟つぶやいていた。

「それじゃ移動しよう。この辺だったらまだ他にも色々と店があるし、ユキハのお気に召めすところだってひとつくらいは──」と、そう仕切りなおすと、

「べっ、別にいいわよ。ここでも」

　踵きびすを返した俺を、やや慌あわてた様子のユキハが制止した。

「なんで？」

「し、仕方ないから付き合ってあげるのよ」

「嫌いやなのに無理して行くようなところじゃないだろ？　他のところでも俺は別に……」

「いいって言ってるでしょ！　しつこいわよ！」

　──と、なぜか押し切られる形でここに決まった。







　チケットを購こう入にゆうし、王城への門のように設しつらえられた入口のゲートを潜る。

　屋内型とはいえ、内部は広い──そもそもこういうところは、空間の狭せまさを感じさせないように工く夫ふうがなされているものだ。

　園内に入ると、ものすごくやる気のない騎き士しのヌイグルミが出で迎むかえてくれた。どうやらここのマスコットキャラクターらしい。

「ぷっ。キミオくんにそっくり」

　俺も見た瞬しゆん間かん、全体の作りがすごい似てると思った。かもし出す気だるさというかなんというか。

「うっさいな。あいつ、めちゃめちゃ人気らしいんだぞ？　なんだかのアトラクションをクリアしたらストラップがもらえるらしいけど、もう俺だってほしいくらいで──」

「ふーん。それで、ここはなにがオススメなの？」

　がんばってはみたものの、予想通り華か麗れいにスルーされた。

「……いや、俺も実際に来るのははじめてだから、じつはよくわかってないんだけど」

　入口で渡わたされた園内パンフレットに目を通しながら、はたと気づいた。

「なあ。ユキハって、あんまり駅前に来ないのか？」

「……なんで？」

「いや、なんかさっきから、まるではじめて来たような口くち振ぶりだからさ」

　学園寮には門限はあっても外出禁止なんてルールはない。

　自宅から通う生徒がいることからもわかるように、聖セントアルマゲスト学園は現実世界との接せつ触しよくを絶っているわけではないのだ。

　だから寮住まいとはいっても、授業が終われば友達といっしょに外へだって遊びに行く。

　そんなとき、この駅前が学園から一番近い繁はん華か街がいとなる。

　だというのに、学園の正門を出てからここまで歩いてくる間の会話でも、ユキハの口振りはまるで駅前の利用がはじめてであるかのようだった。

「……言ったでしょ。現実世界に戻ってくるのはひさしぶりだって。駅前なんか、入学するときに通ったっきりよ」

「なんで──」

　学園の外に遊びに行かないんだ？

　なんて間ま抜ぬけな台詞せりふが飛び出しそうになって、俺は慌てて口を噤つぐんだ。

　それがどうしてか、すぐに気がついたからだ。

「ほら。そんなことよりさっさと行くわよ。私、この兵士になって城じよう壁へきから大たい砲ほうを撃うつとかいう、体験型シューティングをやってみたいわ」

「…………」

「ちょっと。聞いてるの？　キミオくん」

「──決めた」

「え？　ちょっ、ちょっとキミオくん？」

　俺はユキハの手を取ると、彼女が言っていたアトラクションの列に向かって走り出した。

「行こう、ユキハ──今日は楽しもう──」







　そうして俺はユキハの望むまま──ユキハに希望がなければ俺の方から率そつ先せんして行き先を提案して、彼女を退屈させないように努めた。

　馬車形ゴーカートでタイムを競い合ったり、神父になって教会に隠かくれた天使を捜してみたり、変わったところでは鍛冶かじ屋になって伝説の剣けんを打つなんてのもあった──とまあ、色々と遊んで。

「ま、まあ、たまにはこういうところも悪くないわね。マスコットキャラクターはブサイクだけど」

　なんて、ユキハもまんざらではない表情を浮うかべるようになったころ、丁度、腹の虫が鳴り出した。

「じゃあ俺、なにか買ってくるよ。なにがいい？」

　フードコートに移動して席を確保すると、俺は尋たずねた。

「き、気持ち悪いわね……いいわよ別に。自分で買いに行くから」

「いいからいいから」

　やや強ごう引いんに押し止めると、ユキハは不承不承ながらも納得してくれたようだ。

「んー、それじゃ……」

　ユキハはあたりをぐるりと見み渡わたす。

　まるで宮きゆう殿でんのパーティー会場のように設えられたきらびやかなフードコートには、じつに様々なお店が並んでいる。

　遊園地といえば食事の時間はお楽しみのひとつ──なのだが、屋内型屋外型を問わず、「遊園地自体が楽しいから美味おいしく感じられる」料理が出てくることが多い。

　まあぶっちゃけアレなものが多いってことなんだが、『キングダム×キングダム』は、フードテーマパークとしての一面も持っているため、しっかりとした食事が楽しめる。

「じゃあ、あの『英国紳しん士しパスタ』っての食べてみたいかな」

「わかった。ちょっと待っててくれ」

　言われるがまま、俺はそちらの店に向かう。ついでなので、俺もこの店のメニューから昼食を選ぶとしよう。気になる店は他にもあったが、そちらを回っているとユキハを待たせることになる──学園から近いんだからまた来る機会もあるだろう。

　今日はもう、決めたんだ。




　──あれは出発前。俺たちの部屋の前を、丁度、委員長が通りかかったときのこと。

「おや、キミオさん。そんなところでなにを？」

「なんか、ユキハと出かけることになってな。着き替がえるってんで部屋を追い出された」

　なんて弱りながら言うと、

「まさか、デートですか？」

　きらん。委員長の目が一瞬、光ったように感じられた。

「いや、デートとかそんなんじゃない。ただ……」

「休日に男女が一いつ緒しよに出かける。デートとはそういうものだと聞いています」

「ま、まあ確かにそうかもしれんが、これはただ……」

「あのデートなんですねっ」

　そんなふうに委員長があんまりにも食いつくものだから、俺も思わず──

「……かも、しれん」なんて。

　そしたら委員長の目が輝かがやいて。いつも通り無表情なんだが、それはもう輝いて。

「そんな期待に満ちた目で見られても、特にエロいことにはならないからな？」

　そう答えると、ものすごくがっかりした様子で肩かたを落とした。どんだけだよ。

　しかしまあ──なにかと世話になってる相手だし、ユキハはまだ出てきそうもないし。そうしょんぼりされたまま帰すのも気が咎とがめると、話題をあさってみたんだが、

「えー、あー……そうだ。そういや委員長って、〈牡羊座アリエス〉の十二魔ま女じよなんだよな？」

「はい、そうですが」

「この前、戌いぬ丸まる先生の授業で〈十二魔女の役目〉ってやってたじゃないか？　〈牡羊座アリエス〉は、『他の十二魔女のサインを預かる』のがその役目だって」

　なんか名案みたいに言ってみたけど、これしか出てこなかっただけだ。なんて貧弱な俺のコミュニケーション能力。

「はい。それが〈牡羊座アリエス〉の担う役目です。緊きん急きゆう時に限り、ですが」

　しかしそこは委員長。ものすごく丁てい寧ねいに返してくれる。

「それって……なんだ？　その、サインを預かるってどんな感じなんだ？　サインって、〈継けい承しよう〉を経て物質化するんだろ？　それを預かるってのは、つまり──」

　うお。無理やりひねり出した話題だけあって、質問にとりとめがなさすぎる。まず俺自身に興味がないことがバレバレっつーか。

「わかりません」

「え？」

「十二魔女それぞれの『役目』は授業でも習うような内容ですが、それが実際にどう行われるのか、といった『術』の内容自体は、厳重に管理されているのです」

「……そうなのか」

　ちょっと意外だった。逆に興味を惹ひかれた俺は、委員長に気を悪くした様子がまったくなかったのを幸いに、さらに質問してみた。

「管理されてる、ってのは？」

「旧家によってです。十二魔女に役目としての魔術がもたらされたのは、大昔のこと──それこそ、使い魔が誕生する以前という話です。そのころから、この魔術だけは特とく殊しゆなものとして、旧家によって管理されてきました」

　……また〈旧家〉か。

「とはいっても、旧家の中でもごく一部の人間しか立ち入ることが許されない場所に管理されているとのことで、わたしも詳くわしくは知らないのですが……」

　なるほどね。ま、あまり引きとめても悪いだろう。

　そろそろユキハも出てくるころだろうし──と、委員長に礼を言うと、

「東あずまさんにとって、よい休日になるといいですね」

　去り際に、委員長がそんなことを言った。普ふ通つうの挨あい拶さつのようにも聞こえるが、なんだかその言い回しが気になった俺は、「どういう意味だ？」と尋ね返したんだが──

「東さん、いつもお部屋に籠こもって、魔術の勉強ばかりだったようですから」

「いつもって……寮りようにいる間ずっとってことか？」

「いいえ。入学してからずっとです」

「……休みの日も？」

「はい。どうしても〈継承〉を成功させるんだって」

「…………」

「キミオさんと同じ部屋になったころからは、キミオさんの特訓をするんだって、部屋に籠もりきりになるようなことはなくなったようですが……」

　出がけに委員長と交かわした、そんな会話を思い出す。

　そう──言われてみれば、ユキハはいつだって〈継承〉にかかりっきりだった。

　俺が知っているだけでもそうだったっていうのに、ユキハは寮に戻もどっても、休日まで、入学してからずっとずっと、本当に〈継承〉のことだけを考えてきたんだ。

　それがわかったとき、なんだか少しだけユキハって女の子のことがわかった気がした。

　だから、俺は決めた。今日はユキハを楽しませるんだって。

　デートなんて思うからいけないんだ。どうせ俺にそんなもん期待されちゃいない。

　だったら今日一日は、ユキハを楽しませるためにがんばろうって、そう決めたんだ。




　並んでいたこともあって少し待たされたが、ほどなくして二人分のパスタを購こう入にゆう。

　確かに見た目からして美味そうだと、ウキウキしながら席に戻ると──

「お、おい。あれ見たか？」

「ああ……すげえな」

　帰き還かん先の席が、やたらと注目を集めていることに気がついた。

　周辺の店の男性客──どの店にしようか物色中の男性客──立ち止まっていれば当然、歩いていてもほぼ確実に足を止めて。

　そいつら男どもの視線は、すべてユキハに注がれていた。

　男同士連れ立っている連中はもちろん、女連れでだって──あとで女の子に怒おこられてたけど──ユキハの姿に見み惚とれている。

「……よう、お待たせ」

　少しだけ戻りづらさを感じたが、せっかくの料理が冷めてしまうので観念した。

　俺が席に着いた瞬しゆん間かん、周囲がわっとざわめいた。

　ええ？　みたいな反応から、舌打ち、それによくわからない殺意まで感じる。けど、

「いいなー、アイツ。あんなカワイイ娘こと……」

　そんな声が聞こえてくると、まあ、なんだ……俺だって悪い気はしない。

「遅おそいわよ、キミオくん」

「すまん」

　遅おくれたのは思わずためらってしまったせいだ。素す直なおに謝っておく。

　しかし──なんだ。改めて考えてみると。

　それは誇こ張ちようでも贔屓ひいき目でもなく、確かにひとつの『奇き跡せき』なんだと思う。

　あの夜空に輝く星々が、魔術という名の奇跡を起こすのと同じように。

　まるで星々が互たがいの輝きを持ち寄って、たった一つきりの奇跡を作り上げたかのような。

　東雪ゆき羽はって少女は、つまりはそれほどの美少女なのだ。注目を集めて当たり前。

　ただ──

「なによ」

　その目は鋭するどくて。

　きょろりと大きく愛らしい瞳ひとみ。なのに眉み間けんに皺しわを寄せた眉まゆ毛げのように、まるで自分以外はすべて敵だとでも言いたげな眼まな差ざしのせいで「ぎょろり」と尖とがっている。

　パスタを食べる姿はとても上品で、思わず見惚れてしまうくらいなのに──目が合った瞬間、手にしたフォークで目玉をつつかれるんじゃないかと錯さつ覚かくする。

「はー、もったいない」

「は？　なにがよ？」

「あのさ。お前、もうちょっと愛想よくはできないのか？」

「はぁ？　なんで私がアンタなんかに愛想ふりまかないといけないのよ」

「いや、俺にというか全人類の皆みなさんにだな」

「お生あい憎にくさま。こういう態度を取るのは、基本的にアンタに対してだけだから」

　──まあ、確かにそうだ。

　ついつい忘れがちだが、コイツはみんなに対しては愛想がいいのだ。学園で優やさしく微笑ほほえんでいるユキハを思い出す。

　けれど──

「でも、あれって表面を取り繕つくろってるだけだろ。対応が違ちがうってだけで、基本的に俺に対する態度と変わらないんじゃないか？」

　結局、突つき放してるって意味じゃ変わらない。

「お前がほんとに笑いかけてる相手って、りゆくらいのものじゃないか？」

「…………」

「ん？　どした？」

「べ、別に。ちょっと意外だっただけ。みんなの前じゃ優等生してたつもりだったのに、そういうふうに見えてたのかなって」

「優等生だろ。完かん璧ぺきなまでに。なにせみんなの憧あこがれ、ユキハ様だ」

「じゃあ、なんでアンタはそんなふうに思うのよ？」

「なんでって……そりゃ、ユキハが」

「私が？」

「……いや、なんでもない。ただの気のせいだ」

「なによそれ」

「悪い悪い、おかしなこと言って。気にしないでくれ」

「なんなのよ、さっきから。今日のキミオくん、ヘンよ」

「そうか？」

「そうよ。さっきから不自然に、や……優しいし」

　言いながら、ユキハはそっぽを向く。そしたら、なにかが気になったらしい。

「……気のせいかしら。なんか、やけに周りに見られているような……」

　マジか。今ごろ気づいたのかよ。

「……私、なにかおかしい？」

　なんだよツッコミ待ちかそれ？　と思ったが、ユキハがあまりにも真顔で自分の身の回りを確かく認にんしているものだから、

「だからその──」

　ごほん、と俺はひとつ咳せき払ばらいをして、

「お前がまあ、その、なんだ。世間的には美少女ってやつだからだろ」

　なんて答えるしかなかったわけで。

「ちょっ──だから、それよそれっ！」

　そしたらユキハは真っ赤になって立ち上がった。

「キミオくんってもしかしてアレなの？　たらしってやつ？　ダメよそんなことしちゃ。女の子は壊こわれ物なんだから。もっと優しく扱あつかわないと！」

「……なに言ってんの？」

「だからそーゆーことを軽々しく口にしないっ。世の中にはね、そういうのを本気にしちゃうコだっているんだから！」

「本気に……っていうか、前にも言った通り事実だし」

「ああもうっ！」

　ユキハは苛いら立だたしげに俺に詰つめ寄る。なんなんだよいったい。

「だから、私みたいにそういうことをはじめて言われたコはね、その……ちょっとくらっときたりするのよ！　わかるっ？」

「ちょっと待て。……はじめて？」

「そうよ！　そんなこと言ってくれたのはキミオくんがはじめてよ！　と、戸と惑まどってるんだから察しなさいよ！」

「いやお前、そんなわけないだろ。いくらなんでもそりゃ話を盛りすぎ──」

　……あれ？　そういやコイツ、中学は女子校だったとか言ってたっけ？

　小学生以下は男子が女子に対して「あのコってカワイイよな」なんて（思ってても）騒さわぐのは考えにくいし──もし、ユキハが家庭的にもそういうことを言われるような環かん境きようになかったとしたら……。

　……もしかして、本当に？

「デー…………トだって、はじめてだし……」

「えっ」

「これはデートじゃないけど！　男の子とふたりで出かけるなんてはじめてなのよ！」

「そ、そうなのか？」

「見ればわかるでしょ！　わ、私なんか……」

　……私なんか？

「せっ、性格悪いわね。察しなさいよ。こんなでも、私だって一応は女の子なんだから」

「すまん。なにを察すればいいのか全然わからん」

「はぁっ⁉　だから見たままじゃない！　私みたいに可愛かわいくない女がデートしたことないなんて、ちょっと考えればわかることでしょっ⁉」

　……え？

「私みたいなブスとデートしてくれる男の子なんていないわよっ！」

　ちょっと待て。なに言ってんだコイツ？

　ブスって言った？　自分のことを？　俺のことをブタって呼んだんじゃなくて？

「……だから、そういうことは……言うな。自分でちゃんとわかってるから」

　なんか真っ赤になってこっちを睨にらんでる。

　え、マジで？　こいつマジで自分のことを可愛くないとか思ってんの？

「アンタだって、こういうことでもなければ私なんかとデートしたりしないってことぐらい……ちゃんとわかってるから」

　うつむいちゃったよ？　真っ赤なままで。

　え、え、え？　どうしよう鏡を買ってくればいい？　いや鏡くらい見たことあんだろ予想外すぎてちょっと混乱しちゃったよ俺。

　つまりマジ。本気と書いてマジ。コイツは本気で自分のことを可愛くないと思ってる。

「ち、ちなみに聞くが……お前、りゆのことは可愛いと思うか？」

「は？　当たり前でしょ。私の親友よ」

　親友って部分はこのさい関係ないと思うが、どうやらりゆは正常に見えているらしい。もしかしたら「ちっこいから」ってオチがつくかもしれないが。

「じゃあ、委員長はどう思う？」

「……ま……可愛い……わね。旧家出身で見た目も……なんて、神様はホント不公平ね」

　なんか思うところはバリバリありますが見た目はすっごく可愛いですね、みたいな反応。

　つまりコイツの美意識がおかしいワケじゃない。なのにコイツの中での可愛い基準から自分だけがすっぽり抜ぬけ落ちている。

　なんというか……驚おどろきだ。




　　　　４




「今度はキミオくんの行きたいところに行っていいわよ」

　ユキハがそんなことを言い出したのは、昼食後、再び園内を回ろうかというときだった。

「なんで？」

「なっ、なによその意外そうな顔。さっきは私の行きたいところに付き合ってもらったから、そのお返しだって言ってるの」

「いや、いいよいいよ。俺はまあ、またの機会に」

「だからなんなのよ、その優しさは。なんで気を遣つかってるのか知らないけど、私がそうしたいんだから別にいいじゃない」

　ふむ。それなのに「どこに行きたい？」なんて聞かれても、逆に鬱うつ陶とうしいだけか。

「わかった。それならここに行ってもいいか？」

　と、俺は園内パンフレットのとある場所を指差す。じつはさっき通りかかったときから、ちょっと気になってたんだ。

「は？」

　しかし俺の指差す場所を見たユキハは、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「いや、は？　って。お言葉に甘えて、ここに行ってもいいかって聞いてるんだが」

「え、ちょっと意味わかんない。アンタなに言ってるの？」

「だからこのオバケ屋や敷しきだよ。領民を見捨てて自分だけ助かろうとした領主が、ゾンビと化した領民に追いかけ回されるってアトラクションらしいんだけど──」

「ん？　ん？　なに？　ごめんちょっとよくわかんない。電波の調子が悪くてよく聞き取れないみたい。もしもーし」

「直接話してるのに電波ってなんだよ。むしろなに受信しちゃったんだよ」

「あー、えー、……あれ？　アンタ誰だれだっけ？」

「え、そこから？　俺が何者であるか説明するところから？　ていうかなに、お前オバケとか苦手だった？」

「はぃぃぃ？　そ、そんなワケな、ないじゃない。ままま魔ま女じよなのに。ありえな、ない。なに言っててんののののの」

「いや、メチャメチャ動どう揺ようしてるんだけど。むしろ、これ以上ないくらいのわかりやすい反応をありがとう」

「ていうかオバケ屋敷とかなに！　信じらんない！　どうせ『キャー、コワイー！』とか私が怖こわがって抱だきつくラッキースケベを期待してるんでしょ。このヘンタイ！」

「おっと今度は逆ギレですよ。いいよもうわかったよ。オバケ屋敷案は引っこめるよ」

　ただ単に見たかっただけなのに。俺だって別にオバケが好きなワケじゃないけどさ。こういうところに来ると、怖いもの見たさでやけに行きたくなることってあるじゃないか。

「他のところにしなさいよ。それなら付き合ってあげるから」

「じゃあ、この首なし騎き士しの首を捜してやるっていう……」

「あれー？　キミオくんじゃない。やだひさしぶりー。元気だったー？」

「……わかったよもう」

　ユキハは魔女なのに占うらないが苦手。その上、オバケまで苦手なんだな。

　うん、なんか一回りして面おも白しろくなってきたわ。

「おっと」

　と、手にしたパンフレットを落としてしまった。拾おうと腰こしを屈かがめた、そのとき──




　ゆらり、と。




　唐とう突とつに生じたわずかな熱気が、俺の手を引っこめさせた。

「……！」

　パンフレットに記き載さいされていた今月のカレンダー──その末まつ尾びの日付に『火』が点ともった。

　──〈魔ま術じゆつ〉。

　そう気づいたとき、火はすでに動き出していた。瞬またたく間に29、28、27と侵しん蝕しよくしていく。

　そうして15、14、13……と進んでいくにつれ、その不自然な燃え方に、ある「意図」があることを察した。

　これは経過した日数を表している。ユキハが〈継けい承しよう〉を開始してから経過した日数──つまりは〈継承〉が失敗した日々を数えている。

　なぜなら、火は１の数字を残してその歩みを止めたのだ。

　つまり、最終日の今日──

（もうあとがないぞ……ってか）

　息を吞のむ。やがて、パンフレットは燃もえ尽つきた。

「ん？　なんか……焦こげ臭くさいわね」

　当の本人はどうやら今のを見ていなかったらしい。周囲も騒いでないし、幸いなことに俺の身体からだで隠かくれてしまったようだ。

「で？　行き先は決まったの？」

「えーと、あっちかな。行こう行こう」

「ちょ、ちょっと押さないでよ。キミオくんっ」

　いよいよ仕し掛かけてくるつもりか──？







　撒まいた……か？

　しばらくして、俺はあたりの様子を窺うかがった。

　周辺から害意らしきものは感じられない。とはいえ犯人がわからない以上、断定はできないが──

「もう！　なんなのよ！　いったい！」

　がーっとユキハに詰め寄られた。あれ？　なんで？

「右に行くと思ったら左に行ったり、階段を上るフリして柱の陰かげに隠れたり！　いったいなにが目的なのよ！」

　しまった。尾び行こうされないようにと移動していたんだが、ユキハのことまで頭が回っていなかった。

　うわっ。なんかユキハがコントみたいなことになってる。埃ほこりだらけで頭ボサボサ。

「悪い悪い。ちょっと手がすべって」

「なにそれ！　予想外の言い訳がきたわっ！　ていうかキミオくん、さりげに私のことを亡きものにしようとしてない？」

　すみません。その逆です。

「まったくもう……」

　服についた埃を払はらいながら、ユキハはまだぷんすか怒おこってる。無理もないか。

「あー、悪かったって。今日は俺なりにがんばるからさ。機き嫌げん直してくれよ」

「……ほんとに今日は気持ち悪いわね」

「ユキハから魔女の資格を奪うばわせたりしないから」

　俺がそう言ったら、ユキハは意外そうな顔をした。

「なによそれ？　もしかしてアンタ、〈継承〉が期間内に成功しなかったら、私が魔女の資格を失うとでも思ってたの？」

「……あれ？　違ちがうのか？」

「一度、星に選ばれた魔女の資格は、そんなことで消えたりしないわ。それは普ふ通つうの魔女も十二魔女も変わらない。〈継承〉に限っていえば、もし一ヶ月以内に成功しなかったら、次にチャンスがやってくるのが一年後になっちゃうってだけよ」

「そうなのか？」

　……じゃありゆは、なんであんなことを言ったんだ？

「もしも魔女がその資格を失うようなことがあるとすれば、それはその人の行動が星に見限られるようなものだったか──あるいは」

　ユキハは少しためらいがちにこう言った。

「……ごく稀まれにだけど、星との結びつきが極きよく端たんに弱いせいで、魔女としての繫つながりが勝手に断たたれちゃう人もいるって聞くけど……」

「へえ……」

「あーまあ、そもそも一ヶ月っていう期間自体、星の動きに関かかわるからよ。ほら、何月何日に生まれたかでその人の誕生星座って決まるじゃない？　あれって、星座ごとに設けられている期間は一ヶ月でしょ。だから次は一年後になっちゃうの」

　そう言われるとなんとなく理り屈くつがわかった気になってくるが、だとすると──

「じゃあ、どうしてそんなに焦あせってるんだ？」

　そりゃ誰だって一年も待ちたくはない。今できることなら今やってしまいたい。そう考えるのは当然のことだ。それに自分の使い魔のせいで失敗だなんて、みっともないだろう。

　けれどユキハの場合、それだけが理由じゃないような気がしていた。

「もうじき、〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉が開かい催さいされるからよ」

「〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉？」

「十二の星座が受け継つがれれば、〈天てん帝てい〉を決める戦いが始まる──」

　星座とは受け継がれるものだ。

　ユキハが自らの姉から〈射手座サジタリウス〉を受け継いだように──八十八の星座は、人々の間を綿々と受け継がれていく。魔術の歴史とはそうして紡つむがれてきた。

　なかでも、十二星座はその立場が異なる。特別である彼女たちには、特別な役割がある──それは、十二星座の頂点に立つ者が魔術界の頂点に立つということだ。

　それを〈天帝〉と呼ぶ。

　これまで長らく魔術界を治めてきた天帝が引退したとき、その星座は新たな者へと受け継がれた。

　そしてそれと時を同じくして、十二星座は次々と新たな者たちに受け継がれていった。

　今は時代の節目。世代が交代されようとしているときなのだ。

　そうしてついに、ユキハが〈射手座サジタリウス〉となったことで十二星座は出で揃そろった。

　だからもうじき、十二魔女によって新たな天帝を決める〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉が開催されようとしているのだという──

「〈天帝〉……」

　それはすべての魔女の頂点。そして、「新たな星座」なのだとユキハは言った。

　十二魔女によって争われる〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉に勝ち残り、見事に天帝となった者は──新たな星座として夜空に加わることになるのだと。

　それはつまり「八十九番目の星座として、その力を我がものにできる」ということ。

〈魔女〉とは普通の魔女も十二魔女も、星座に選ばれたことによって魔術を身につけた者──言ってしまえば、星座の恩おん恵けいあってこその存在だ。

　だが〈天帝〉は、その星座そのものになる──その力は魔女の比ではない。

　どんな願いも思うがまま──

「私はその戦いに勝って、次の天帝になってみせる。そして魔術界で我が物顔をしている〈旧家〉の連中に思い知らせてやるの。それが、私の目的よ」

　その戦いに勝つためには、強大な力を持つ〈サイン〉が必要なのだと。

　そう言った彼女の瞳ひとみは真まっ直すぐで。

　迷いなんかどこにもない。

　ただただ透すき通るほどに真っ直ぐで────……綺き麗れい、だった。

「……前から聞きたかったんだが、どうしてそこまで〈旧家〉を目の敵かたきにする？」

　そんな彼女の熱が、俺にそう問わせた。

　ずっと気になっていたのに、これまで聞くことができなかった疑問。

「それはもしかして、ユキハの姉さんに関係があるのか？」

　その思いは、ほぼ確信に近かった。

　しかし、だからこそ聞けなかった──これが多分、彼女の『根っこ』だからだ。

　東雪羽という少女は、恐おそらくそのために聖アルマゲスト学園ここにいるのだと。

「──そうよ」

　けれど意外なほどにあっさりと、ユキハはそれを認めた。隠す必要などないと言わんばかりに。

「姉様は旧家によって追いつめられた。……そして、いなくなってしまった」

「どういうことだ？」

「十二魔女はこれまで旧家出身者ばかりだった。魔女の頂点である十二魔女の座には、家いえ柄がら、実力ともに抜ぬきん出ている血統種エリートの彼女たちが就くのは当然だった──誰だれもがそう思っていた」

　そう。だからユキハは、いまだ星に選ばれていない魔女候補生たちの憧あこがれなのだ。

　もしかしたら自分もそうなれるのではないかという──彼女は『夢』そのもの。

　十二魔女には旧家が就くもの。それは決してくつがえることのない絶対の法ルールだった。

　それもまた一種の〈魔法〉とすら言われるほどだったのだ。

「そうか。その〈魔法〉を──」

「ええ。姉様が変えてしまった。私の家は旧家とはなんの縁ゆかりもない、ただの魔術掛がかりの家系。もう何代も魔女を輩はい出しゆつしていなかったし、ましてや十二魔女なんて決して出るはずのない──いえ、旧家にとってみれば……」

　……決して出てはならなかった家、か。

「私は〈旧家〉を許さない。絶対に……許さない」

　ユキハは姉の身になにが起こったのか、具体的なことはなにも話さなかった。

　けれど「許さない」と吐はき捨てたユキハの声と、今にも泣き出しそうに震ふるえる肩かたが──その辛つらい過去を如によ実じつに伝えていた。

　……そうか。わかってきた。

　十二魔ま女じよはこれまで旧家出身者ばかりだった──そしてその十二魔女によって天帝が決められるというのなら、天帝は常に旧家の者であったということになる。

　旧家がいつだって魔術界の貴族で、そして〈魔法〉なんてものができたのは……。

「そのために私は天帝になるの。天帝になって、あいつらに思い知らせてやる」

　旧家の血筋になくとも、十二魔女になれるのだと──頂点に上ることはできるのだと、そう証明してしまった姉の想おもいを受け継いで。

　ユキハがやろうとしていることは、今の世の中を引っくり返すことでもあるんだ──

「──だから私はこんなところで立ち止まってるワケにはいかないのよ」

　それが、東雪羽という少女を動かしているすべてなのだろう。

　復ふく讐しゆうじゃない。彼女の想いは──怒いかり。だからこんなに真っ直ぐな瞳をしていられる。

　同時に、俺は理解した。

　それなら、ユキハが狙ねらわれている理由は──

「なあ、ユキハ……」

　そしてそれを聞いてしまった以上、俺ももう隠してはおけない。

「俺があの日、お前の使い魔になった理由……まだ言ってなかったよな」

　ずっと言わなければいけないと思っていた。けれど、今日までその機会はなく──

　……いや。そんなの言い訳だ。

　俺は今こそ、ユキハに伝えなくてはならない。

「あっ……！」

　そのとき、ユキハが上げた小さな声。驚おどろく彼女の視線の先を追うと、そこには──

「……なんだこりゃ」

　ぎっくり腰ごしになるほど盛せい大だいに話の腰こしを折る、よくわからないものがあった。




【ご来場の皆みな様さまを恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれたあの『悪魔砦とりで』がさらにバージョンアップ！

　より恐怖を増し、より戦せん慄りつを深めた惨さん劇げきが、再びあなたを襲おそう！】

　ふむ。この看板の説明文を読むと、どうやらこのテーマパークで一、二を争う人気だった『悪魔砦』なる本格ホラーハウスがリニューアルオープンしたらしい。

【しかし、新しくなったのはそれだけではない！

「よく当たる」と大評判の占うらない師たち──当テーマパークが誇ほこるあの『占い十人衆』を、リニューアルした悪魔砦の中に配置！　まさかの合体だ！

　みごと彼らに会うことができれば、その場で占ってもらえるぞ！

（ゴールには、なんと十人衆のリーダー、カリスマ占い師『紅のコウ』が？）】

　ふむふむ。そして二大巨きよ頭とうのもう一方は占いの館で？　悪魔砦とは真逆のメルヘンチックな演出で女性を中心に、子供にも大人気だったと。

【さあ！　キミはこの脱だつ出しゆつ不可能な迷路を突とつ破ぱし、占い師たちに占ってもらえるかな？

（十人衆すべてに会えたキミには景品をあげちゃうゾ☆）】

　そこでこの春、さらなる集客アップを狙ってそのふたつをくっつけたと。

【　　　　　　　　　　　　　　本日までの脱出者数…………………………………０人】




　ってアホか───────────────いっっっ‼

「まさかの合体」ってまさかすぎんだろコレ！

　え、なに？　好評なものをふたつくっつけたら客が倍増するとでも思ったの？　どう考えたって混ぜるな危険だろコレ！

　ぶつかってるよね？　オバケ屋や敷しきと占いの館やかたってなんか雰ふん囲い気きは似てるけど、コレ明らかに客層がぶつかってるよね？

　オバケ屋敷を楽しみたいのに「よくぞここまでたどり着いた。さあ占ってしんぜよう」とか言われても鬱うつ陶とうしいだけでしょ？　むしろヌッと現れる占い師にビックリだわ！

　占い師目当ての人だって、フツーに占ってほしいだけなのになんで恐怖体験しないといけないの？　これから占いの結果で恐怖体験するかもしれないのに？

　しかも最後は脱出不可能な「迷路」って書いちゃってるよね？　コレあれでしょ？　ちょっと作りを迷路っぽくして出られない恐怖を演出してみたかっただけなのに、思ったより複雑にしすぎちゃったんでしょ？　しかもなぜかそこに自信を持っちゃったんでしょ？

　つか「本日までの脱出者」とか誇らしげに書いてあるけど！　０人ってのはやりすぎだから！　アトラクションとして成り立ってないから！　ゴールのカリスマ占い師ヒマすぎて自分のこととか占っちゃうレベルだよ？

「いったいなにを考えてるんだ……」

　まあ、確かに怖こわそうだよ。もともとその怖さで評判だったってのは外観からも伝わってくるレベルだし、それがバージョンアップしてるワケだしな。別の意味でも怖いけど。

　興味はそそられるが、こんなものユキハが行くはずがない。占いとオバケって、ユキハの嫌きらいなものをふたつ選んだかのように取り揃そろえてるじゃないか。

　──ところが。

「行くわよ。キミオくん」

「へ？」

　そのときユキハは、看板を見てなにかに気づいたような顔をして──いきなり俺の手を握にぎると、中へと突とつ入にゆうした。

「え、おい？　お前、オバケが苦手って言ってなかったか？」

「…………」

「おい、ユキハ？」

「ちょ、ちょっとだまままってて。しゃべ、しゃべ、しゃべっ」

「すでにアゴが外れるほどビビってんじゃねえか！　なんで入ったんだよっ？」

　あたりは真まっ暗くら闇やみ──もう引き返すこともできない。

　そうして惨劇の幕は、どういうわけだか切って落とされた。







「……え？　マジで？　マジでこのバカみてーなアトラクションをクリアしてきたの？」

　ちなみにそれがゴールにいたカリスマ占い師の第一声。

　なんかめっちゃ驚いてた。もう自分のもとには誰も来てくれないんだと、ふて腐くされていたらしい。

「お、おほん！　──よくぞ来た、迷える子羊よ。この千里眼がすべてを見通すぞよ」

　しかし彼はすぐにハッとして、いきなり雰囲気を作り始めた。プロだ。

　つか、この人はもしかしてアレか。正真正しよう銘めいの魔女を占うことになるのか。

　現実こつちでのアレコレにとやかく言うつもりはないけど、それって偽にせ霊れい媒ばい師が除霊に挑いどむようなものなんじゃ……。

「占い、イラナイ。そレより、クリア景品、出しナサイ」

「はい？」

「表の看板、書いてアッタ。ワたし、占い師全員、見ツケタ。さっさと、出ス」

　あー、やっぱそれが目当てだったのか。

　この想像以上に迷路だったオバケ屋敷の中を虱しらみ潰つぶしにするかの勢いで駆かけ回り、すべての占い師を捜し当て──たかと思えば「発見」とだけ言って、占い自体は拒きよ否ひしていた。

　そして今現在のユキハの顔色は、青を通り越こして洗いたての洗せん濯たく物もビックリなほどに真っ白だ。なんか言葉もカタコトだし。

　ったく。どんだけその景品が欲ほしかったんだよ。

「はい、キミオくん」

　けれどようやく外に出たとき、ユキハはクリア景品を俺に差し出した。

「え？」

「お礼よ」

「って……なんの……」

「お礼はお礼よ」

「だ、だからなんのだよ。お前の苦手なものをわんさかつめこんだこんなアトラクションをクリアした景品だぞ？　俺、なにかしたか？」

「～～～～～～」

　するとユキハは、耳まで赤く染めて──

「私なんかとデー……──こういうところに来てくれたお礼よっ！」

　そう言った。

「ちゃ、ちゃんとお礼したからね！　いいわね！」

　手て渡わたされたのは、やる気のない騎き士しのストラップ。

　最初にユキハが「俺にそっくり」と笑っていた、このテーマパークのマスコットキャラクターだ。
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　あのとき……俺が適当に言っただけの言葉を覚えていて。

「ユキハ……」

　まいったな。

　こいつは、間ま違ちがいなく。

　勝ち負けでいったら……俺の、大敗北だった。







　外に出たら、夕日が眩まぶしい時間になっていた。

「夕飯はどうする？　外で食べていくか？」

　気づけば、俺はそう尋たずねていた。寮りよう生せいは寮で夕食が用意されているから、本当は外食はいけないんだが……今日ぐらいは構いやしないだろう。

「いいわ。そろそろ帰って、〈継けい承しよう〉の準備をしないといけないし」

「……だよな」

　思わず「残念だ」なんて思ってしまう。普ふ段だんから頼たよりない財さい布ふがさらに頼りないことになっても、今日だけはなんでも奢おごってやるつもりだったんだが。

　……最後の〈継承〉の準備……か。

　その前にひとつ──ひとつだけ、ユキハに聞いておかなければいけないことがある。

　それは今日の収しゆう穫かくだ。結局、〈継承〉は成功しそうなのかどうか？

　正直、まあ、その……なんだ。楽しかった。

　あれほど暗雲立ちこめていたのが噓うそみたいに、こうして帰路についている今、今日一日が充じゆう実じつしていたと素す直なおに思える。

　それがりゆの言う「魔ま女じよと使い魔の関係」なのだとしたら──俺の一方通行になってしまっていないか？

　それだったら本末転てん倒とう。結局、〈継承〉は失敗に終わってしまうのだ。

「……どうなんだよ。その……〈継承〉は、いけそうなのか？」

　だからそんなふうに、少しだけ。少しだけ、返事を恐おそれるように聞いたのは。

　少しだけ──俺の中でのユキハって少女の扱あつかいが変わってしまったから。

　ユキハはしばらく黙だまって、それから。

「今日のこと、アンタがどう思おうと勝手だけど……」

　彼女が口にしたのは、本日お決まりのフレーズ。

　そうしてユキハは、その場でいきなりダッシュした。

　あっ、と俺が思ったときには、その背中はすでに遠く──

　けれど、その背中は急にくるりと回って。

「──初デートとしては、わ、悪くなかったわよ」

　夕日を背にした彼女の表情は逆光でよくわからなかったけれど。

　それからまたすぐに遠ざかっていく、彼女の背中を見つめながら。

　こみ上げた喜びは────……なくて。

　ただ「どうして」って。

　どうしてユキハは、あんな台詞せりふを口にしながら、泣いていたんだろうって。

　その涙なみだの意味が……俺にはわからなくて。
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　そうして迎むかえた最終日の夜。

　サーッ……と、扉とびらを隔へだてて聞こえる水音。

　雨音よりも優やさしく、そして温かみの感じられるそれは、シャワーの音だ。

　どうやら〈継承〉ってのは「清らかな状態」で行われないといけないらしく……その、なんだ。ただいまユキハさんは、シャワーを浴びておられます。

　寮には大浴場もあるわけなんだが、「精神を集中したい」という理由で各部屋に備えつけとなっている浴室を使っている。

　そりゃまあ他人が入っているとなるとそこはもう公共の場であって、ゆっくりと精神集中なんかできないってのはわかるんだが……。

　なんていうか、それを待っているときの男の子ってどうすればいいんですかね？

　さっきからずっとベッドの上で正座してるんですよ俺。なんかこうしてないといけない気がして。

　ユキハはこれまでも〈継承〉前の禊みそぎには、こうして部屋のシャワーを使っていたらしい。いつもひとりでいつの間にかに挑ちよう戦せんしていたからわからなかった。

　ちなみに〈継承〉はそれに挑む魔女がいればいいのであって、使い魔を同行させる必要はない。見ている分には構わないが、必要かといわれると、むしろ邪じや魔まだろう。

　禊の例と同じように、誰だれだって儀ぎ式しきを行う上では緊きん張ちようしているのだから、独りで集中したいものだ。

　──だというのに、どうして俺がここで待っているかというと、

「キミオくんも一いつ緒しよにいたいなら、いてもいいのよ」

　なんて、急にユキハが言い出したからだ。

　その言い回しはじつにユキハっぽかったが、さすがに最終日ということで少し心細くなったのか……。

　……帰り道でユキハが見せた涙の意味は……いったい、なんだったのか。

　もしかして……やっぱり〈継承〉はうまく行きそうもなくて……それで……。

「おまたせ」

　──なんて思考は。

　風ふ呂ろから上がったユキハを見た途と端たん、どこかに吹ふっ飛とんだ。

　思わず息を吞のんだ。湯上がりの、火ほ照てったその身体からだに。

　上気した肌はだは、まるではじめて人前に姿を見せた恥はずかしがりやの女の子の頰ほおのようで。

　なのに張りついた水すい滴てきを弾はじき飛ばすかのような弾だん力りよくは、とても強気で。

　けれど、それよりもなによりも──そこにあったのは清らかさ。

　まるで滝たきに打たれた聖者のような、神事に向かう厳おごそかな神性。

　普段のユキハが、星々の輝かがやきを持ち寄った奇き跡せきであるのなら。

　今のユキハは、その奇跡を再び星へと返すために地上で清められた巫女みこのような──

　だから、俺が言うべき台詞は。

「──お待ちしておりました、ご主人様」

　彼女の忠実な従者としての、その台詞しかない。

　ユキハもまた苦く笑しようしつつも、静かに頷うなずく。その態度に俺は安あん堵どする。

　きっとあんなの俺の気のせいだ。

　──さあ、いよいよ最終日。

〈星結ゆいの儀式〉の始まりだ────！







〈継承〉は学園内にある、とある場所で行われる。

　この女子寮からは離はなれているため、俺たちはそこまで歩いて向かわなければならない。ここからなら途と中ちゆう、近道となる校舎を経由して行くのが一番だが──

　と、道筋を頭に描えがきながら、護衛よろしくユキハの先導を務めていた俺だったが。

「ユキハ？」

　振ふり返れば、いつの間にか彼女はその足を止めていた。

　いや──彼女は、俺たちの部屋から出てもいなかった。

「どうかしたのか？」

　うつむいたままのユキハに問いかけたとき、彼女は──そのまま踵きびすを返してしまった。

　俺が慌あわてて追いかけたのと、ユキハが再び浴室に飛びこんだのは、ほぼ同時。

「来ないで！」

　その叫さけびとともに、勢いよく扉が閉められた。

　いったいどうしたんだ──？

　真っ先に浮うかんだその問いを口にすることができなかったのは。

「……お願い。来ないで……」

　その声が、泣き声だったことに気がついたから。

「あっちへ……行って」

　かすれた声でユキハが言った。すりガラスの向こう側で、しゃくりあげるような息いき遣づかい。

　しばらくそのまま呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできなかった俺だが、やがて──

　扉を背にして座りこんだ。

　そうしていると、いつしかユキハも同じようにしていることに気がついて。

　──俺たちは扉一枚を隔てて、お互たがいの背中を預けるように座っていた。

「…………」

「…………」

　ただ、静かに時が流れていく。

　俺はなにも言わずにそのまま座っていた。

「……キミオくん……まだそこにいるの……？」

「ああ、いるよ」

　いつしか届いたユキハの声は、さきほどよりは幾いく分ぶんかしっかりしていた。

「……悪あく趣しゆ味みね。女の子が泣いているのを側そばで見物なんて」

「レアだからな。お前が泣いてるところなんて、なかなか見られるもんじゃない」

「バカ」

　ユキハは少しだけ笑った。

　それでもやっぱり、その声は重たい。

「……あっち行けって……言ったでしょ」

「そうだな」

「たまには従いなさいよ。私の使い魔でしょ」

「…………」

「……聞いてるの？」

「聞いてるけど従えない。使い魔失格だな」

　それからまた。しばらく、静かな時が流れた。

　けれど。

「じゃあ……」

　今度の空白はさっきよりも短かった。

「……そのまま聞いてなさいよ」

　ユキハのその命令に、俺は「了りよう解かい」と答えた。
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　──「失格なのは自分の方」と、ユキハは言った。

「キミオくんは失格なんかじゃない。やっとそれに気がついたの」

　魔女と使い魔の関係以前の問題だったと。

　ずっと────本当は〈継承〉なんかしていなかったと、ユキハはその声を嗄からした。

「自分でもわかっていなかった。〈継承〉を行うたびに失敗するって……そう思ってた。でも違ちがった。やっとそのことに気づいた。私は……この儀式を終えるための最後の言葉を、ただの一度も唱えていない」

〈継承〉を行うふりをして、いつも無意識に最後の一工程を飛ばしていた。

　それを唱えたら、結果が出てしまうから。

　結果が。

　りゆが以前言っていたように、この儀式は本来、失敗するようなものではないから。

「……怖こわかったん、だ。逃にげたかったん……だ」

　本当は、自信なんかなかったんだ、と。

「私が……私なんかが、姉様と同じことができるはずがない……！」

　姉が憧あこがれだった。

　ずっとずっと姉のようになりたかった。

　才能豊かな姉の背中を、幼いころからずっと追いかけてきた──

　けれど、その背中が突とつ然ぜん、目の前に迫せまってきたとき。

　妹は恐おそろしくなった。

「〈旧家〉以外ではじめての十二魔ま女じよなんて……そんな重荷、私なんかが背負えるはずが……ない」

　それは魔術界の歴史を塗ぬり替かえる大事件。

　だから──

「……キミオくんのせいに、したんだ」

　その呟つぶやきこそが、彼女の独白の中でなにより重たく響ひびいた。

「偉えらそうなことを言っていたくせに……なんて卑ひ怯きよう者……！　そうだ。私が普ふ段だん、キミオくんに頼たよらなかったのは……怖かったから。いつも怖かった。なんでそんなふうに思うのかわからなかったけど、今ならわかる。私、私は……」

　ぽつり、と。

「キミオくんがカッコよく活かつ躍やくしたらどうしようって、いつも怯おびえていたんだ……！」

　まるで涙なみだが零こぼれ落ちるような声。

「そしたら私のせいってわかっちゃうから……そういうことなんだ。そうだ。私は……」

　一度泣いてしまえばもう抑おさえは利かないかのように、あとはただ、謝罪の言葉だけが響いていた。

　ごめん、と。

　ごめんなさい、と。

　何度も何度も──

「私、私、今日のこと、嬉うれしかった。キミオくんがデートしてくれて、ほんとに嬉しかっ……から、だから、今日は絶対に成功するって思った。思ったの。思ったらわかっちゃった。私は、私は今まで、〈継承〉をするふりをしていただけだったんだって」

　それがユキハの告白だった。

　話し終えるのを待って、俺は尋たずねた。

「終わりか？」

「……はい」

「そうか。なら、ちょっとだけ待っててくれ。野や暮ぼ用ができちまった」

　唐とう突とつなその言葉に、ユキハは面食らったようだった。

　俺の瞳ひとみに映っていたのは、この寮りようから見える俺たちの教室──それは、これから向かう予定だった校舎を経由した道の途中にある。

　そこに見えた人ひと影かげ。

　その瞬しゆん間かん、今日までの出来事の様々な断だん片ぺんが繫つながって──俺にひとつの結論を与あたえた。

　薄うす暗ぐらい教室を俺が遠目に見ていることは、ユキハにはわからなかっただろう。戸と惑まどう彼女に俺は告げた。

「だから帰ってきたら、今度こそ一いつ緒しよに〈継承〉を終わらせに行こう」

「え……？」

「ま、俺のご主人様のことだ。俺が帰ってくるころにはその程度のこと、さっさと終わらせちまってるかもしれないが──」

「な、なにを言って……」

「ユキハ。俺はお前がどうして自分を卑ひ下げしているのかわからない。お前とお前の姉さんとの関係がどんなものだったのか、俺にはわからないけど──俺は、尊敬する姉の名前を汚けがさないように意地を張り続ける、気高い魔女を知っているから」

「……怒おこって……ないの？　だって私、キミオくんのこと……！」

「怒る？　なにをだ？　主人の盾となることが誉れの使い魔が、ようやくご主人様の心の盾になれたらしいと喜んでるってのに」

「…………」

「──ユキハ。心配しなくても、俺はずっとカッコ悪いままさ」

「え？」

「いつまで経っても活躍なんかしない、使えない使い魔のままだ」

　やっとわかった。この娘この話を聞けてよかった。

　普段の俺は、使えない使い魔と言われてきた──誰だれも俺に期待なんかしなかった。

　俺が活躍するなんて考えられないって、誰もがそう思っていたんだ。

　けれど、この娘はそれをずっと恐れていたという。

　それって。

　誰より俺のことを信じていてくれたのは、この娘だったってことじゃないのか──？

「使えない俺だけれど、お前は必ず守るよ。だって俺は、お前の使い魔なんだからな」

　そしてだからこそ、俺は今度こそ伝えなければならない。

「──戻もどったら聞いてくれるか。俺がお前の使い魔になった理由わけを──」

　そうして俺が部屋を出ようとした、そのとき──閉とざされていた扉とびらが開いた。

「ま、待って。待っ……て……」

「なんだ？　ユキハ」

「ありがとう……キミオくん」

「あのさ。その『キミオ』って呼び方。本当は俺、ずっと嫌いやだったんだ」

　俺がそう言うと、ユキハはハッとした。

「ごっ……ごめん」

「でも今、それは別のものに変わった」

「え？」

「──俺の名はキミオ。射手座の十二魔女、東あずま雪ゆき羽はの〈使い魔〉」

　それは女王に跪ひざまずく騎き士しの宣せん誓せい──

「この名前キミオは、俺の誇ほこりだ」

　そして俺が、「使えない使い魔」でいることの証あかしだった。
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　俺が訪おとずれたのは教室。

〈継承〉を行うためにユキハが寮を出たのなら、必ず経由することになる校舎の通り道に面している──俺たちのクラスだった。

　俺は、そこにいた人物に挨あい拶さつする。

「よう、りゆ」

「おっ、キミオちゃん。いよいよかい？　いやー、今日で最終日って思ったら、なんだかいてもたってもいられなくって。ついここで待って──」

「──ひとつ、教えてくれるか？」

　そうして俺は用意されていたのであろうその台詞せりふを制し、そしてやや躊ちゆう躇ちよを覚えつつも、こう尋ねた。

「お前がユキハに近づいたのは──〈旧家〉の人間としてあいつを狙ねらうためか？」

　その真相を口にした瞬間、なにかが壊こわれたような音がした。

　それは腹にくる、とても嫌な音をしていた。

「……なんの話？」

「言わなきゃダメか？　できれば、くどくどと犯人を追いつめるような真似まねをお前相手にしたくはないんだ」

「なんでそんなふうに思うの？」

「なんで？　なんでって、そんなの──」

　それは、とても簡単な話だった。

「そんなの、お前が友達だからに決まってるだろ」

「……理由にならないよ」

「そうか？」

「…………」

「……なら、理り屈くつを言ってやるよ。お前は言ってたよな。『〈継承〉は本来、失敗するようなものじゃない』って。確かに本来はそうかもしれない。でも、ユキハはうまくいってなかった。本当にうまくいってなかったんだ」

　しかし「彼女たち」はそう思わなかった。

「なんらかの狙いがあって〈継承〉を引き延ばしている」と、そう思った。

　だからその狙いを探さぐるために、副委員長の──ユキハを狙っての襲しゆう撃げきがあった。

「でも、やがて確信した。東雪羽の〈継承〉は本当にうまくいっていない、と」

　りゆが俺に噓うそをついたのも──焦あせるように仕向けたのも、すべてそれを見み極きわめるためだ。

　別に噓だとバレたって、「勘かん違ちがいしていた」ですむ話なのだから。

「さらに、正体不明の使い魔の存在。だから方針を切り替えた。しばらく様子を見ようと──そしてその確信を持てたのは、りゆ。俺たちとずっと一緒にいたお前だけだ」

「……そんなのあたしじゃなくても、こっそり監かん視しでもしてればわかることじゃない？」

「本当にそう思うか？　ならお前、どうして副委員長の襲撃があった次の日、昨日はユキハが寝つくのが遅かったなんて知ってたんだ？」

「え……」

「前日のことは俺に話を聞いてはじめて知ったんだったよな？」

「あ、あれ？　キミオちゃん、そう言ってなかったっけ？」

「悪いが、あの夜の話はあんまりしたくなかったんでな。俺がユキハの部屋に住むことになったあたりで、言葉を濁にごしたんだ」

「そう……だっけ」

「──いったい誰から聞いた話と勘違いしたんだろうな？　知ってるのは、俺とユキハと──それから、寝る前から忍しのびこんでいた副委員長くらいのものだろうに」

　りゆは明らかにたじろいでいた。畳たたみかけるなら今だ。

「まだ惚とぼけるなら、もうひとつ言ってやろうか？　調べさせてもらったよ。斑まだら保ほ家──あまりに遠とお縁えんなのでほとんど知られていないが、これもまたれっきとした旧家のひとつだ。お前、なんでそのことを隠かくしていた？」

「…………」

「なにか言いたいことはあるか？　斑保りゆ」

「……ごめんね。君月秋生くん」

　そう言ったりゆの指先が宙をなでた。

　チリン、といつもの音を奏でながら。

　なんらかの星座かたちが描えがかれると同時に、唱えた言葉──

「──魔術展開クラリオン」

　りゆの手が揺ゆらめいていた。

　我ながら妙みような表現だとは思う。けれど、そうとしか言葉を選べない。

　彼女の手の平にあったのは、周囲の空気が揺らいで見えるほどの──赤い熱。

「あたし、噓ついてたの。本当はもうずっと前から、〈魔ま女じよ〉だったんだ」

　はじめは手の平ですっぽりと覆おおえるほどの大きさだった炎ほのおは、瞬またたく間に手の平から溢あふれだすほどの大きさに成長した──それは、火か炎えんの魔術。

「そんなこと気にするなよ、りゆ。俺もお前にずっと黙だまっていたことがあるんだ」

　俺とりゆの間には、教室の端はしから端までの距きよ離りがある。

　それはまるで、今の俺たちの間に生じた心の距離であるかのように。

　──その距離を。

「えっ……！」

　たった一息で詰つめた俺にりゆが驚きよう嘆たんしたのは──無理からぬことだっただろう。

「悪いが、いつもの俺とは思うな」

『疾はやさ』を活いかした戦い方こそが魔女との戦せん闘とうにおける最大の優位性アドバンテージの保有になるということを、俺は知っている。

　なぜなら、魔女は魔術が完成したその瞬間には、すでに攻こう撃げきを終えているからだ。

　ならば、詠えい唱しようする間さえも与えない──魔女では追いつけない領域へと。

「くっ……」

　苦しまぎれに火球をぶつけようとする、りゆ。

「──無む駄だだ」

　先手は俺が取った。今から投げても、俺に着ちやく弾だんさせることはできない。

　りゆもまた、使い魔を持たないタイプなのか──邪じや魔まが入ることもなく、振ふり下ろされようとしていたりゆの腕うでは、すでに俺が押さえている。

「ユキハだったら、別の道から行ってもらったよ。ずいぶんと遠回りになるが、ここを通らなくても他に道はあるからな」

「全部お見通し……ってわけ？」

「お前の狙いはわかっている。姉と同じように十二魔女になってしまった妹ユキハの拘こう束そく──違うか？」

　だが、ここまでならすぐにわかる。俺は「それから」と続けた。

「それから、東卿ヘル・アズマの居所をつかむため──といったところか？」

　息を吞のんだりゆの表情が、俺の問いを肯こう定ていしていた。

「これは俺の勘かんだがな、お前たち旧家はユキハの姉、東卿を捕つかまえられなかったんだ。もし捕まえているのなら、こんなふうにコソコソとせずに、もっともらしい理由をつけてユキハを拘束してしまえばいい──なにせお前たちは〈旧家〉なんだからな」

　それができないのは、東卿に逃にげられてしまったからだ。妹から居所を聞き出そうにも、迂う闊かつな動きを見せれば東卿に悟さとられてしまうと──

「……キミ、本当に……君きみ月つき秋あき生おくんなの？」

　りゆの表情が引きつっていた。

「なに、この存在感……あたしの知ってるキミとはまるで別人。ここにいるだけで圧あつ倒とうされそうな……」

　……だから嫌なんだよな。本当の力を出すの。

「すごいね。みんなにバカにされてたのに……ほんとはそんなにすごかったんだね」

「…………」

「だけど──使い魔じゃ魔女にはやっぱり勝てないんだよ」

　瞬しゆん間かん。りゆが大きく息を吸いこんだ。

　次いで生じたのは──炎えん熱ねつの抱ほう擁よう。

　りゆが口から噴ふき出した炎の渦うずが、俺の全身を吞みこんだ──！

「東雪羽を守る正体不明の使い魔は、恐おそろしく動きが速い──そう報告が上がっていたのに、なんの対策もしてないワケがないでしょ？」

　あからさまな火球など、ただの囮デコイ。

　速さでは敵かなわない。だから間合いを詰められる前提で、すでに呪じゆ文もんを唱えていたのだ。

　見事な戦術だ──けれど。

　勝利を確信した炎の魔女は見ただろう。

　哀あわれな犠ぎ牲せい者を包みこんだはずの炎が、触ふれる寸前に霧む散さんしていく様を。

「そんな……！　あたしの《龍炎息ドラゴンブレス》が効かないなんて……！」

〈龍座ドラコ〉──それは火炎の支配者。

　八十八の星座の中には炎を操あやつることを得意とする星座がいくつかあるが、〈龍座ドラコ〉はその最上位に位置する星座といわれている。

　たとえば体勢を立て直すや否いなや、すぐさま俺との距離を取るべく間に出現させた炎の壁かべ。

　まるで手足のように火炎を操る──まさに支配者の名に相応ふさわしい。

「けど悪いな、りゆ。俺には通用しない」

「そんな斬きれもしない短たん剣けんでなにができるっていうの？」

　りゆに指し摘てきされた通り、俺が握にぎっていたのはあの短剣──「なんの役にも立たない」とユキハに太たい鼓こ判を押された、あの研とがれてもいない短剣だ。

「斬れない？　こいつが？　そいつは大間違いだよ、りゆ──」

　見上げるほどに高く、ぶ厚い炎の壁にも構わず、俺は一歩を踏ふみ出した。

　手にした短剣は、いつの間にかにその姿を変えている。

　あまりにも長身で、刃はは狭せまく鋭するどく、片手でも両手でもいかなる用よう途とにでも対応できるよう設しつらえられたそれは──長剣、汎用剣バスタードソード。

　装そう飾しよくばかりで実戦的ではない短剣など見る影かげもない。

「──こいつは、魔術ごと魔女を斬っちまうんだぜ」

　そして宣言通り、俺は斬っていたのだ。

　りゆの生み出した炎の壁を──否。

「──《魔術切断セイバー》──」

　彼女の〈魔術〉、そのものを──




　　　　３




　──〈龍座ドラコ〉の魔女、斑保りゆは思い出していた。

　君月秋生キミオがしたことはいったいなんなのか？

　それは思い出したというよりも、ようやく思い至ったという方が正しいだろう。

　なぜならそれは、記き憶おくの図書館にある辞典をあらかた引っくり返したところで、そう簡単に思い至るようなものではなかったのだから。




　──〈禁きん呪じゆ〉。




　図書館の最奥。普ふ段だんは決して使われるはずのないその部屋に、かの文ぶん献けんは眠ねむっている。

　曰いわくそれは「あまりにも危険だったがために封ふう印いんされし魔術」であり──「なんらかの理由で現代に伝わらなかった魔術」であるという。

　あらゆる理由で「歴史から抹まつ消しようされた」魔術──それこそが。

　それは言い換かえれば、「今はもう存在しないはずの」魔術。

　その中のひとつに、「魔術を斬る魔術」が存在したという。

　概がい要よう程度しか現代に残っておらず、また彼女に閲えつ覧らんが許されるような程度レベルの本には詳くわしい内容が載のっていたわけではないので、確かなことは言えないが──間違いない。

　君月秋生キミオが操ったのは〈禁呪〉だ。

　りゆの魔術は効いていなかったのではない。キミオに当たっていなかったのだ。

　いつの間にかに形状かたちを変えていた、あの剣によって斬られていた──

　この現代で、失われたはずの魔術を再現した。

　それ以外に、彼が行ったことの説明はつかない。




　つまり、キミオは〈使い魔〉ではなく──

「星に選ばれた〈魔女〉」

　けれど、存在するはずのない──

「〈男の魔術師ウオーロツク〉」

　しかも、彼が操るのは──

「〈禁呪〉」

　──何者か。

　彼はいったい、何者だというのか──？




　　　　◇




「……強いね、キミは」

　仰あお向むけに倒たおれたりゆは、もうしばらく動けないままだろう。

　俺の短剣ダガーはこの汎用剣バスタードソードの形状となったとき、《魔術切断セイバー》の効果を発揮する。

　炎熱であろうが電でん撃げきであろうが、それが魔術によって生み出されたものであれば形の有無を問わずに、斬り裂さき無効化することができる──そういう〈禁呪〉だ。

　ゆえにこの汎用剣バスタードソードは、魔女本体に使用することでもうひとつの効果を発揮する。

　それは人体を傷つけることなく、魔女そのものを無力化するという効果だ。

「りゆ。どうか答えてくれ──ユキハに近づいたのは、いったいなんのためだ？」

「…………」

「りゆ……」

「キミは強い。けど……いくら強くたって、あの人には勝てないよ」

「あの人？」

「うん。あたしのご主人様」

　ご主人様……？

「まさかお前、そいつに脅おどされてこんな真似まねを……？」

「……まだそんなことを言ってるの？　あたしはね、はじめから東雪羽の様子を探さぐるために彼女に近づいたの」

「…………」

「キミと仲良くなったのも、キミが彼女の使い魔だったからだよ。それ以上の意味なんてない」

「……そう、かよ」

　唇くちびるを嚙かみ締しめていたことに気づいたのは、それからややあってのことだった。

「──くだらねえ」

「え？」

「くだらねえって言ったんだよ。いったいユキハの姉さんが、なにをしたってんだ。ただ『自分たち以外は十二魔ま女じよになれない』なんて調子に乗ってた高こう慢まんちきな旧家連中の鼻っ柱を、真っ向からへし折ってやっただけじゃねえか。なのにこんな──」

「なにを言ってるの？　それが罪なんだよ」

「罪だと？」

「そう。『栄光の窃せつ盗とう』という名の罪」

「お前……」

「栄光はいつだって旧家と共にあったのに──かの罪深き魔女は、それを強ごう奪だつした。その罪は大きい。なにせ旧家に唾つばを吐はいたのだから」

　それからりゆは、こう告げた。

「──なにより罪深いのは、凡ぼん人じんたちに夢を与あたえたこと。旧家に在らざる血筋であっても栄光の頂点に立てるのではないかと、叶かなわぬ夢を見せたこと──」

「ふざけんな！　だったらユキハはどうなるんだよ！　あいつはただ、いなくなった姉から十二魔女を継ついだだけじゃねえか！」

「そう、継いだ──姉の犯した『罪』を継いだ」

「ふざっ……け……！」

「わかってないな。そういうことじゃないんだよ」

「は……？」

「正論なんてどうでもいいの。肝かん心じんなのは、〈旧家〉の尊厳が傷つけられたということ。魔術掛がかりの家に生まれたに過ぎないただの凡人が、〈旧家〉の威い光こうに泥どろを塗ぬってしまったということ」

「…………」

「キミは──〈旧家あそこ〉がどれだけ恐ろしいところか、まるでわかっていないんだね」

「なんだよそれ。王様だとでもいうのか？」

「そう、まさに王様だよ──」

　──そのとき、遠くの空に閃せん光こうが走った。

　夜空を切り裂くかのごときその強きよう烈れつな閃光は、まるで天上の星々が地上に住まう人々のもとに特別な橋を架かけたかのような──光の糸をいくつも編み合わせた、煌きらめく道。

「どうやら、東雪羽の〈継けい承しよう〉が成功したみたいだね」

　もしかしたらと思っていたものを、りゆの呟つぶやきが肯こう定ていした。

　あれが〈星結ゆいの儀ぎ式しき〉の成功。

　では今、ユキハは〈人馬宮サイン〉を受け継ぎ──正式な〈射手座サジタリウス〉の魔女となったのか！

「残念だったな、りゆ。これで旧家の目もく論ろ見みは失敗だ」

「そうだね」

「……？」

　その口くち振ぶりが引っかかった。りゆにはまるで残念がる様子もなく──いや、それどころか……。

「まさか……！」

　俺はようやく己おのれの間違いに気がついた。

　逆、だ──すべては逆だったんだ。

　旧家はユキハの〈継承〉を妨ぼう害がいしようとしてたんじゃない。

「気づいたみたいだね。そう、あたしたちの目的は〈継承〉の成功だったんだよ」

　なぜならユキハは、〈継承〉を最後までやり遂とげていなかった。

　途と中ちゆうまで進めておきながらも最後の一工程だけは飛ばして──やはりその様は旧家にとって「〈継承〉を引き延のばしている」ように見えたのだろう。

　だから旧家は、ユキハを焦らせようと──「自分を狙ねらっている存在がいる」とアピールしたのだ。それが副委員長、黒くろ川かわ真ま澄す美みの役割だった。

　そうまでしてユキハの〈継承〉を成功させたかった理由とは──

「お前たちは最初から、〈人馬宮サイン〉が完成されるのを待って……！」

「そう、奪うばうため。あたしはそのときに邪じや魔まが入らないようにするためにここにいた──もっとも、始まる前からこの様だけど」

　旧家の本当の狙いは──〈継承〉の成功によって物質化される〈人馬宮サイン〉。

　しかし〈宮サイン〉とは、十二星座に選ばれた魔女だけが使用を許される、特別なもの。奪うような真似は誰だれにもできない。

　──ただひとりを除いては。

　それは十二星座の最初の宮──最初であるがゆえに「他の十二魔女のサインを預かる」役目を持つ者。

「預かれる」ということは、つまり「奪える」ということ。

「だから呼ばせてもらったよ。いくらキミでも、あたしのご主人様には絶対に勝てない」

　チリン、と。いつの間にか窓際に立っていた人ひと影かげ。

　月明かりを受けて光るその腕うでのブレスレットには、ベルが──ぞっとした。本当に、いつの間に。

　りゆの言う通り〈旧家〉が王だとするならば、そこには軍隊が存在する。

　なによりも強く。誰よりも勇ゆう壮そうで。何者にも決して屈くつしない。

　この世界の王に絶対の忠誠を誓ちかった、この魔術界せかいで最強の騎き士したちが。

「お前、は……」

　ならばそれは、王の威光を守るために遣つかわされた断罪の使者に他ならない──

「──男の魔術師ウオーロツク。そんなものが存在するなんて」

「委員……長」

〈牡羊座アリエス〉の十二魔女、焰ほむら悠ゆ里り──！

「なるほど。その剣けんに〈禁きん呪じゆ〉が込こめられているというワケですか」

　委員長は俺が手にしていた汎用剣バスタードソードを一いち瞥べつする。

「魔術の切断──つまり『魔力の切断』を行い得るのが、〈禁呪〉としてのその剣が持つ効果ですね。確か、《魔術切断セイバー》……でしたか？」

「……！」

〈魔術〉とは星との対話によって成り立つもの──




　Ⅰ──術者が契けい約やく星座に魔術を要よう請せい。

　Ⅱ──契約星座がそれに応えて魔術式を送る（呪文はこのときに生じる「間ラグ」を短くするために唱えるもの）。

　Ⅲ──術者に届いた魔術式は術者の体内の魔力を消費して魔術を起こす。




　これが基本的な流れであるが──もしもこのとき、術者の体内に魔力がなかったら？

　当然、魔術は発動しない。

　魔力とは魔術を扱あつかう者にとっては血液にも等しい、体内をめぐる命の源なのだ。

　では、この魔力の流れが、一時的にせよ断たれたら──？

「魔女は動けなくなる。同じ理由で、すでに放たれた──構築済みの式であっても無意味となり、霧む散さんする。なるほど。《魔術切断セイバー》による『魔力の切断』は一時的な効果とはいえ、対魔女用の武器としては最強といっていいですね」

　……へえ。見み抜ぬいたのか？　……たった一度見ただけで……？

「では、お尋たずねしますが──あなたにこの〈牡羊座アリエス〉の炎ほのおが斬きれますか？」

　炎──？

　驚おどろいたことに、委員長の腕から発せられたのもまた炎だった。

　りゆの炎との違ちがいは、その色が蒼あおいことだったが──容易たやすい。炎なら斬れる。

　それは〈龍座ドラコ〉の炎をも切断したことで実証されている。

　なんのつもりかはわからないが、火か炎えんの支配者である〈龍座ドラコ〉の炎さえ断ち切ってみせたこの剣の前では、そんな魔術は無意味だ。

　──なのに。

「えっ……？」

　斬れていない。

　切断できていない──ただ、弾かれただけだった。

「そんな馬ば鹿かな……！」

　俺は再び、委員長の蒼き炎に刃はを突つき立てる。しかし、結果は同じだった。

　斬れない。先せん端たんすら食いこんでいかない。

　硬かたい──いや。

「炎が、こんなっ……に、『重い』なんて！」

「あなたはなにもわかっていないということです。十二魔女を相手にするということが、どういうことなのか──『サインを持つ』ということが、なにを意味するのか」

「切断」どころじゃない。これでは「刃を通す」ことさえできない！

「斬れないでしょう？　だってわたしの《蒼炎メサルテイム》は、わたし自身を焼き焦こがしているのだから」

　──そうして俺は知ったんだ。

　どうして「ただ星に選ばれた程度の魔女では、十二魔女には決して敵かなわない」などといわれているのか。

「〈牡羊座アリエス〉の炎は自分自身を燃やす炎。他のなにかではない、自分自身を──つまり、この身体からだから魔力が離はなれるということはない」

　確かに言う通り、その炎は身体から伸びたままで離れていない。

「あなたのご自じ慢まんの〈禁呪〉でも、魔力を断つことはできません」

『火炎の支配者』だからといって、火の世界の頂点に立っているわけじゃなかった。

　支配者もまた、もっと大きな支配者の影かげに過ぎない──魔王と聞いて敵の頂点だと思いこんでいたら、じつはその背後には大魔王が控ひかえていたように。

　火の世界の頂点には、蒼き灼しやく熱ねつの皇こう帝ていが君臨していたのだ。

「これが十二魔女の力──あなたのその剣が断たてるのは、〈サイン〉を持たない普ふ通つうの魔女の魔力だけです」

　その言葉がまぎれもない事実なのだと、目の前の現実が教えている。

「それからもうひとつ。あなたがこれまで正体を隠かくし続けることができたのは、その剣の──もとの形状である短剣ダガーの効果ですね？」

　そして、すべてが丸まる裸はだかにされていく。

　ユキハには「ただの鉄てつ塊かい」と詰なじられた短剣ダガー。しかし、この短剣ダガーは研とがれていないからこそ──武器として役に立たないからこそ役に立っていた。

「その短剣ダガーには《魔術切断セイバー》とは別の禁呪の効果がある。それは──《存在切断シーフ》」

　委員長は告げた。剣としては鈍ナマクラ。その刃は何ひとつ斬きることはできない。

　その代わり──それを身につけた者の存在を切断する、と。

「存在──あなたがそこにいるということを、誰かが認にん識しきするということを、その短剣タガーは切断する。ある、きっかけによって」

　……まいったね、こりゃ。

「それは鞘さやから抜ぬかれたとき──いえ、恐おそらく正しくは『戦せん闘とうのために』抜かれたとき。戦闘を用よう途ととしてその短剣ダガーが抜かれたとき、《存在切断シーフ》はその効果を発揮する」

　そして、俺の存在は誰にも認識できなくなる──

　目には見えていても実体がとらえられない。声が聞こえていても記き憶おくの中の人物と結びつけることができない、と。

「そして、それがスイッチ。その瞬しゆん間かんから、あなたは〈魔術師ウオーロツク〉となる──今はアクシデントかなにか──どういうわけか、《存在切断シーフ》の効果が表れていないようですが」

　認めるしかない。この絶望を。

「《存在切断シーフ》の短剣ダガーに《魔術切断セイバー》の汎用剣バスタードソード……つまり、あなたは剣の伸しん縮しゆくによってふたつの禁呪を使い分けていた。〈禁呪剣〉……とでも言うのでしょうか？　見事なものです。しかしだからこそ、あなたは日ひ頃ごろ、自分の力を隠していた──」

「……まあ、だいたい合ってる」

　魔女がどれだけ恐ろしい存在なのか。

　その頂点に君臨する十二魔女が、いったいいかなる奇き跡せきの具現なのか。

　……骨の髄ずいまで思い知らされる。

「だいたい？　ああ、確かにあなたがその力を隠してきた、一番の理由は違うでしょう。──なぜならあなたの力は、〈魔ま法ほう〉を犯す行こう為いなのだから」

　そう。星が選ぶのは、いつだって女の子──そのことは〈魔法〉にも記されている。

　そこには男の記述がひとつもない。

　男の魔術師の存在など、はじめから考えられてもいないのだ。

　では、もしもそんな存在が現れてしまったら──？

　その答えは明白。

「あなたは、その存在そのものが『罪』」

　俺はこの魔術界にとっての異分子アウトサイダー。

「残念です。罪とが人びと──男の魔術師ウオーロツク。禁呪使い、君月秋生」

　そして俺は、その腕から伸びた青白い劫ごう火かに抱ほう擁ようされていく。

「──ごきげんよう──」

　二人目の炎の魔女は、汗あせひとつかくことなく。

　氷のようなその眼まな差ざしで、意識を閉とざした俺に熱のない別れを告げた。
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　星の儀ぎ式しきを執しつ行こうする場所──〈天望台アストロラーベ〉。

　その石造りの建物は、学園敷しき地ち内の一角にまるで神しん殿でんのように鎮ちん座ざしていた。

　内部は球状になっており、天てん井じよう、壁かべ、床ゆかにいたるまで星図が描えがかれている。

　星図とは天球における星々の位置を記したもの。つまり、地上から見た星空の地図だ。

　だから〈継けい承しよう〉を行うその場所は──まるで、宇宙の縮図であるかのようだった。

　そこで起きた、今から数分前のこと。

「〈星結いの儀式〉を始めるわ──」

　ようやくそこへと到とう着ちやくしたユキハ。本来なら失敗するようなものではない──その言葉通り、儀式自体はじつに簡単なものだった。

　ただ己おのれの契約星座に向かい、誓うだけ。

　けれどその誓いこそが、彼女にとってはなにより困難な事こと柄がらだった。

　誓ちかってしまえば始まってしまう。姉と同じ道が。自分のような不出来な妹に、姉と同じ道が歩けるはずがない。

　だから彼女には、一度としてその誓いを最後まで唱えきることができなかった──

　しかし今、彼女は誓った。その背中を守ってくれる者が現れたから。

「守る」と、そう誓ってくれる者が現れたから。

　だから彼女も誓うのだ。

　主人として恥はずかしくないように前を向いて──己の星座と向き合って。

「我は今代の〈射手座サジタリウス〉が十二魔女、東雪羽。我は誓う。人馬宮こそが我が宮であると。我は刻む。我が宮に我が名を。ゆえに我らこそが、人馬一体なり────！」

　次の瞬間、繫つながった──と、そう確信した。

　いつもの空路とは違う特別な道。夜空にかかる黄金の架け橋アーチ。

　それは自分と人馬宮サインとを繫ぐ道だと、理り屈くつではなく理解した。

　そしてその光の渦うずの中に、ひとつの物体が現れた──それこそが。

「私の……〈サイン〉……」

　サインは本来、形のない存在。そのため、この物質界に顕けん現げんする際に具現化される。

　どのような形で具現化するかは星座によって異なるが、魔女と星座とを結びつける形状を取るとされる──

〈射手座サジタリウス〉のそれは、「弓」の形をしていた。

　まさに星を材料に鍛きたえ上げたかのような、光り輝かがやく、その雄ゆう姿し。

　手を伸のばしてそれを──ぐっと握にぎりしめる。力強い波が流れこんでくる。

　そしてなにより、喜びが湧わき上がってくる。

　その喜びを──今、真っ先に伝えたい相手がいた。

「──それが〈射手座あなた〉のサインですか」

　そこへ。チリン、と、いつの間にか点っていた蒼い炎。

「焰……さん？」

　ユキハは咄とつ嗟さに自分のクラスの委員長──焰悠里との距きよ離りを取っていた。

　まるで対たい峙じするかのような、十じゆう分ぶんな距離を。

「……いい判断です」

　ユキハは気づいたのだ。それが『敵』であると。

　それは、常に旧家を敵視していたからこその直感だったのだろうか。

「説明するまでもないようですね。では、あなたが完成させたそのサイン──旧家われわれが回収いたします」

「『回収』……ね。嫌いやだって言ったら？」

「──力ずくというのも嫌きらいではありませんよ？」

　悠里が冷れい徹てつに、けれど不敵にそう告げた。その、瞬間。

「ふっ……ふふっ、ふふふっ……！」

　堪こらえきれなくなった様子のユキハの笑えみが、部屋中に溢あふれ出した。

「ちょっと……待ってたかも、こういうの。これ、遠えん慮りよなく旧家アンタたちをぶっ飛ばせるって状況シチユエーシヨンじゃない？」

「なるほど。常つね日ひ頃ごろからあなたの旧家に対する態度には目に余るものがありましたが──この状況でそれとは。たいしたものだと褒ほめるべきでしょうか」

　対峙はほんの一瞬。

「先手必勝──！」

　弓に矢をつがえた瞬間さえ、最初から存在しなかったかのごとく。

「──《隠矢アルナスル》──」

　高速で装そう塡てんされたユキハの一いつ閃せんが、大気に迸ほとばしった。

「え……」

　けれど、驚おどろきの声を上げたのはユキハの方。

　いつものように放たれた見えない《隠矢アルナスル》は、今日まで彼女が扱あつかったどんな魔術とも比べものにならない威い力りよくを持っていて──

　正確に悠里を狙ねらった一閃は──しかし、彼女の身体からだから湧き上がった蒼あおい炎ほのおによって、難なく焼き焦こがされた。

「──《蒼炎メサルテイム》──」

　見えなかろうが関係ない。そう言わんばかりに。

「……なるほど。これが十二魔女同士の──〈サイン〉を持つ者同士の戦いってワケね」

　即そく座ざにそれを理解し、消化し、納なつ得とくし、次に繫げる。

　普通ならどこかの段階で躓つまずくそれを容易たやすくやってのけることこそが、ユキハの強み。

　姉から十二魔女を受け継ついだ──「第二の天才」である彼女の潜在能力ポテンシヤルの高さ。

　今はそんな自分を信じていられる。

「彼」がくれた、あの言葉があるから。

　だから、さきほどの一いち撃げきはただの小手調べに過ぎなかったのだと──「サインを得て最初の一発をとりあえず撃うってみよう」というだけのものに過ぎなかったのだと。

　そう、言わしめる。本番はこれからだと──！

「いくわよ〈牡羊座アリエス〉。眠ねむる前に数える羊がいなくなるまで狩かりつくしてあげる」

　いったい、いつ『弾たま』を込こめているのか──

　もしも東雪羽が矢を一本一本つがえている姿など想像しようものなら、すぐにでも彼女の『速度』に置いていかれるだろう。

《高速言語クイツクドロウ》の使い手と呼ばれたのは伊達だてではない。

　そのイメージは、はじめから弾が装塡されている『銃じゆう』に程近い。

　それも、一発しか撃てない短銃ピストルや五、六発しか撃てない回転式拳銃リボルバー、ましてや数十発程度で再装塡が必要な自動小銃ライフルなどではなく──機関銃マシンガン。

　否。それとていつかは弾が尽つきる。

　ユキハのそれは、機関銃マシンガンさえ超こえる永久機関エターナル──！

「ふん。成功したってアイツに言いに行きたかったのに。それを邪じや魔ましたんだから、それなりの覚かく悟ごはしてよ」

　小声でなにやら呟つぶやく姿はあまりにも可か憐れんで、これほどの大魔術を成し遂とげている本人とはとても思えない。

　なれど。対峙する魔女もまた、この異能の世界における天てん賦ぷの才を有する者。

　取り出したるは「杖つえ」──まるで羊飼いを思わせるそれこそが、牡羊座の〈サイン〉。

「東さん。あなたは羊にどういうイメージを持っていますか？　大人しく、従順で、人に飼われるだけの弱々しい動物でしょうか？」

「あら。違ちがうっていうの？」

「いいえ、合っていますよ──『羊』はね、大昔から生いけ贄にえとして炎にくべられる犠ぎ牲せいの獣けものなんです」

　その瞬しゆん間かん、悠里を中心に炎えん熱ねつが吹ふき荒あれた。

　それは〈龍座ドラコ〉の斑保りゆが駆く使しした炎の壁に似ていたが、「壁」どころではない──まるで巨きよ大だいな「柱」。

　否いな──それはそびえ立つ「塔とう」。

「──《フリクソスの塔》──」

　その塔は──飛来する矢がどれだけ連続しようと、触ふれるものの一いつ切さいを喰くらうように焼き尽くした。

「だから〈牡羊座アリエス〉の炎は、自分自身を焼く生贄の炎──ゆえに誰だれよりも火を知り、熱を識しり、炎を統しる。常に炎に覆おおわれているわたしを傷つけることはできません」

「なるほど。『絶対防ぼう御ぎよ』ってワケ」

「〈サイン〉の力を得た今、対等になった──そう思ったのですか？」

　十二魔女はサインを得てこそ、その本領を発揮する。

　しかしサインを得たばかりのユキハと、そのサインを熟知し、駆使する悠里との間には、容易く埋うめることなどできない大きな隔へだたりがあった。

　その絶望的な戦力差を埋めることなど決してできやしない──

「そ。だから？」

　誰もがそう思うであろう中、ユキハは笑った。笑っていた。

「アイツ、言ったのよね。『知っている』って。『尊敬する姉の名前を汚けがさないように意地を張り続ける、気高い魔女を知っている』って。……『気高い魔女』って、そう言ったのよ」

「……なんの話ですか？」

「対等になった？　そんなこと思ってないわよ──アンタこそ舐なめないでちょうだい」

　笑って。そしてユキハは、こう言ってのけたのだ。

「──私は、アンタより強い」

　その台詞せりふこそがなにより笑える、最高の冗じよう談だんだった。

　無茶苦茶だ。

　そう、とにかく無茶苦茶だった。

　いや、彼女はずっとずっと──無茶苦茶ではなかったか？

「はじめてのデート」と言って、キミオにお礼をしようとした彼女。

　けれど、お礼の品物として思いついたものは──自分が大の苦手なものの先にあって。

　普ふ通つうなら誰もが躊ちゆう躇ちよするであろうそのとき、彼女は迷わなかった。

　迷わずに、真まっ直すぐに、苦手の中に飛びこんでいった。

　それまでなにひとつ役に立たなかったキミオ。

　けれど、そんなキミオがはじめて「なにか」をしてくれたとき──彼女はそのお礼をしないと気がすまなかった。

　そんな自分を通すために、自分が苦手なものに立ち向かった。

　それぐらい無茶苦茶な意地っ張り。

　そう。

　どんな苦境に追いこまれても。

　あんまりにも姉想いだからちょっと弱気になるようなことはあっても。

　決して安易な道に逃にげ出すことなく、その意地を貫つらぬき通す──東雪羽はそんな女だ。

　だから彼女は。

　──そんなにも、格好がいいんだ。

　そう、彼女の使い魔なら言っただろう。

　あんまりウチのご主人様をナメるなよ、と──

　そして弓持つ主人は、次の瞬間にはこう告げた。

「もう撃ったわ」と──不敵な宣言にさえ感情のない顔かおを崩くずさない氷の炎えん帝ていに、こう言ってのけたのだ。

「──気づかなかったの？　だとしたら、理解できるまでには少し時間がかかるかもしれないわね。ここの天てん井じようは高いから」
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「天井？」

　怪け訝げんに見上げた球体の部屋の天井。そこには、星。

　ここは星図が描えがかれた場所だ。床ゆかや壁かべと同じように、天井にも一面に星が記されている。

　しかし、その無数の星々は今、鋭するどく尖とがって羊に降りそそごうとしていた──

「──《散星雨シユーテイングスター》──」

　まるで雨──流星のような大雨だ。

　普ふ段だん、ユキハの矢が目に見えないのは、それが水の粒りゆう子しによって構成されているからだ。水蒸気の矢のようなもので、肉眼で捉とらえるのは難しい。

　それが今、肉眼ではっきりとわかるまでに質量を増して──いつの間にか頭上に向かって放たれていた大量の矢が、一いつ斉せいに降りそそぐ。

　その数、もはや数えることも叶かなわず──

「『塔』なんか崩すまでもない。上から削り取ってやるわよ」

　これだけの量の矢を一斉にその身に受けたとなれば、いくら鉄てつ壁ぺきを誇ほこる〈牡羊座アリエス〉とはいえひとたまりもない。

「……お見事です」

　けれど──そう思うことさえも許されないのが、十二魔女同士の戦いだった。

「確かに、〈サイン〉を完成させた直後とは思えない威力です。歴代の十二魔女の中でも、この時点でこれほどのことができた逸いつ材ざいが果たしていたかどうか……ですが〈牡羊座アリエス〉の《蒼炎メサルテイム》は常に燃え続ける。何ものもそれを越こえてわたしに触れることはできないのです」

　すべての矢が降りそそいだ雨上がり。

　雨に打たれたはずの羊は、変わらぬ顔で立っていた。

「そして、これで準備は整いました。どうやってあなたを追いこんで本気の一撃を撃たせるか考えていたのですが──杞き憂ゆうだったようですね。あなたの使い魔を始末せずにおいたのも、無む駄だになりました」

「それ、どういう……」

「これこそが牡羊座の役目たる秘術、《始まりの時代バーナル・エキノクス》──わたしが相手からサインを奪うばうための最初の工程は、『相手の魔術を受ける』ことにあるのです。言ったでしょう？　羊は犠牲の供く物もつなのだと」

　やられた──！　悠里は最初からこれを狙っていたのだ。

　けれど、そのときユキハは驚おどろくことを言った。

「ちょっとアンタ！　キミオくんになにしたの⁉」

　彼女は渾こん身しんの一撃が無駄になったことに驚くよりも、そして絶望するよりも先に──

　──怒おこったのだ。キミオのために。

「彼なら無力化しました。〈サイン〉を持たざる者が持てる者に勝まさる道理など、この世界にはありません。いかな異端イレギユラーな存在とはいえ、例外ではない」

「え……」

「おや、知らなかったのですか。今日まで我々から主人あなたを守り続けてきた、勇ゆう敢かんな使い魔の存在を」

「…………」

「さて──《高速言語クイツクドロウ》でしたか？　確かに、あなたの星との対話は速い。しかし、もうお気づきでしょうが、十二魔女はその程度はできて当たり前なのですよ。ただの魔女でも、才能ある者ならそれに近しいことだってできる」

　悠里の言う通り、彼女がこれまで長々と呪じゆ文もん詠えい唱しようをした場面などない。そうして悠里が杖を振ふるうと、彼女を中心にそびえ立っていた「塔」がふたつに分かたれた。

　ひとつは変わらず悠里を覆う防御の要かなめとして。

　そしてもうひとつは──ユキハを取り囲んだ。

「ゆえに十二魔女にとって〈使い魔〉とは、詠唱時間を稼かせぐ『盾たて』などではなく──」

　それはもはや「塔」ではない。ユキハを逃がすまいとする円形の囲い──その様は、

「──《アタマンティスの闘とう技ぎ場》──」

　まさに「闘技場」──そして。

「──『武器』にこそ他ならないのです」

　その宣言通り、その闘技場こそが武器であった。

　闘技場は燃え上がった──上ではなく、横に。まるで回転する炎ほのおの渦うず。

　四方、斜ななめ、どこを向いても隙すき間まなどない。わずかにあるとすれば、それは上。それが「塔」との決定的な違いだった。

　ただし、それはユキハが跳ちよう躍やくできるような高さではない。

　ならばユキハは今、羊の罠わなによって円形の筒つつの中に閉じこめられた狩人かりゆうどに他ならない。

　そしてその筒──取り囲む筒であれば、必ずユキハが「背後」を向ける面ができあがる。

　その背後の炎の中に、斑保りゆの姿があった。

　それこそが『武器』──ユキハは気づいていない。

　次の瞬間、蒼あおき炎の中に爆ばく発はつ的に混ざり合う〈龍座ドラコ〉の赤き炎が──紫むらさきの炎となって、ユキハを包みこんだ。

「……では、《始まりの時代バーナル・エキノクス》……次の段階に進むとしましょう」

　己おのれの勝利を確信し、狩人を逆に喰らった羊が淡たん々たんと呟つぶやいた。

「──そいつはまだ早いんじゃないか？」

　そのとき響ひびいたのは、ここにいるはずのない者の声──

「使い魔が武器だっていうのなら、『射手座の武器』はここにいるぜ」

　──満身創そう痍いの君月秋生キミオだった。
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　ぎりぎりだった。

　本当にすんでのところでユキハを救出──そして彼女を守るべく、俺はその前に立って剣けんを構えた。

「ぐっ……く」

　しかし、俺がくらった牡お羊ひつじ座の蒼炎は、いまだ全身に深刻な傷痕ダメージを残していた。

「キミオ……くん？」

　どうやらユキハへの挑ちよう発はつの材料とするため、手加減していたようだが……それであの威い力りよくだ。正直、今自分の身体からだがこの世に残っているのが不思議なほど。

　ここへは上のわずかな隙間から飛びこんだんだが、ユキハを抱かかえてもういちど同じ真似まねをしろと言われても無理だ。特に足の負傷がひどい。もう感覚がまともにない。

　……今の俺は、立っているのもやっとの有り様だった。

「なあ──ユキハ。お前は認められたかったんだよな。姉さんに」

「え……」

　しかし、だからこそ。

「その代わりにはならないだろうけど、俺が認めてやるよ──お前の頑がん張ばりを。偉い大だいなる魔ま女じよ、東雪羽の実力を」

「…………」

「言えよ──お前の『武器』として、俺はなにをすればいい？」

　だからこそ、今──主人たる魔女の「言葉」がほしい。

　しかし、その問いに対する答えは、あまりにも意外なものだった。

「じゃあ、頭をなでてよ」

「……え？」

「姉様は、一度だって私の頭をなでてはくれなかった……だから、これが終わったら頭をなでてよ。『よくやったな』って、いっぱい褒ほめてよ」

　それが、ユキハの望み。

　問われて真っ先に出てくる、本当の望み。

　そして「これが終わったら」と、この先へ続く──未来への道だった。

「──わかったよ。百回でも二百回でも、なでてやるよ」

「約束よ」

　それが合図だった──俺とユキハは、並んで委員長に対たい峙じする。りゆはまた、取り囲む「闘技場」のどこかに隠かくれたようだ。

　なるほど、やっぱりだ──りゆはあのとき、委員長を「あたしのご主人様」と言った。

　そして俺たちは、委員長の使い魔を知らない。

　つまり、りゆこそが委員長の使い魔だったんだ──戌いぬ丸まる先生のように彼女は魔女にして使い魔。

　思えばふたりは、揃そろいのベルをアクセサリーとして身につけていた。

「来るぞ！　ユキハ！」

　俺たちの背後から再び走った炎えん熱ねつ。

　ユキハを庇かばいながら、辛かろうじて身をかわす──やはりだ。さきほどまでの比じゃない。

　横に揺ゆれ動く闘技場の中を移動して攻こう撃げきしてくるりゆの炎は、俺と戦ったときより格段に増幅パワーアツプされている。

　色さえも蒼と混じって紫に──

　これまで委員長の蒼炎は、ほとんど攻撃には使われていない。

　恐おそらく委員長の炎は、防ぼう御ぎよに特化している分、積極的に攻撃するには向かない性質なんだろう。言ってしまえば、遅おそい。

　十二魔女を相手に攻撃として使える代しろ物ものではないと──だからこそ目的を果たした今、『武器』たる使い魔りゆが攻撃の要となっているのだ。

　そしてそのとき、りゆの力は何倍にも膨ふくれ上がる。

　これが魔女の『武器』としての使い魔──魔女と使い魔の本当の関係ってわけか。

「……まいったね、こりゃ」

　さっきユキハを救出したときもそうだったが、増幅されたりゆの炎は〈牡羊座アリエス〉の加護を受けているためか《魔術切断セイバー》でも斬きり裂さけなかった。

　ならばとユキハが矢を放っても、『絶対防御』を持つ蒼炎に溶とけこむりゆには届かない。

　絶体絶命。

「ユキハ──」

「キミオくん──」

　それでも俺たちは、お互たがいを背にして戦せん闘とう態勢を取り続けた。

　これで死角はない。けれど、勝ち目もない。

　委員長の『絶対防御』を破らない限り──じりじりと追いつめられていくだけだ。

　だというのに、どうしてか背中の存在が頼たのもしく思えてならなかった。

　きっとこれが、魔女ユキハと使い魔キミオおれたちの戦い方だったのだろう。

　しかし──

「……ユキハ？」

　──気づけば、ユキハの声が聞こえなくなっていた。

「ユキハ‼」

　ユキハは床ゆかに倒たおれていた。慌あわてて抱だき起こすと、汗あせびっしょりで、熱も出ていた。息は絶え絶えで、すでに気を失っている。

「〈サイン〉を継けい承しようしてすぐに、十二魔女との戦闘──しかもあれだけの力を引き出して……一時的にどこかに歪ひずみが生じるのも無理からぬことです」

　委員長の台詞せりふが状じよう況きようのすべてを物語っていた。

「気づいていなかったのですか？　彼女、あなたが来たときには、もう目が見えていませんでしたよ」

「なっ……！」

　なのに、ユキハの奴やつ──それでもまだ戦ったのか？

　旧家が許せなかったから？

　それとも……。

「キミオさん──あなた、どうして逃にげなかったのです？」

　そこに、どこか呆あきれたような委員長の問いかけが届いた。

「男性の身で魔術を扱あつかえるということがどういう意味を持つのか、あなたにはわからないのですか？」

「……わかってるさ。こうなった以上、もうとてもじゃないけどお前たちには勝てないってこともな」

「では、わたしが東雪羽の挑発のためにあなたを捨ておいたときが、唯ゆい一いつの逃とう亡ぼうの機会だったはずです。そのときになぜ逃げなかったのです？」

　俺はその問いに答えるとき、委員長ではなく、その横のりゆを見ていた。

「……会わせたくなかったんだ。りゆを。今のりゆを、ユキハには」

「え……」

　りゆが委員長の使い魔だと気づいたから──ふたりして俺の前から姿を消したから。

「意地っ張りなこいつの悲しそうな顔なんて、見たくなかったんだよ」

　でも、どうやらそれは杞き憂ゆうだったようだ。

　ユキハはりゆの姿どころか、俺の姿さえ見えていなかったのだから。

「……己の身よりも主人を案じるというわけですか。使い魔の鑑かがみですね」

「そんなんじゃねえよ。俺にも目的があるからな。本当はこんなところで捕つかまってなんかいられねえんだ」

「目的？」

「ああ。俺にはな、助けなきゃならねえ奴がいる──この学園に来たのもそのためだ」




　──俺の将来、本当にこのままでいいのか？




　俺はずっと、そのことで悩なやんでいた。

　なぜなら俺には、本当は行きたい学校があったからだ。

　いや、行かねばならない学校が。

　そうだ。俺は聖アルマゲスト学園ここに来るはずだった。

　幼なじみだった、あの子の使い魔として。

　なのに、その道は突とつ然ぜん閉とざされた──あの〈城の魔女〉によって奪うばわれた。

　そして大人たちは俺に普ふ通つうの道を歩めと、これからは魔術など関係のない世界で生きていけと、そう言った。

　あの子はまだ生きているのに。ただ眠ねむっているだけなのに。

　まるでもう死んでしまったみたいに扱われて──お前はもう使い魔じゃないと、魔女がいない以上は君月の家は魔術界から追放だと、冷たくそう告げられた。

「では、なぜ東雪羽のために残ったのです？」

　俺が放ほうり出されたのは「普通」の道。逆らえなかった「普通」の道。

　けれど、ここへ来るチャンスが転がりこんだ。

　目の前に、あの子を救うチャンスが広がった。

　あの日──

「ユキハは、俺にチャンスをくれたからだ」

　あの日、ユキハが俺を〈使い魔〉に誘さそってくれたから。

　それに幼なじみのあの子は──言っていた。

　仲良くなりたい相手がいるなら、そいつがなにに対して笑うのかよく見てろって。

　笑え顔がおは噓うそをつかない。そいつがなにを大切にしているのか、よくわかるって──作り笑いや噓の笑いなんかじゃない。

　本当の笑顔は、それよりずっと多くのことを教えてくれるって。

「……話の意味がよくわからないのですが」

「りゆに向けられたユキハの笑顔は、決して作り笑いなんかじゃなかったからよ」

「…………」

「それから、りゆがユキハに向けた笑顔も──な」

　だっていうのに、なんて様だ。ここまでなのか。

　俺は、あの子を──あいつをあんな目に遭あわせた〈城の魔女〉をまだ見つけていない。

　この学園にいることはわかっているのに。

　そのために、俺の身体にはあいつの意志が宿っているのに。

　あいつの〈魔女〉の……力が。

「……くそったれが」

　それになにより、俺はまだ伝えていない。

　俺がこの学園に来た目的を──ユキハに、彼女の使い魔になったその理由を。

　言おう、言おうと思っていても、結局伝えられていない──

「あっ、あたしは……！」

　けれど、そんな身体からだの底から震ふるえるような──りゆの声が聞こえたとき。

「りゆ」

　そして、そんなりゆに寄り添そうように委員長が駆かけ寄ったとき。

　きっと、なにかが動き始めたんだ。

「……ずいぶんと仲良かったんだな、お前ら。同じクラスだってのに、話してるところなんかこれまで見たこともないぜ？」

　今にも泣き出しそうな、りゆ。

　けれど、それは違ちがうのだと。裏切った自分が泣いてはいけないのだと──まるで自分にそう言い聞かせるようにして、懸けん命めいに堪こらえている。……そんなふうに見えた。

　そんな彼女の事情をすべて包みこむかのように、震える肩かたを抱き締しめる委員長。

　その姿は、まるで……。

「まるで姉し妹まいだな」

「……そうです。わたしとりゆは、姉妹です」

　委員長が答えた。やはり、妹を庇うかのように──揃そろいのベルは、姉妹の証あかしだった。




　　　　５




「わたしが姉、りゆが妹──わたしたちは双ふた子ごです」

　しかし、二人は外見が違う。

　似ているといえば確かに似ているが、それは姉妹と言われれば納得する程度の──

「そうか。二卵性双そう生せい児じ……ってやつか」

　俺の言葉に、委員長が頷うなずいた。それなら双子であっても外見は異なる。

「けれど、わたしたちは別々に育てられました。異なる家に引き取られたのです」

「そいつ、は……」

「あなたが想像しているものとは違います。わたしたちの実の両親は健在です。……これは、旧家内ではよくあることなのです」

　魔ま術じゆつ界の王たる〈旧家〉──『王』とは常に頂点に君臨していなければならない。

　旧家は古い家の集まりだ。そのほとんどが魔術の黎れい明めい期たる時代から存在する、歴史ある家いえ柄がら──多くの優ゆう秀しゆうな魔女を輩はい出しゆつしてきた、実力のある家ばかりだ。

　けれど、その中にも序列は存在する。

　ではもしも、序列が上の家に子が生まれず──もしくは魔女となれず、序列が下の家に才能ある魔女が誕生したら？

　もしも、生まれながらにして星に選ばれている子供が生まれてしまったら？

　もしも、その星が十二星座であったとしたなら──？

「まさか……」

「そうです。わたしは斑保家から焰家に『贈おくり物の羊』として捧ささげられたのです」

　焰家は旧家における重じゆう鎮ちん。

　一方、斑保家は旧家であることすら忘れられてしまうほどの遠とお縁えん。

　そして『王家』とは、そのような行こう為いの積み重ねによって維い持じされているものだ。

　引き離はなされた姉妹。

　それでも姉は妹を。

　そして妹は姉を。

　お互いに大切に思っていた。

　ふたりは大人たちに見つからないように、こっそりと会い続けていた。




　秘密の隠かくれ家がは、誰だれも立ち入ることのない朽くち果てた礼拝堂。

　もう鳴らない鐘かねの代わりに、お互たがいのベルを鳴らすのが合図だった──




　……けれど、姉と妹の魔術の才能には天と地ほどの差があった。

　旧家において、魔女となれない女の立場は劣れつ悪あくだ。

　魔術界は女系社会だが、どんなに努力しても使い魔にしかなれない男よりも、その立場は低いとすらいえる。

　早い話、子を産む道具にしか扱われないのが常である。

　その上、高貴な血統を有する旧家では早熟な者が多い──通常、魔女の才能を持つ者が星に選ばれるのは十五～十八歳が多く、早くても十三、十四という多感な時期であるが、旧家においては子供のうちに選ばれる者も少なくない。

　むしろ、どれだけ早く選ばれるかが旧家内での地位ステータスですらあるのだ。

　そんなだから、魔女となれない女の立場はますます低くなっていく。

　旧家の都合によって引き裂さかれた双子の姉妹──その妹も例外ではなかった。

　周りが次々と魔女になっていく中、自分ひとりが取り残されていく。もともと斑保の家柄は高いものではない──それも手伝って、妹はどんどん追いこまれていった。

　その上、姉とこっそり会っているのを、焰家の者たちに見つかってしまって。

　そのときは姉がなんとか取りなしたものの──

「あの人たちは、いつもりゆに辛つらく当たっていた。わたしの見ていないところで……いつも、りゆを傷つけていた」

　あの人たち、と委員長は口にした。父とも母とも兄とも姉とも言わなかった。

「わたしに……勝ってもらわなければならない人たち……」

　その奇き妙みような言い回しこそが、委員長の立場を如によ実じつに物語っていた。

　天てん帝ていの話と同じだ。これまで旧家出身者しか十二魔女になれなかったというのなら──〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉とはすなわち、旧家内での権力争いに他ならない。

　つまり旧家は一枚岩ではない。確かに序列は存在するが、いやそれだけに、複数の派は閥ばつによる衝しよう突とつが絶えないのだろう。

　ならば、そこには権けん謀ぼう術じゆつ数すうが蠢うごめいていて然しかるべき──

　すなわち委員長に「勝ってもらわねばならない」者たちとは、彼女を引き取った焰家、あるいはその取り巻き、そして己の利益のために焰家を後押しする者たちのことだろう。今回の計画に協力した副委員長も、恐おそらくはこのあたりの家から送りこまれた……。

　委員長はずっと……そんな連中に囲まれて生きてきたんだ。




　──妹が星に選ばれたのは、そんなある日のことだった。




　それはふたりにとって、どれほどの希望として輝かがやいただろう。

　これで妹もようやく旧家に居場所ができた──

「……はず、だった……のに」

　委員長はそこで言葉を詰つまらせた。

「もういいよ、お姉ちゃん。あとはあたしが話すから」

　会話を替わったのはりゆ本人だった。これは自分の責任だと、そう言わんばかりに。

「そうはならなかったんだ。あたしはね、辛かろうじて──本当に辛うじて星に選ばれたようなものだったから。なんていうかな。ギリギリで魔女っていうか、お情けで魔女、みたいな感じだったんだ」

「馬ば鹿かなことを言うな。さっき戦ったりゆの力は、決してそこらの魔女に劣おとるようなものじゃなかったぞ」

「ううん。残念だけど、もう時間切れ」

　そう言って、りゆは魔術を展開した。

　けれど、その手に現れたのは──さきほどの炎えん熱ねつとは比べものにならない、マッチの火にも劣る代物だった。

「本当のあたしじゃ、キミとは戦いにすらならないよ」

「どうして……」

「さっきまでのは、あたしが普ふ段だん、魔女だってことを隠してるから得た力。秘ひ匿とく性っていうのかな。魔術は神秘なるものだから、隠しておけばおくほどに力が少しずつ高まるんだ。もちろんそれは本当の実力じゃないから、一度使ったらすぐになくなっちゃうけどね」

　そうしなければ維持できないほどに、微び弱じやくな星との繫つながりは──日に日に弱っていく。

　りゆは、いつ星と対話できなくなるかに怯おびえ続けた。

「だから悠里お姉ちゃんは……あたしのために、〈天帝〉になろうとしてくれたんだ」

　そう言ったとき、りゆの表情はわずかな陰かげりを帯びた。

「……？」

　その理由はわからなかったが、委員長の決意の意味はわかる。

　天帝になれば妹を救える。弱まった星との結びつきを繫ぎなおすなど、天帝には容易たやすいこと──

　ただし、それもこれも妹がもてばの話だ。

　そんなとき「よい方法がある」と姉に持ちかけたのは、意外なことに彼女に「勝ってもらわねばならない」者たちだったという。

　妹を使い魔にしろ、と──それこそが妹を救う唯ゆい一いつの方法なのだ、と。

　魔術界において、魔女とは憧あこがれの存在。

　奇き跡せきたる魔術を駆く使しし、使い魔を使し役えきするその姿に、誰もが憧れる──だから、魔女でありながら使い魔になる者などいやしない。いたとしたら、それは相当な変わり者だ。

　けれど──だからこそ救えるものもあったのだ。

　魔ま女じよである者が使い魔となり、主従の間がごく近しい血けつ縁えん関係である場合──ふたりの魔力の流れが「繫がる」ことがあるという。

　言うまでもなく、魔力とは魔女の身体を流れる血液に等しい存在。

　星座が行う奇跡をこの地上で具現化するための燃料エネルギー。

　生命力とはまた異なる、魔女としてのもうひとつの命──

　それが「繫がる」ということが、どういう結果をもたらすのか。

「あたしはお姉ちゃんと魔力を共有することで、魔女で在り続けることができた。普ふ通つうの魔女みたいに魔術を使うためには、魔女であることを隠して力を溜ためないといけないけど……それでも、魔女で居続けることができたんだ」

　でなければ、とうに星との結びつきは断たれていた。

　いや、もうすでに断たれているのかもしれない──それを強ごう引いんに結びつけているのが、〈牡羊座アリエス〉の十二魔女としての底知れない魔力だ。

　でもどうして、焰家の連中が急にりゆを助けたのか──？

「まさか、委員長たちがユキハを狙ねらったのは……！」

「そう、それがりゆを救う手段を教えてもらうための条件──そして、あの人たちがわたしを有利にするための策略」

　そう答えたのは委員長だった。

「お姉ちゃん……」

「りゆ。これはもう決めたこと。わたしが、わたしの意志で決めたことです。気き遣づかいは無用です」

「でもお姉ちゃん、本当は……！」

　言いかけた言葉から耳を塞ふさぐかのように、委員長は一歩前に進み出た。

「旧家の威い光こうに泥どろを塗ぬった〈射手座サジタリウス〉の処しよ罰ばつは急務……けれど逃とう亡ぼうした東卿ヘル・アズマに悟さとられると、表立っては動けない。あの人たちはその状じよう況きようそのものを利用したのです。誰もが迂う闊かつに動けない状況であれば、密かに〈サイン〉を奪うばうチャンスもあろう、と」

　委員長を勝たせたい連中は、彼女の持つ「サインを預かる」役目に目をつけた。

　ひとつであれだけの威力を持つサインだ──ふたつあれば、どれほど有利か。

　それができるのは〈牡羊座アリエス〉だけなのだから。

「そのために、厳重に保管されていた《始まりの時代こんなもの》まで持ち出して……」

　委員長の鉄面皮に広がる苦く悩のうは、どんな言葉でも表現できなかっただろう。

　だが、すべては妹を救うために──

　強い意志の込められた姉の瞳ひとみを直視するだけで、臓ぞう腑ふが焼かれる思いだった。

　口なんか挟はさめやしねえ。いったい誰がこいつらを責められる。

　こいつらは、ただお互いを大切に思ってきただけじゃねえか。

〈旧家〉──それが、こいつらをこんなに苦しめてやがるのかよ……！







「……脱だつ線せんが過ぎました。さあ、〈人馬宮サイン〉を回収するとしましょう」

　委員長は倒たおれ伏ふすユキハに近づいていった。

　そして杖つえの先せん端たんを転がった弓に押しつける──そして委員長がなにやら唱えると、弓はみるみる縮んでいった。

　いや、縮んだだけじゃない。形まで変わっていこうとしていた。

　それはまるで「鍵かぎ」だった。本来は弓ではなく人馬宮へやの鍵であるかのように、形が変わっていく。

「ようやく……第二段階」

　委員長の呟つぶやきが示していたように、それでもその鍵は主人ユキハから離はなれることはなかった。

　主人の許可がない者は部屋に入れるわけにはいかないとでも言うかのように──つまりそれだけ、「他人のサインを奪う」行こう為いが難しいことを示している。

「サインを預かる」役目を持つ牡羊座にしてこれなのだ。本来なら、決してありえないことなのだろう。

　その牡羊座にしたって、本当なら緊きん急きゆう時以外には使えないとのことだったが──

（……待てよ）

　そのとき、俺の中にふとした疑問が湧き上がった。

「緊急時以外使えない」ということは。

「緊急時でなければ使えない」ということではないだろうか？

　時間はかかるが段階さえ踏ふめばいつでも使える──では困るだろう。悪用する者が出てくるからだ。それでは牡羊座の気持ちひとつで「緊急時」ができあがってしまう。

「緊急時以外使えない」というのは、気持ちの問題ではなく、「牡羊座自身も相応のリスクを負わなければ使えない」ということでなければならない。

　つまり、なんらかの『代だい償しよう』を支し払はらうような方法でなければならないのでは──？

「これでいい……これで。わたしは感謝を捧ささげる。今回の件に協力してくれた、かの魔女──〈城の魔女〉に──」

　……待て。今、委員長はなんて言った？

　俺のそんな考えが正しかったことを証明するかのように。

「えっ……？」

　その声は、姉と妹、どちらの声だっただろうか。

　サインを奪う秘術が第三段階に達したとき──りゆが球体に包みこまれた。

　いや、それは正しくは球体ではなかった。瞬またたく間に燃え上がったそれは、まるで心臓。

　自らの心臓を差し出すかのような、脈打つ炎ほのお──

「これはまさか……！」

　姉が悲痛な声を上げた通り──それはやはり、犠ぎ牲せいを伴ともなってこそ展開される魔術だった。

　それは魔女を魔女たらしめている魔力を限界まで削けずり取る。

　術者の魔力の大小に関係なく、だ。

　魔力とは魔女にとって血液にも等しい存在──ゆえに、この術を使用することで術者は死ぬ可能性すらある。

　その覚かく悟ごなければ使えないからこそ、緊急時以外には使えない秘術中の秘術──

　でも、どうして？　委員長を勝たせたい連中が、どうしてそのことを隠かくしていたのか？

「そういうこと……なのか……？」

　愕がく然ぜんとした。そうだ。この危険な秘術を安全に行い得る、抜ぬけ道があるじゃないか。

　それはこの術が──牡羊座にその役目が設けられたときには、存在すらしなかったものを利用することだ。

　それこそが〈使い魔〉。

　使い魔の歴史は魔術ほどに古くない。むしろ新しいとさえいえる。

　そして使い魔の誕生によって、魔術界にはこれまでなかった問題が生まれた。

　正常なものが正常に動かなくなったり、新しいルールが誕生したり。〈継けい承しよう〉に失敗例が生まれたのもそのひとつだ。

　さらには魔女である者が使い魔となったとき、主従の間の血縁関係によっては、ふたりの魔力の流れが繫がることがあるとも判明している。

　そう、つまり──

「りゆと魔力を共有させたのは……このためだってのかよ……！」

　星との繫がりが断たれそうな妹にとって、魔力共有は救いに他ならなかった──しかし、ふたりは知らなかった。

　魔力が共有された状態で《始まりの時代バーナル・エキノクス》を使用すれば、代償として魔力を奪われていくのは使い魔の方であることを──

　そういう「誤作動」を起こすことを！

「りゆ……！」

　すべてを理解した委員長は、即そく座ざにこの魔術を止めようと動き出した。

　りゆを捕つかまえている「心臓」は、委員長自身が放つ蒼炎だ。術の裏側に潜ひそむ仕し掛かけを知らずに行ったため、一時は慌あわてたが──彼女に制せい御ぎよできないはずがない。

「そんな……！」

　しかし委員長の顔色は、落ち着くどころかますます青ざめていった。

「なんで……？　蒼炎がわたしの制御下にない……！」

　その言葉が、炎えん熱ねつが取り巻いているはずの場の空気を凍こおらせた。

「制御下にない？　どういうことだ？」

「わ、わかりません……蒼炎は変わらずわたしを焼くことで燃えているというのに、わたしの言うことを聞かなくなっているんです……」

　つまり……りゆを解放できないってことか？

「──冗じよう談だんじゃねえぞ！」

　俺は《魔術切断セイバー》の効果を持つ汎用剣バスタードソードで斬きりつける──が、やはり弾はじき返されるだけ。

　どうやら委員長の意思とは裏腹に燃え続けているようだが、彼女から伸のびている蒼炎の『絶対防ぼう御ぎよ』は健在であるようだった。

「いったいどうすりゃいいんだ？　委員長！　やれることがあったら言ってくれ！」

「…………」

「委員長！」

「無理……です」

　委員長は愕然としていた。主人であるはずの彼女が、妹を取り囲む蒼あおい従者を見つめて立ち尽つくしている。

「〈牡羊座アリエス〉の炎は、一度火がつけばたとえわたしが死んでも死体を焼いて燃え続けます……わたしが制御できない以上、今この場に《蒼炎メサルテイム》を消す手段はありま……せん……」

「なっ……！」

　だとすれば、あの蒼炎はユキハでさえ──

　サインを受け継ついだばかりとはいえ、十二魔女であるユキハの渾こん身しんの一いち撃げきでさえ消えることのなかった炎──俺にどうにかできるような代しろ物ものじゃない。

　打つ手なし。そのことの意味が、俺たちを打ちのめしていく。

「……そっか」

　その声は、捧げられるべき心臓として上空に浮うかび上がった、りゆから届いた。

　そこはまるで蒼あお白じろき炎の祭さい壇だん。

　だが俺が驚おどろいたのは、その状況よりもなによりも──りゆの、その表情だった。

「はじめからこういうつもりで……そうだよね。どうして考えなかったんだろう。足手まといのあたしがお姉ちゃんの使い魔になることを……あの人たちから提案してくるなんて、あるはずなかったんだ」

「りゆ、お前……？」

　りゆは……ほっとした顔をしていたのだ。

「なんか納なつ得とくしちゃった。これでお姉ちゃんは強くなって、邪じや魔ま者のあたしは処分できて……うん、納得。そうだよね。これでいいんだ。これで」

「よかった」と。りゆは確かに、そう言った。

「昔からそうだった。お姉ちゃんは、いつもあたしの心配ばかりしてくれてた。焰家にもらわれていった後だって、残してきたあたしのことを……あたしがなかなか魔女になれないでいた間も……ずっとずっと庇かばってくれて……」

　りゆにとって、委員長は自じ慢まんの姉だった。

　人前で姉と明かすことはできなくとも、ずっとずっと自慢の姉だった。

「あたし、いつもお姉ちゃんに負担ばかりかけてきた。今回のことだって、本当は最後まで迷ってたんでしょ？　じゃなかったら、お姉ちゃんがこんな仕掛けに気づかないはずがない……こんなこと、優やさしいお姉ちゃんにできるはずがなかったんだよ」

「だからよかった」と、りゆは再び繰くり返した。

「これで『自慢のお姉ちゃん』を守れる」と──

「ごめんね、お姉ちゃん。いつもいつも迷めい惑わくかけてばかりでごめんね。でも、もうこれで、お姉ちゃん……自由になれるから」

　最後に使い魔の役目、果たすからね、と。

　そう言って、自らの生命力ともいえる魔力を削られていく中で──りゆは抵てい抗こうをやめた。

「……キミオちゃん……」

　その唇くちびるが弱々しく震ふるえる。

「ごめんね。あたし……裏切ったのに。気持ちを踏みにじったのに。それでも助けようとしてくれて……ありがとう」

　そしてその瞳ひとみが閉じられていく。

「……できれば……ユキハちゃんにも、ちゃんと謝りたかったな……」

　チリン、と。最後に、思い出のベルの音を奏でて──

　──その姿が。

　あの日、どこかの馬鹿のせいで長い眠ねむりについた、あの子の姿に重なったから。

　だから、俺は。

「やめろっ……！」

　膝ひざから崩くずれ落ちる思い──それを上回ったのは、噴ふき出すように内側から溢あふれた熱のような感情。

　床ゆかを蹴けり飛ばし、駆かけていた。

「やめてくれ！」

　痛みさえ忘れて。ただがむしゃらに剣を振ふり回した。

　しかし、剣は祭壇を固定する蒼炎に弾き返されるだけ──それでも俺は剣を振り続けた。

「り……ゆ……？」

　委員長はりゆを見上げたまま、ただ愕然と膝をついている。

　その委員長の制御を離はなれて、蒼炎が俺に向かって蠢うごめく。知っている。その威い力りよくがどれほどのものか。

　十二魔女ユキハを相手には攻こう勢せいに転じずとも、俺程度なら問題ないってことか──しかしじつにその通り。今度捕まったら本当に一巻の終わりだ。

　この灼しやく熱ねつの皇こう帝ていの前では、俺は羽虫の如ごとき存在。

　ぷちり、と。ただほんの少しの力を込こめるだけで握にぎり潰つぶされる。

「やめてくれェ────！」

　それでも身体からだは止まらない。

　わかってる。こんなものじゃ届かない。わかってるんだ。

　……そして俺は捕まった。蒼き死に。

「あああっ！　ああっ！　ああああああああああああああああああっ！」

　抱ほう擁ようされた。棺かん桶おけに納めるかのように、優しく、絶望の指先で。

　やがて解放されたとき──そこには消し炭が転がっただけ。俺という無様で無力な物体が。汎用剣バスタードソードも、いつの間にか短剣ダガーに戻もどっていた。

　今度こそ……終わり。

　…………。

　……ん……？　なん……だ？

　一いつ瞬しゆん、目の前の蒼炎が妙みような動きをしたような気がしたが……。

　まるで震えるような……揺ゆらめくのとは違ちがう、さきほどまでとは明らかに違う動き……気のせい……か？

　霞かすむ視界の中で蠢く蒼炎は、なにも変わらないように見える。

　ああ、そうだ……気のせいかもしれないが、まるで委員長から離れていっているように見えたんだ。

（────！）

　そのとき、俺の脳のう裏りに閃ひらめきが走り抜けた。

　まさ……か……。

　……いや、しかし…………だとしても、気づいたからといってどうなるものでも……。

　──ぞくり、と。

　そんな俺の今にも閉じそうな両眼が見開かれたのは、目が合ったから。

　上空から俺を見下ろすソレに見つめられた。

　全身を駆け抜けた悪寒。その正体は、戦せん慄りつ。

　球体の部屋の最上層に、巨きよ大だいな目が浮かんでいる。

　眼球の中心は──心臓であり祭壇たる、りゆ。そして炎は燃え広がり上空に眼まなこを描えがいていた。

　それはもはや、ひとつのサインで語れる限界を超こえていた。なぜならその「目」は、これから生まれようとする存在の一部に過ぎなかったのだから。

　俺を抱擁した蒼炎が、絶望の指先なら。

　それこそは、無限の絶望を集めて誕生しようとする──炎の巨人、だった。

　射手座のサインを取りこんでいる影えい響きよう。〈白羊宮〉と〈人馬宮〉の力が合わさって。

　否いな。加算ではない。乗算ですらない。それだけでは決して計り知れない、ふたつのサインが合わさった効果。

　これが「サインをふたつ持つ」ということ。委員長を勝たせようとする連中が目もく論ろんだ境地の至り。

　確かに、これほどの力を得れば敵などいないだろう──だが。

（ふざけんな……あの力は今、暴走状態にあるんだぞ……！）

〈人馬宮〉が完全に取りこまれるころには、そしてあの巨人が完成するころには、俺は蒸発して消えてなくなっているだろう。

　それどころか、いまだ動けないままでいるユキハが──！

「おい……委員長」

　俺は力なんか入りやしない役立たずの膝を殴なぐりつけるように、辛かろうじて立ち上がった。その手に短剣を握りしめて。

「おい委員長！　しっかりしやがれ！」

「え……」

　いまだ呆ほうけたままの委員長を叱しかり飛ばした。

「そこを退どけ……！　今ならまだ間に合うかもしれない……！」

「……？　いまさら、その短剣でどうしようと……？　あなたの《魔術切断セイバー》の効果では、わたしの魔力を断たつことは……」

　……本当に、これが最後だ……いま立っていられることこそが、魔術に等しい奇き跡せき。

「委員、長……この短剣の効果は、確かにお前が言った通りだ。でもな、換装する刃がひとつだけなんて誰だれが言った……？」

「……え？」

「この短剣はな、素体ベースなんだ。他の刃やいばを召びこむための素体──だから考え方としてはさ、短剣と長剣の伸しん縮しゆくで二種類の禁きん呪じゆを切り替かえている……じゃなくて。《存在切断シーフ》の刃を《魔術切断セイバー》の刃に換装したってことなのさ……」

「……まさか。では、他にも〈禁呪〉の刃があるとでも──？」

　──そうだ。だから俺は唱える。

「魔術展開クラリオン」と──────けれど。

　俺は宙に星座を刻むことはしない。

　なぜなら、男である俺に対話するべき星座は存在しないからだ。

　だから空路をつなぐのは、夜空の星図における別の座標。

　俺が宙に刻むのは、八十八の星座としては──否、八十八もの数ある星座としてすら存在しない軌き跡せき。




　それは封ふうじられ、閉ざされ、棄すてられた、星の墓標。




「……なん、です、それ……」

　炎の王さえ息を吞のんだのは、俺の様相があまりにも常じよう軌きを逸いつしていたからだろう。

　俺の全身には鎖くさりが絡からみついていた。

　ひとつ、ふたつ、みっつ──十？　いや、まだ……。数え上げれば切りがない。それはまるで夜空の星の如く。

　それは頭上から。

　それは地面から。

　それは後方から──なにもあるはずのない空間から様々な色と形状の鎖が幾いく筋すじも手を伸のばしては、俺を縛しばりあげるように全身に絡みついている。

「……なるほど」

　引きつりながらも、やがて落ち着きを取り戻した委員長の声が響ひびく。

「それがあなたが複数の禁呪を使えた理由……その鎖、一本一本が〈禁呪〉というわけですか。しかし禁呪とは本来、封ふう印いんされた魔術。呪わしきと時の彼方かなたに置き去りにされた、外法」

　この土ど壇たん場ばで落ち着きを取り戻した委員長は、さすがとしか言いようがない。

　すっと、彼女は素体である短剣と鎖のひとつを指差した。

「見たところ、封印が解かれているのは《存在切断それ》と《魔術切断それ》──あなたがすでに使用したふたつのみ。それでいったいどうしようと……？」

「一見しただけでそこまでわかるとは、ほんとにすごいな。だが委員長。お前は運がいい。──その時の彼方に置き去りにされた魔術が現代に蘇よみがえる場面に立ち会えるんだからな」

「……まさか。〈禁呪〉の解放など、そう易やす々やすと」

「ああ、まったくその通り。そう易々とはいかねえもんさ」

　俺はそのうちの一本の鎖に、「素体」である短剣を突つき刺さす──

　そして鎖の先せん端たん近くにあるひときわ大きな輪に短剣の先を通して、渾こん身しんの力を込めてその鎖を引っ張り上げた。

　──すると。

「ぐっっっ……あああああああああああああああっ！」

　全身を駆け抜ぬける激痛。

　電でん撃げきなんて生なま易やさしいものじゃない──それは焼かれるよりも灼あつく、斬きられるよりも激しく、死ぬよりも冷たい。

　でも、俺は見てしまった。

　瞳を閉じたりゆを。

　あの日の──幼なじみのあの子によく似ていた、りゆを。

　……似ていたんだ。

　だから──

「俺の痛みが、なんだってんだよ」

　この程度で死ぬならさっさと死んじまえよ、君月秋生。

　お前如きが痛みを訴うつたえるな。

　忘れるなよこのクズが────！




　……扉とびらが開く。

　時の流れに棄てられた場所への扉が。

　そこは武器庫。宇宙の武器庫。

　そこには上も下もない。ただ、まるで宇宙のような広大な暗がりに──星の代わりに無数の武器が浮うかんでいるだけ。

「よう、邪じや魔まするぜ。〈禁呪〉ども」

　吐はき捨てるような俺の挨あい拶さつに、武器庫がざわめいた。

「また来おったぞ、人間の小こ僧ぞうめが！」「いったい何用か！」

　さすがは呪のろわれた武器どもだ。まるで亡ぼう霊れいのようにうるさい。

　無数に木霊こだまする声に向かって、俺は言ってやる。

「何用？　ずいぶんとご挨拶じゃねえか。あのな、お前ら──なにが〈禁呪〉だよ。全然通用しねえじゃねえか。まったく、使えねえにもほどがある」

　その途と端たん、まるで火を吐くかのように剣けんが、斧おのが、鎌かまが、槌つちが、武器どもが怒いかり狂くるう。

「口を慎つつしめ！　小僧が！」「貴様、誰を相手取っていたのかわかっておるのか！」「あれこそは十二魔女ぞ！　大いなる黄道の星ぞ！」「十二宮は白羊宮の魔術ぞ！」

「ああ……やっぱすげえんだ、十二魔女って」

「今このとき貴様が原形を止とどめておるのが、不思議で仕方ないわ！」「〈牡羊座アリエス〉めが、手を抜いていたのではあるまいか！」

　俺はひとつ嘆たん息そくし、それから大きく息を吸いこむ。──ここに空気があるのかはわからないが、気持ちの問題だろう。

　ここでは決して弱気になってはいけない。

　こいつらは武器という「形」を与あたえられることで封印されている〈禁呪〉──そうして幾いく星せい霜そうもの間、ここに閉じこめられている。

　呪われた武器として、時の流れに棄てられるがままに。

　弱気になっては、こいつら亡もう者じやどもに取りこまれてしまうというものだ。

「──うっせえな！　それでも通用しねえもんは通用しねえんだよ！　おいコラ〈禁呪〉ども。危険すぎて封印されたかなんだか知らねえが、こんなところで時代に取り残されている間にすっかりボケちまったんじゃねえか？　ああ？」

「きっ、貴様は！」「誰に向かってそのような口を！」

「──誰に向かって？　やっぱボケてんじゃねえか。耳が遠くて役にも立たねえってんなら、テメエら詐さ欺ぎ師な上にただのジジイだろうがよ！」

「我らを山師呼ばわりするか？　人間の小僧が！」

「違ちがうってのか？　──俺はすでに〈代だい償しよう〉を捧ささげてるんだぜ？　なのにお前らが役に立たねえんだから、詐欺師以外の何者でもねえだろうが！」

　俺がそう吐き捨てたあと、わずかな静せい寂じやくがあった。

「──小僧」

「なんだよ？」

「よもや忘れてはおるまいな。我らとの〈契けい約やく〉を」

「…………」

「貴様の身体からだ！　その眼まなこ！　臓ぞう腑ふ！　骨！」「その髪かみの毛、塵ちり芥あくたの一ひと握にぎりまで！」「すべては我らが贄にえ！」「貴様は我らが再び生を取り戻もどすための贄！」「刻ときの彼方かなたに忘れられし我らが供く物もつよ！」

　そこは武器庫。宇宙の武器庫。

　──そして禁断の武器庫だ。

　封じられ、閉ざされ、棄てられた、武器庫。

　真っ暗で、鍵かぎを無くしちまって、もう誰も訪おとずれてはくれない武器庫。

「その短剣こそは、我らとの契約の証あかし！　これから貴様がたどる運命の道連れとして、封の弱まっていた《剣者セイバー》を与えたが──二度はない！」

　しまわれた武器たちは埃ほこりを被かぶりながらも、まだ自分たちは戦えると主張する。

　けれど、その声は誰にも届かない。

　だから──

「〈禁呪われら〉を欲ほつするということがどういうことか、理解しておろうな！」

　……だからこうして、たまにやってくる迷い人を喰くらって、もう一度輝かがやこうとするのだ。

「さあ！」「さあ！」「──返答やいかに？」

「ああ……忘れてねえよ」

　いや、武器庫なんかじゃねえ。ただの墓地セメタリーだ。それも、とびきりたちの悪い亡者どもの棲すむ墓地だ。

「忘れるはずがねえだろ。テメェらはいつだって俺を味見してやがるんだからな」

　そう。こいつらはいつでも俺を狙ねらっている。

　いずれ喰らう俺に舌を、爪つめを這はわせて、生きるための活力を、気力を、精力を、あの短剣を通して日常的に奪うばい取っていやがる。

　あのときの委員長の指し摘てきはほとんど的を射ていたけれど、そこだけは違っていた。俺は普ふ段だん、本当に力が出せないんだ。

「短剣を抜く」まで──

　どうしてそれがスイッチなのか？　それは俺が戦うために〈禁呪こいつら〉と契約したから。

　だからそのとき、禁呪こいつらは「力を貸す」という契約に従い舌を引っこめる。そして、俺は本来の君月秋生おれとして動けるわけだ。

　そこまではいい。まだ、いい。

「──御ご託たくはいいんだよ。さっさと来やがれ！　なにをぐずぐずしてやがる？」

　けれど──新たな禁呪を解放するのはまずい。

　そのとき俺の身体は、ついに「予約」される。

　いずれ奪うべき部分に烙らく印いんが押されるのだ──

「──ならばよかろう！　連れていけ！　貴様の短き生の道連れとして！」

〈禁きん呪じゆ〉はそれぞれ秘匿名コードネームで分類されている。

　かつて盗とう賊ぞくとして名を馳はせた魔女が生み出した魔術《存在切断シーフ》は──〈禁呪〉として《盗賊シーフ》と呼ばれ。

　かつて魔術さえも斬り裂さいたという伝説の使い魔の太刀たち筋すじを模した《魔術切断セイバー》は──《剣者セイバー》と呼ばれた。

　そして今、新たに俺に従うことを誓ちかったこの〈禁呪〉は──




「『切断』の刃やいば、参式──《騎士ナイト》！」

　引き寄せられた鎖くさりが「素体」である短剣に巻きついていく。

　それは成功の合図──刃を換かん装そうしても、《存在切断シーフ》の効果はしばらく残る。なぜなら新たな刃はこうして短剣の上に装着されていくからだ。

　短剣の刀身はみるみる伸びていき、柄つかの形状も変わり、一振りの長ちよう剣けんが完成する。

　けれどそれは、汎用剣バスタードソードとは異なる。

　刃は幅はば広びろで、刀身はそれよりも短い。まるで「剣とはかくあるべし」とでも言わんばかりに、刀とう剣けんの基準モデルにでもなりそうなそれは──騎士剣ブロードソード。

「ぐうっ……！」

　刻まれたのは……「左ひだり腕うで」か。

　無価値ゼロの刻印が浮かび上がる──それは自らを捧げた罪人の証。

「新たな〈禁呪〉の刃……？」

　俺が手にした騎士剣ブロードソードに、委員長が息を吞のんだ。

「し……しかし、どのような禁呪であろうとも、《蒼炎メサルテイム》には……」

　ハッ。委員長様のお見立てじゃ、ここまでしてなお、その程度かよ。

　けれど、彼女が言っていることは正しいのだろう。

　こうまでしても届かない高み。それこそが十二魔女。

　俺の眼前にそびえ立つ蒼炎の『絶対防ぼう御ぎよ』は、まさに『絶対』。普ふ通つうに攻こう撃げきしたところで破れはしない。

「ああ、まったくその通りだ。俺がいくら禁呪を召び出そうが、十二魔女と同じ秤はかりの上で比べられるものじゃないんだろう──力の差は決して埋うまらないだろうさ」

「では……？」

「けど、まだ方法はある。ユキハのお陰かげで『絶対防御は決して破れない』ってことがよくわかったからな」

　同じ十二魔女の力を以もつてしても消せなかった、蒼あおい炎。

　あれは消そうとしても消せるものではなかったんだ。

「だから、消そうと考えるんじゃない──『どうすれば委員長から切り離はなせるか』を考えるべきだったんだ」

「切り離す……？　それこそ無理です。燃えているのはわたし自身と……」

　それもまたその通り。しかし、そうやって決して離れない関係だからこそ。

　そもそも、男の俺が〈魔術〉を使えるのも──

　使える魔術が〈禁呪〉なのも──反則技チートに他ならない。

　だったら、ここでこそ反則技それを使わないでどうする。

「──この禁呪が、『ひとつ』をふたつにするとしたら？」

「え？」

　そう──たとえば、ゲームなんかでの『装備品』。

　本来なら『キャラクター』と『武器』、それぞれ別のもののはずなのに、キャラクターが装備した瞬しゆん間かんから『そのキャラクターの身体の一部』のような扱あつかいになる──ずっと身につけたままになるし、外そうと思わない限り外せない。

　つまり、『ひとつ』のものとして扱われる。

「ユキハが食堂で言ってたよな。覚えてるか？　魔女と使い魔ってのは、切っても切れない関係なんだって──お互たがいに影えい響きようし合っているから、自分の影かげのような存在だって」

　そうだ。使い魔が誕生したことによって、本来は失敗するはずのない〈継けい承しよう〉に失敗例が生まれたように──《始まりの時代バーナル・エキノクス》に誤作動が生じたように。

　魔女と使い魔とは、それほど切っても切れない関係。

　ならばそれを犠ぎ牲せいに捧げた今、その関係は本来ありえない結果をもたらす。

「常にその身から離れない《蒼炎メサルテイム》は、委員長にとってはもうひとつの『影』──」

　そして『装備品』。

　──影りゆとの関係が断たれた今、もうひとつの影との関係が揺ゆらいでいるはず──

「この禁呪は、それを斬きり裂く──『ひとつ』になったものを強制的にふたつに戻す。『相手の装備品を外す』んだ」

　それはたとえば、ふたつのネジによって支えられた柱。

　ひとつが緩ゆるんでネジの用をなしていなければ、残る負担はすべて、もうひとつにのしかかる。その結果、ネジはふたつとも緩んでしまう──

　あのとき、蒼炎が主人から離れるような動きを見せたのが、その証しよう拠こ。

　ならば。

　そこにこの禁呪をぶつけたらどうなるか。

　決して届かない高みが、自ら下りてきているのなら──！

　俺は剣けんを振ふりかぶり、床ゆかを蹴ける。

「──《武装切断ナイト》──」

　その一ひと太刀たちこそは、仕えし王国に暗黒の時代をもたらした国王の変へん貌ぼうが、手にした王おう錫しやくに潜ひそむ悪しき影にあると見み抜ぬいた騎士の伝説そのままに──

「──禁じられた理由を教えてやるよ」

　身に着けし武装を──強制解除する！

　バキンッ、とひときわ大きな音を立てて、主人の身体から離れていく《蒼炎メサルテイム》。

　それはたちまちのうちに拠より所を失い……消えていった。
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「やった……のか？」

　本当にぎりぎりだった──なんたる雲上。なんたる脅きよう威い。これが十二魔ま女じよの力。

　使い魔りゆを切り離した隙すきを狙って、今このときしかないって瞬間を突ついて、ようやく。

「そんな……！」

　しかし──訪れてもいない勝利に浮うかれていた愚か者おれを、委員長の悲痛な声が現実に引き戻もどす。

　空高き祭さい壇だんを作り上げていた蒼炎が消え、地上へと解放されたはずのりゆ──

　その胸に、わずかな炎が残っていた。

　まるで心臓に食いこむ一輪の花のように、左胸の炎だけが変わらず燃え続けていたのだ。

「そうか……術者をりゆに……！」

　気を失っているりゆを抱だき起こしながら、絡から繰くりに気づいた委員長が忌いま々いましげに呟つぶやいた。

「《始まりの時代バーナル・エキノクス》の誤作動とは、術者を魔女わたしではなく使い魔りゆと認にん識しきすること……」

　術の発動を行ったのは委員長だが、以降の維い持じはりゆへと移っていく。

　だからこそ、魔力はりゆから奪われていったのだ。

「そしてサインを持たないりゆでは蒼炎を扱いきれず、制せい御ぎよ不能に陥おちいった……」

　だからこうして、残火が生じてしまった。

　ほとんどの蒼炎は委員長から切り離すことで消えたが、完全にりゆに燃え移ってしまった炎があった──それは「りゆの魔力を燃やし尽つくすまでは消えない」ことの証あかし。

「なるほどな。〈牡羊座アリエス〉の強すぎる力を利用してこそ……か」

　改めて思う。

「十二魔女ってのは、すげえ存在だな……ずっとそう在り続けた旧家も、その血筋でもないのに十二魔女になった東卿ヘル・アズマも……そして、ユキハも。俺、すげえ魔女の使い魔になっちまってたんだな」

「こんなときになにを……」

「──大だい丈じよう夫ぶ。その炎なら、すぐに消えるから」

　言い切った俺を、委員長は驚おどろいたように見上げていた。

「だってお前たち姉妹は、俺を見つけてくれたんだからな」

　そう。委員長が言ったように、俺の短たん剣けんは「戦せん闘とうを目的として」抜ぬかれたその瞬間から効果を発揮する──練習を目的とした授業中や訓練のときとはわけが違ちがう。

　なのに委員長もりゆも、はじめから俺の姿が見えていた。

　委員長は「アクシデントかなにか」と言っていたけれど、違うんだ。《存在切断シーフ》はずっとその効果を発揮していた。

「《存在切断シーフ》はそんなに便利な魔術じゃないんだ。ある程度身近な人間相手には効果を発揮しないんだからな。たとえば、家族とか恋こい人びととか……それから、友達とかな」

「え……？」

「相手を認めているっていうか、なんていうか……なんだ、大切に思っていると効果がなくなるんだよ。しかも一方的にじゃダメなんだぜ？　お互いに、だ」

　存在というのは、認めてくれる相手がいなければ消えてしまう。

　逆に言えば、認めてくれる相手にはどれだけその存在を消そうとしても効果がない──

「いやはや、恐おそろしいシロモノだよ。これを抜いて近づいて、もしも相手に自分の正体がわからなかったら……ってことでもあるんだからな」

　でも、そのお陰で。

　見つかったものが──ある。

「俺の正体を見破ってくれてありがとう、委員長──それから、りゆ。お前たちなら大丈夫だよ。絶対に、大丈夫だ」

「キミオさん……」

　これほど想おもい合っている姉妹に、こんな残りカスみたいな炎が通用するはずがない。

　きっと、ふたりの心は一いつ緒しよだから。

　りゆにだったら、委員長の炎だって制御できる。そう信じていられるから。

　そのことを証明するように──夜が明けるころ、りゆの胸の炎は消えていった。

　眩まぶしい朝日が、ひとつの事件の終わりを告げていた。

「委員長。ひとつだけ教えてくれないか。〈城の魔女〉ってのは──いったい何者だ？」

「わたしもあまり詳くわしくは……ただ近ちか頃ごろ、旧家内で暗あん躍やくしているという噂うわさの魔女の通つう称しようで……今回《始まりの時代バーナル・エキノクス》を持ち出すのにも、彼女の力ちから添ぞえがあったとか……」

「……そうか」

　ひとつ収しゆう穫かくだ。〈城の魔女〉は──旧家に関かかわっている。

　旧家を探っていれば、いずれ行き当たる。

「じゃあ、委員長。りゆが起きたら言っておいてくれないか。俺はオマケでいいからさ、これからもウチのご主人様と仲良くしてやってくれないかって」

　そうして委員長の横を通り抜けるとき、俺は彼女の肩かたに手を置いた。

「──姉さん想いの似た者同士だ。きっとこれからも、仲良くやっていけるから」




　え？　それからふたりがどうなったかって？

　それがよくわからないんだ。

　泣きながら抱き合うふたりの姿は、朝日のせいでよく見えなかったんでな──







　エピローグ







　──後日。焰ほむら悠ゆ里りと斑まだら保ほりゆは、ユキハに謝罪を申し出た。

「きちんと謝りたい」

　それが、あの姉し妹まいの選んだ答えだった。




　特にりゆは土下座も辞さない覚かく悟ごだった。

　彼女にとって、この裏切りがどれほど重たいものだったのか──それがよくわかった。

「いいのよ、りゆ。それより私は、りゆをそんな目に遭あわせた連中が許せないわ」

　そう言って親友を優やさしく抱きしめたユキハには、俺でさえ惚ほれ惚ぼれするものがあった。

　そんなユキハの胸の中で、りゆはいつまでも泣きながら謝罪を繰くり返していた。

「……アンタも。りゆのお姉さんだっていうのなら、特別に勘かん弁べんしてあげるわよ」

　その隣となりで、いつまで経たっても頭を上げようとしない委員長。

「しかし、わたしは焰家の人間です。こうなった以上、今後、あなたに対する旧家の追及はますます厳しいものとなっていくことでしょう。そのときに、わたしの存在はあなたにとって決して良いものには……」

「──だったら。そのときは、私の助けになってよ」

「え……」

「その覚悟があるから、こうして謝りにきてくれたんでしょ？」

　そういうことだ。これが、ふたりの選んだ答え──それは生半可な覚悟じゃない。その覚悟を疑うようなユキハではなかった。

　だからユキハは当たり前の顔をして、自分が天てん帝ていになった暁あかつきにはりゆの星との結びつきを直すことを約束した。

「まどろっこしいのよ、委員長は。まったく、ド真ま面じ目めなんだから」

「ありがとう……ございます」

　深々と。本当に深々と──委員長は頭を下げた。

　ちなみに、俺もまたユキハに「自分もまた目的があってこの学園に来た」ことを伝えた。

　すべてを話すわけにはいかなかったが──しかしユキハは「お互たがい様ね」と言って笑い、それ以上の追及はしなかった。

　これが東あずま雪ゆき羽はか。なんて改めて感心した……まではよかったんだが。

「そっ、それで」

　それからユキハは、こほん、とひとつ咳せき払ばらい。

「焰さん。あなたが言ってた、わ……私を守っていてくれたって人の話なんだけど」

「あ、はい」

「な、なんかキミオくん、いくら聞いても自分じゃないって言い張るのよね。確かに私、あのときは周りがよく見えてなかったけど……ちょ、ちょっと言ってやってくれない？」

　やっぱりきたか──こうなることはすでに予測していた。

　どうにもユキハは、そこだけははっきりさせないと気がすまないらしいのだ。

「それは仕方ないのでは。だって、キミオさんではありませんから」

　けれどふたりは俺のことは決して口にしないと、固く誓ちかってくれた。旧家はもちろん、ユキハに追及されるようなことがあっても、なんとか誤ご魔ま化かしてくれると──

「え……違うの？」

「キキッ、キミオさんのわけないじゃないですか。嫌いやですね。全然全然違いましゅ」

　──言ってたんだが、大丈夫か。なんかすごい動どう揺ようしてんぞ。あと嚙かんだ。

「……なんか、あやしいわね。私になにか隠かくしてない？」

「な、なにも隠してなんかっ。はいっ」

「じゃあ、キミオくんでないとしたらどんな人だったの？」

「え」

「知ってるんでしょ？」

「……ヒゲ？　が、生えてた？」

　おい。

「あっ、そ、そういえばおヒゲだったねー」

　ユキハが怪け訝げんな顔をしたのを見て、りゆが姉を救うべく助け舟ぶねをだす。ナイスだ。

「えーっとカイゼル髭ひげだったよ！　なんかドイツっぽいアレ！」

　しかしその船は泥どろ舟ぶねだったらしく、あらぬ方向に沈しずんでいった。

「なにそれ。おじさんだったの？」

「う、うん？　そうだね、なんか超ちようシブイ感じで。おヒゲなんかもう真っ白で」

「……おじいさん？」

「あ、あー、そうだったかも。いやまさかステッキにあんな武器が仕込んであるとはっ」

　おい。おいこらそこの似たもの姉妹。姉妹そろって噓うそつくのがヘタクソすぎんぞ！

　……こんなのが悪役やろうなんて、そもそも無理な話だったんだよ。

「とにかく、キミオくんじゃないってこと？」

「はい、すみません。誤解を招くような言い方をしてしまって」

　それでもなんとか誤魔化せたようだ。ユキハはまだ少し納なつ得とくしていない様子だったが、この件はひとまず大丈夫だろう。

　……と、思ったんだが。

「それじゃあキミオくん。アンタ、私にあんなことを言っておきながら、いったいどこに行ってたっていうの？」

　どうにも感情の行き場がなかったらしく、ユキハは俺に腹を立て始めた。

「え。あ。それはだな」

　いや別に、ユキハのことを信用してないわけじゃない。

　ただ、俺がユキハの使つかい魔まになった理由はともかく──俺の「正体」を知っている人間はできるだけ少ない方がいい。その方が、なにかあったときに巻きこまずにすむ。

　俺がそう言ったとき、委員長たちはなにやら言いたげだったが、素す直なおに従ってくれた。

「じ、じつはだな。……アイツとの決着をつけに……行ってたんだ……」

「アイツって誰だれよ？」

「それはもちろん、俺の宿命の好敵手ライバル──」

「それって……」

「そう──紙ゴーレム界の王子『プリンス・シャッキーン』だ」

「…………」

「長い戦いだった──気づけば夜が明けていたよ。決着はつかないままだった。でも……ははっ、どうしてかな。俺たちは、別れ際に握あく手しゆを交かわしたんだ。まるで、お互いを認め合うかのように、さ──いてっ。いだだだだっ！　おまっ、矢っ、なにすんのっ？」

「あれは魔女がいないと動かないでしょ。最後まで聞いてあげただけ感謝してほしいくらいよ」

　最後まで聞いてねえじゃん……でもなんとか、今度こそまるく収まってくれたようだ。

　あ。そうだ──

「ユキハ」

「なによ？」

「よしよし」

　と、俺はユキハの頭をなでた。

「えっ？　えっ？　な、なに？」

「いや、なんとなく」

　約束は約束だ。思い描えがいていた形とは違ちがってしまったけれど、俺はユキハの頭をなでた。

「よくやったな」──って、そう言いながら。すると、

「は、はい……ありがとうございます……」

　目を潤うるませて、耳まで真っ赤にして。ユキハが俺を見上げていた。

「……あれ？」

　そのあまりに従順な姿に、思わず手を離はなしてしまった。

「はっ！　な、なにしてんのよキミオくんの分際で！」

　すると、いつも通りのユキハがそこに。

　身の危険を感じた俺は、再びユキハの頭の上に手を置いた。

「あっ……キミオ、くん……嬉うれしい……です……」

　……なにこれ。なんかのスイッチ？　ついにユキハの弱点を発見？

「ところでキミオさん。丼どんぶり物はお好きですか？」

　そんなことをしていたら、唐とう突とつに委員長から質問が飛んできた。

「ああ、好きだぞ。牛ぎゆう丼どんとか……特に親おや子こ丼が。でもなんでだ？」

「お、親子丼ではありませんが、姉妹丼はいかがですかっ？」

　は？

「飛んだ！　お姉ちゃん、だいぶ飛ひ躍やくした！」
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「あれ？　使い方、間ま違ちがった？　でも、りゆだってキミオさんのこと……」

「そそ、それとこれとは話が別でしょ！　普ふ通つうはそういうことをいきなり言わないの！」

「そうなの？　こういうのはじめてでよくわからない。ただ、セットの方が色々と愉たのしめてお得だと思って」

「なんか心なしか字が違うっ？」

「それでどうでしょう、キミオさん。今度こそポロリもあると思いますが」

　いや。お前どんだけポロリ信者なの？

「ほら、りゆからも」

「あ、あたしは、ふたりに許してもらえただけで満足だよっ」

「でも本音は？」

「そりゃ、キミオちゃんがそういうつもりなら……ってなに言わせるの、お姉ちゃん！」

「というわけでキミオさん。お食事の際にはいつでもお呼びください」

　……じょ、冗じよう談だんきっついな、委員長も。

「へ、へー。なんかアレね。モテモテね。キミオくん」

「は？　ユキハ、お前なに言ってんだ？」

　あ。いつの間にか頭から手をどけていた。

「んー。なにかしら、これ。なんだか、かつてない気持ちが胸の奥から込み上げて……」

「かつてない、ってどんな表現だよ」

「そう、この気持ちは────怒いかり」

「なんでっ⁉」

「え？　憤ふん怒ぬ？」

「悪くなってるよ！　どんだけ怒おこりたいんだよお前！」

　きっと、少しだけ変わった俺たちの関係。

　それでも、学園生活はまだ始まったばかり──だからその先にあるものは。




　──それぞれの胸にある想おもいだけが、見つめていた。







　あとがき







　はじめまして。朱しゆ門もん優ゆうと申します。




　目立たない道、というものに惹ひかれます。

　人通りがまったくない裏道。

　もしかしたら誰だれも知らないんじゃないか、なんて思えてくるような寂さびれた道。

　その道の前を通りかかる度に気になるけれど、今は他に行くところがあるし、なんだか薄うす気き味み悪わるくもあるしで、なかなか曲がる機会もない。




　──そんな道。




　行ったら怖こわい目に遭あうかもしれない。

　そりゃもうバタフライナイフをかっちゃかっちゃやってる怖いおにーさんたちが「へっへっへ。通行料よこしな（ベロリ）」と「人通りのない道でそれやって儲もうかるの？」みたいなことをしているかもしれないし、急にダンディなグラサンオールバックがどこからともなく現れて「どうやら彼は奇き○な世界に迷いこんでしまったようです」とナレーションをしてくるかもしれない。

　そりゃ怖い。

　でも、もしかしたら──

　その道の先には、これまで見たこともない世界が広がっているかもしれない。

　いつもの日常とは異なる物語が待っているかもしれない。

　そう、たとえば──




　本作の根っこにあるのは、そんな気持ちです。

　だから、この「たとえば」の聖セントアルマゲスト学園にて。

　みなさんがキミオたちと一いつ緒しよに笑ったり、怒おこったり、ときには悲しんだりと、いつもとはちょっとだけ異なる日常を楽しんでくださったのなら、これ以上の喜びはありません。

　どうか、少しの時間で構いません。お付き合いください。




　本作ができあがるまでには、たくさんの方々にご尽じん力りよくいただきました。

　唐とう突とつに的外れなことを言い出し、ニッチな方向へニッチな方向へと進もうとする作者の手た綱づなを優しく握にぎってくださった担当編集Ｈ様。

　そしてまた、やはり唐突にお電話差し上げたにもかかわらず、とても丁てい寧ねいに対応してくださったＹ様。

　そしてそして、拙せつ作さくを魅み力りよく溢あふれるイラストで彩いろどってくださった、ななかまい様。

　それから、見えないかたちで制作にかかわってくださった方々。

　誰より、今この本を手に取ってくださっているあなた。

　皆みな様さまのお陰かげで本作は在ります。本当にありがとうございます。




　さて、本作は二巻、三巻と物語が大きく動いていく予定です。

　続くかどうかはアレ次第ですが、また皆様にお会いできると信じて。

　今回はこのあたりで筆を置かせていただこうかと思います。





朱門　優












ゾディアック・ウィッチーズ




十じゆう二に星せい座ざの魔ま女じよ








朱しゆ門もん　優ゆう
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